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断章　北への出兵







「どうしてコウソンが行かねばならないのです！？」

　ラトルグ国第五姫レイリンが悲痛な様よう相そうでコウソンの服を握にぎった。

　第一姫レイメイと摂せつ政しようシュウバイが画策した第二、三姫の謀ぼう殺さつ。その真実を明るみにしたコウソンに北方への出兵が下ったのだ。

　摂政シュウバイにとって邪じや魔ま者ものであるコウソンに対する明らかな左さ遷せん命令。

　その人事にレイリンは憤ふん慨がいと悲ひ嘆たんの声を上げたのだった。

　コウソンはそんなレイリンにどう言うべきか迷いながらも、静かに頭こうべを垂たれた。

「レイリン様、北方騎馬民族との戦いを平定することは遅おそかれ早はやかれ必要な事ではあります」

「しかし今でなくとも……」

　そう口にしたレイリンに、コウソンは首を横に振ふった。

「いいえ、今でなくてはなりません。間もなくラトルグ国は女じよ帝ていを決め、封ほう禅ぜんの儀ぎをせねばなりません」

　封ほう禅ぜんの儀は内仙ネイシエン山へと女帝自らが登り、帝てい室しつの至宝『玉ぎよく璽じ』を示し神からこの国を司つかさどることを認められる儀ぎ式しきである。神から認められた女帝の身には神そのものが宿る。神を宿した女帝の言葉は神の声であり、臣民はその言葉に従したがって国を守る。

　その為ための『玉ぎよく璽じ』が宮きゆう廷ていの中には厳重に保管され、封禅の儀の時以外は人の目に触ふれることもない。それ故ゆえ、外へ持ち出されるこの時を狙ねらって北方騎馬民族が、『玉璽』を狙い動く可能性が高いと見られているのだ。

「ラトルグは長きに渡わたり北方騎馬民族と戦ってきました。そして今も北方警備隊はこの国を守るために戦い続けています。しかしこれは所しよ詮せん、ラトルグの内ない紛ふんに過ぎません。グラウスタンディア皇国、スクルタビア連合国、リジア宗旨国家……そのどれもが、このラトルグ国の土地を狙っているのです。何い時つまでも内紛をそのままにしておくことは出来ません」

　するとレイリンは強い意志を眼まな差ざしに宿しコウソンを見つめた。

「では……コウソンは騎馬民族との戦いを終わらすと言うのですか？」

「はい、そのように」

　ラトルグ国の歴史は北方騎馬民族との戦いの歴史だった。
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　広大なラトルグで群ぐん雄ゆう割かつ拠きよした歴代の帝みかどたちの時代に於おいても、北方の平原を駆かける騎馬民族はこの国に牙きばを向け続けてきた。

　この騎馬民族の名をタタル族という。

　タタル族は１００年前に一度は平へい伏ふくさせたものの、その後も只管ひたすらにラトルグへの侵しん攻こうを繰くり返かえしてきている。その殆ほとんどは、北河という大河周辺に点在する村や市を襲おそい略りやく奪だつをする類たぐいのものであった。

　ただ近年になってタタル族はその様よう相そうをガラリと変えた。小さな略奪を中心とした侵攻ではなく中原の都を落とす為ための、軍勢を使った戦略に切きり替かえてきたのだ。

　大軍を送り込み、じわりじわりと南下しながら、中原の都を視野に入れた戦いをしている。

　その目的が何であるのか、宮中の者は誰だれもが察していた。

　それは、奪われた『玉璽』の中の自らの神を再び自分たちの下に還かえす事。

　タタル族は１００年前に奪われた自らの神を、取とり戻もどそうとしているのだ。

　しかしそれが何な故ぜ今になってなのか、宮中の人間は誰もが首を傾かしげた。

　だが実際に現在もタタル族によるラトルグへの侵攻は年々激しさを増している。

　故ゆえに現在、北方を守る警備隊の重じゆう責せきは日増しに嵩かさみ続けている。

　北方警備隊が全ぜん滅めつすれば、中原の都だけでなくラトルグ国全すべてがタタル族の意のままになってしまうと言っても過言ではない。

（レイリン様の目指すべき国が亡なくなる……それだけは決してさせない）

　コウソンの意思は固かった。

　そんなコウソンの顔をジッと見つめていたレイリンは、何も言えなかったのか薄うすく唇くちびるを噛かみ俯うつむいてしまう。

　二人の間に沈ちん黙もくが垂れ込める。

　お互たがい言葉を探すように、何も言えずただ時間だけが過ぎていった。

（これ以上話すことは何もないのだ）

　コウソンはそう思った。何より、騎馬民族との戦いを終わらせること、そのものが必要な状じよう況きよう。後にも先にもその結果を以もつてしか、先に進むことは出来ない。

　己おのれが為なすべき事はわかっている。

　これもまた天命か――そう思いながらコウソンは、ゆっくりと立ち上がった。そしてまだ何か言いたそうに口元を震ふるわせるレイリンに背を向ける。

「どうか、ご健勝で」

　断たち切るようにコウソンはそう言うと、彼かの女じよの言葉を待たず屋や敷しきを出た。

　するとこちらの行動を見み透すかしたように、屋敷の外には女官のリャンナが待ち構えていた。

「あんた、それでいいの？」

　彼女の言わんとすることは判わかっている。

「ああ、そのつもりだ。私は私に出来る事をする」

　すると無表情なリャンナにしては珍めずらしく、少しめんどくさそうにしながら頭を掻かく。

「………そうじゃなくて……まあ、別にいいけど」

　何かを言いたそうではあったがコウソンは深くは問わなかった。

「とにかく、ちゃんと生きて戻ってきなさい。そうじゃないと、レイリン様が悲しむ」

　確かにそうだなとコウソンは思った。一家臣、国々の民にまで思いを馳はせ、時として涙なみだを流し、時として喜ぶレイリン。自分にもしもの事があれば、彼女はきっと悲しむだろう。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。積せき年ねんの戦いを終わらしてくるつもりだ」

「どうやって？」

「……おまえに話しても仕方あるまい。それよりも私がいない間、レイリン様の事は勿もち論ろん、ある事をリャンナにお願いしたい」

「なに？」

　コウソンはリャンナにこれからすべき事を語って聞かせた。

　彼女はその内容に耳を傾かたむけ最後に、

「……本当にそんなことが出来るの？」

　と問い返してきた。コウソンは小さく頷うなずき返し小声で言った。

「可能だ。私は少なからず北方騎馬民族というものを知っている。北方での無む益えきな戦いを終わらせ、ラトルグは次へと進まねばならない。その為ためには絶対に必要な事だ」

　そう伝えるとコウソンは踵きびすを返しリャンナに背を向けた。

　翌日。コウソンが厩うまやまでやってくると、そこには元宮廷兵士長のリセイが北方へ発たつ準備をして待っていた。

　先日まで身も世もない顔をしていたリセイであったが、さすがは武人と言うべきか。その顔には先日のような怯おびえの色はなく、覚かく悟ごが固まった凛り々りしい表情へ変わっていた。

「お待たせしました」

「うむ、行こうか？」

「はい」

　元宮廷兵士長と第五姫の侍じ従じゆうであった二人の肩かた書がきは、現在『百卒長』となっている。

　互いに百人の部下を連れ、北方へ赴おもむくのだ。

　兵へい舎しやよりそれぞれ歩兵を連れ、北へと向かい行軍が始まる。兵たちの顔には怯おびえや諦あきらめの色が濃こい。それも無理からぬことではある。

　これから自分たちが向かう先は、生存率が一割と揶や揄ゆされる北方の地なのだ。

　だが、自らが率いる兵に何も言わずとも、コウソンはこの兵たちを一人も死なすつもりはなかった。

　全てを終わらせ、そしてこの中原の都へと帰って来る。そう自分に言い聞かせた。







序章　バハマ強行軍







　リジア宗旨国家バハマ強行軍は、南進の途とに就つきながらもその行こう程ていを大おお幅はばに遅ち延えんさせていた。

　それと言うのもグラウスタンディア軍ラング騎き兵へい隊たいによる騙だまし討うちによるところが大きい。しかも先日、ラング騎兵隊からの奇き襲しゆうを受け、食しよく糧りようを大量に積んだ輜し重ちよう車しやが何台も焼き討ちにされてしまったのである。

　皇都シオニアまでギリギリの食糧を確保しながら行軍していたバハマ強行軍にとってこれは大きな痛手となっていた。その遅延を挽ばん回かいすべく進軍速度を上げたバハマ強行軍は間もなくクコノスの谷へと差さし掛かかるところだった。

　先日の奇襲攻撃以降、ラング騎兵隊が襲ってくる様子はない。

　何もないに越こしたことはないが、こうなると逆に疑ぎ心しん暗あん鬼きにもなる。

　それでもこの後おくれをでき得る限り取り戻さねばならない。

　これを指揮するリジア十二貴族の一人、ルスタフ・タギーは、グラウスタンディアの次に打ち出される策に思いを巡めぐらせた。

　戦術上おそらくこの先にあるクコノスの谷に奴やつらが潜せん伏ぷくしている事は想像に難かたくない。一兵一兵の調練が行き届いたグラウスタンディア軍に対し、リジア軍の兵は数では圧あつ倒とう的てきではあるものの、一部は寄せ集めの非正規兵を有している。彼かれらに叩たたき込こまれているのは迅じん速そくに陣じん形けいを組み、相手を凌りよう駕がする人海戦術で一気に片を付けるという事。

　だがこの先にあるクコノスの谷は狭せまく、陣形を組むことが敵かなわない。

　そこで正面からぶつかれば、こちらは負けないまでも大きな損害を被こうむるだろう。

　戦争に於おいて被ひ害がいがないなどという事はあり得ない。

　その被害を最小限に抑おさえる事。それがリジア十二貴族指揮官将のすべきことである。

　そう思案したルスタフは進軍をしながら、適てき宜ぎ配置換えをしていった。

　先頭を行くのは従軍して間もない、腕うでの立たない者たちである。剣けんも槍やりも一通りは習ったものの、決して強いとは言えない。

　先まず彼らがラング騎兵隊とぶつかり、敵の体力を奪う。長期的に戦えばどんなに強いと言っても、敵は確実に疲ひ弊へいしていく。

　そうした後でバハマ強行軍の中でも腕の立つ精せい鋭えいを出すのだ。疲弊したラング騎兵隊をこの精せい鋭えい集団で叩たたき伏ふせる。

　戦せん闘とうに於おける基本中の基本とも言える戦い方である。

　そんなルスタフの策に、他ほかのリジア貴族は怪け訝げんな顔をする。とりわけ貴族の一人アーバス・ガータは顔の皺しわを深めてルスタフに提てい言げんをした。

「相手は奇き策さくを用いるグラウスタンディアではないか？　こちらも奇策をもって……」

　そう口にするアーバスにルスタフは首を横に振って答えた。

「基本と言うのは最も効果的であるからこそ基本になったのだ。奇策は相手の虚きよをつくことが出来ても張はり子この虎とら。積み重ねられた経験によって培つちかわれた基本程ほど怖こわいものはない」

　何より生き真ま面じ目めなルスタフは奇策を講ずる種類の人間ではなかった。５年前のリジア戦せん役えきに於おいても基本に忠実に戦い、そして多くの戦果を収めた事も事実である。そんなルスタフに対し、他の貴族はそれ以上異を唱える事はなかった。

　こうしてバハマ強行軍は隊列を組み直しクコノスの谷へと進軍した。

　クコノスの谷は道みち幅はばがかなり狭せまい。ここまでは縦たて十列になって行軍してきたバハマ強行軍も隊列を整え直し、縦七列にして谷へと入る。

　その時、前方から無数の馬の蹄ひづめの音が谷の中を響き渡った。

　前方の千人長から声が上がる。

「斥せつ候こうより報告！　グラウスタンディア騎兵隊、先方部隊と衝しよう突とつ！　交戦中とのことです！」

　クコノスの谷の入り口でルスタフは冷静な面おも持もちでその報告を聞いていた。

（……来たか）

　ここまでは勿もち論ろん予測通りである。すぐにルスタフは命令を下す。

「敵グラウスタンディア騎兵隊は、我々の進路を阻はばまんとする！　故ゆえに圧おせ！　圧しきれ！　クコノスの谷を抜ぬける事こそ、皇都シオニア陥かん落らくへの大きな一歩だ！」

　ルスタフの大だい音おん声じように兵たちは気勢を上げクコノスの谷へと進軍した。




　クコノスの谷に入って十町（約１０９０ｍ）の位置で、先頭を行くリジア軍とラング騎兵隊が衝突し火花を散らせた。

　ラング騎兵隊は全て馬から降り均きん等とうに配置された状態でバハマ強行軍と対たい峙じ。

　そこに司し令れい塔とうである千人長ラングの指示が飛とび交かう。

「五人一組、一人を斬きったらすぐに下がれ！」

　ラング騎兵隊は僅わずかに道幅に余よ裕ゆうのある隊列を組みながらリジア兵に向かった。五人が一つの組となり、目の前のリジア兵と交戦する。そして相手を斬り倒たおすと、それ以上深追いをせず、すぐさま後ろに控ひかえる兵と交代していったのだ。

　この戦い方は一人を倒すのに全力でかかることが出来、その上分担することで体力の消しよう耗もうを減らすことが出来る。的確な連れん携けいと、周りの兵との呼吸を合わせた動きが出来なければ、こう言った戦闘は難しい。さらに道幅の狭さを利用し、一組である五人全員が敵と交戦した後は、組ごと入れ替えることで兵たちの疲ひ労ろうの蓄ちく積せきを極力抑おさえさせる事を徹てつ底ていした。

　ラングの厳しい調練を熟こなしてきた兵でなければ決して出来ない戦法だ。

　次々にバハマ強行軍の兵を斬り倒していくラング騎兵隊。対してリジア軍は斬り倒されながらも、その数でジリジリとラング騎兵隊を押して行く。

　圧倒的な数にラング騎兵隊はバハマ強行軍を押し返すことはしなかった。寧むしろ少しずつ後退をしながら、ラングはこの戦法を続ける。

　その理由は、斬り倒されたリジア兵たちの死体が血を撒まき散ちらしリジア側の足場を悪くしているからだ。ラングは少しずつ後退することで足場の良い場所を確保し続ける。対してリジア側は撒き散らされた血ち溜だまりに足を取られ、転がる死体や人間の部位だった物に躓つまずき戦たたかい辛づらそうにしている。

　暫しばらくの後、漸ようやくその事に気が付いた敵の指揮官の怒ど号ごうが飛ぶ。

「足場を確保しろ！　一気に押し切れ！」

　その命令にリジア軍は押し込みを強くしてきた。

　そうやって血ち溜だまりから抜け、足場を確保しようと躍やつ起きになっているのだ。

　無論、あちらに足場を確保されると、こちらの形勢は悪くなる。ここでどうにか押し返したい。

　そう考えながら、ラングはすぐに後方に控ひかえる兵に指示を飛ばした。

「よし、あいつを出せ！　ガジェルだ！」

　言うと同時に人の波を掻かき分わけ、ガジェル・プリアモスが前へと出る。

「よっしゃ、やるぞぉ！」

　ガジェルは背にした大剣を引き抜くと同時に目の前のリジア兵たちを一いつ閃せんした。

「「「なっ!?」」」

　振りぬかれた大剣は僅わずかに谷の崖がけをカツンッと掠かすると、返す刃やいばがさらにリジア兵たちを捉とらえる。先頭で刃を振り上げるリジア兵たちの身体が三分され、肉の塊かたまりとなり血ち飛沫しぶきを上げた。

「ひゃぁぁぁぁぁぁほおおぉぉおぉ！」

　更さらにガジェルは滅め茶ちや苦く茶ちやにも見えるような太た刀ち捌さばきでリジア兵を圧倒する。

　飛び掛かってくる兵を、突き返してくる兵を次々に肉につ塊かいに変えていくガジェル。

　彼は強すぎた。拮きつ抗こうするレベルだったものが今は彼一人で押し返してしまっている。

　それを後方で見ていたラングは苦い顔で、

（……奴は規格外だ。化け物じみている）

　と胸の裡うちで感想を漏もらした。ラングが理想とする兵による細かな連携による戦法と、ガジェルの戦いは真逆と言っても過言ではなかった。一己の雄ゆうで白兵戦の優ゆう劣れつが決まる例は極きわめて少ない。だがクロムが提案した策には、ラング騎兵隊にとって足りない部分を、このガジェル・プリアモスという存在が見事にカバーをすることも折り込まれていた。

　徹てつ底てい的てきに攻せめ立たてるガジェルの戦いに、血ち飛沫しぶきは気が付けば血ち煙けむりとなり、辺りには真っ赤な霧きりが立ち込めていた。

　肉の塊は地面に、壁かべに、人にへばりつくように四散し、それが人間であったなどと思えない状態となっている。

　そして地面に出来た血溜まりは大雨の後のように泥濘ぬかるみ、踏み込めば踝くるぶしのあたりまで血に染まる始末だった。

　そのあまりの強さに圧あつ倒とうされたリジア兵たちは慄おののき後ずさる。しかしそれをガジェルが見み逃のがす筈はずもない。彼は血溜まりに積極的に足を踏み入れ、更にリジア兵を惨ざん殺さつしていく。

　血と泥どろにまみれたガジェルの姿はまるで怪かい物ぶつのようにリジア兵に映っただろう。

　終ついには泣きながら逃にげようとするリジア兵たちであったが、強行軍は後ろからどんどん前進をしてくる。

　押し出された兵たちは逃げる事が敵かなわず、もう戦うしか道がなかった。

「よーし、ガジェルいいぞ。おまえは引け！」

「え、やだよ！　もっと殺したい！」

「うるせえ！　まだまだ何度もやってもらうから一いつ旦たん引け！」

　ラングが凶きよう悪あくな表情で睨にらむと、ガジェルはビクッとしながら叱しかられた少年のような顔をして後方へ引いた。

　そこからは先ほどと同じ五人一組の戦法を繰くり返す。そして少しずつ後退しながら一日目の戦闘は終しゆう了りようした。




　バハマ強行軍は血と肉で真っ赤に染まった谷で夜を越すことが出来ず、一度谷の入り口まで引き返すことになってしまった。そして日が明けるのを待ち再び進軍を開始する。

　ラング騎兵隊は前進してはいないらしい。

　昨日バハマ強行軍が進軍したあたり――つまり、死体の山の向こう側で迎むかえ撃うとうとしているらしいのだ。その報告を聞いたリジア十二貴族ルスタフは、

（良い足場を確保したまま、こちらの進軍を遅おくらせるつもりだな……あちらも基本に忠実と言える……）

　と思いながら苦い顔をした。それでもこちらに分がある事もある。

　それは気候。

　グラウスタンディアの人間がリジア宗旨国家の熱気をはらんだ気候に、いずれ身体を壊こわす事は目に見えていた。日中は特に気温が上じよう昇しようし、その下で戦闘をすれば脱だつ水すい症しよう状じようや、熱ねつ中ちゆう症しように罹かかる事もある。因ちなみにクコノスの谷は日中殆ほとんど日ひ陰かげとなっているが、それでもグラウスタンディア人にとっては暑くて敵わないだろう。逆にリジア人にとってはクコノスの谷は涼すずしい場所に感じるくらいだ。

（被害を最小に抑えきったとして……昨日の進軍速度でクコノスの谷を抜けるには、単純に２０００人の兵を失うことになる）

　しかし一番の目的は皇都シオニア陥落。このクコノスの谷を抜ければ、そこから先は街かい道どうに沿って一気に進軍速度を上げることが出来る。地図上の距離はかなりあるが、平へい坦たんに整備された道は圧倒的に速く進むことが可能だ。だからこそこの行軍はクコノスの谷を抜ける事が最重要課題となっているのだ。

　そうしてクコノスの谷での攻こう防ぼうが続いて五日目の事。クコノスの谷も七分の五ほど進軍し、後は精鋭隊を使い一気に押し切ろうと思っていた頃ころの事だ。強行軍の中で、思いもよらぬ異変が発生していた。

　その異変は水面下で静かに、誰に気が付かれる事なく始まっていたのである。




　クコノスの谷における戦闘が開始されて一週間が経たった。ラングが率いる騎兵隊は二日目以降も戦闘を続けつつ後退し、もう間もなくクコノスの谷の南側入り口まで退ひくことになりそうであった。

　リジア軍は決して特とく殊しゆな戦い方ではなく正面から来る基本的な力押しによる戦闘を繰り返してくる。だがリジアの戦力を考えれば、これが最も効率的かつ的確な判断であることは、相あい対たいしたラングが一番理解している。恐おそらくこの戦い方はリジア十二貴族のルスタフ・タギーであろう。彼は決して奇策を用いない。それ故ゆえに手て強ごわかった。

　それでもここまで全てがクロムの言っていた通りになっている。

（さて、そろそろか）

　ラングは内心そう思いながら谷の中を立ち込める臭においに顔を顰しかめた。強きよう烈れつな腐ふ敗はい臭しゆうである。連日の戦闘で死んだリジア兵たちの死し骸がいや流した血が腐くさり、強烈な臭しゆう気きを発していたのだ。

　ラングは勿もち論ろん、隊の誰もがその臭いに食欲を無くしていた。とはいえ、気候の違ちがう炎天下のリジア宗旨国家で食事を摂とらねば、こちらが先に参ってしまう。ラングは無理にでも兵たちに食事を腹に詰め込むよう命令を下した。

　唯ゆい一いつガジェルだけが、ヘラヘラとしながら、

「正規兵の飯ってうまいんだね！」

　と言って食欲旺おう盛せいに支給された食事に舌した鼓つづみを打っていた。こいつの神経はどうかしてるのか、と訝いぶかしみながらラングも削そがれた食欲を奮い立たせて食事を腹に詰め込んでいた。

　そんなガジェルは毎晩、夜が更ふけると一人でどこかへ行く。気になったラングは起き出したガジェルを呼び止めた。

「おい、ガジェル。こんな時間にどこ行くんだ？」

　すると彼は少し困ったような顔をして、

「散歩だよ」

　と言った。嘘うそを吐ついている事はすぐにわかった。ラングは一いつ瞬しゆん、ガジェルがリジア側に通じている事も考えた。だが、それはすぐに打ち消した。もしそうだとしたら、彼は嘘が下手過ぎる。何より自分の事以外に興味がないガジェルが間かん者じやとして役に立つとは到とう底てい思えない。では何をしているのか？

　ラングの疑問は結局解けぬまま、作戦の最終日を迎える事になった。

　その日もクロムが予あらかじめ用意していた薬を兵全員で飲み下し戦闘に赴おもむく。

　変化はその日のうちに見て取れた。明らかにリジア兵に活気がなくなっている。皆みな、青白い顔をし、打ち出してくる剣に覇は気きがない。

（よし、ここいらだろうな……）

　その日、ラングはクコノスの谷の南側入り口まで後退すると、そのまま退たい却きやくの命令を出した。そして撤てつ退たいした駐ちゆう屯とん地ちから斥せつ候こうを放ち、バハマ強行軍の状況を探さぐった。

　数日後、報告に来た斥候からの話を聞き、どうにか任務を達成した事を確かく認にんする。

『バハマ強行軍内で感染症が流行し、軍の一部をバハマへと帰き還かんさせている』

　という報告だった。それを聞いたラングは悪あく辣らつな顔を歪ゆがめ、

「おもしろくねえ」

　と僅わずかに笑った。

　全てはクロムの思惑通りであった。クコノスの谷は日陰になっており、そこで戦闘をしながらジリジリと後退をする。足場を確保することは勿もち論ろんであったが、もう一つの理由は長期の戦闘で、腐ふ敗はいした死体に触れない為ためであった。臭いだけでも気が滅め入いりそうな死骸の山は、夥おびただしい数の雑ざつ菌きんを繁はん殖しよくさせ、その場で戦い続けたリジア兵たちに病気を蔓まん延えんさせたのだ。

　バハマ強行軍は一日でも早く皇都シオニアへ進軍をしたいと考えている。だとすればここで、病にかかった者の回復を待ちながらゆっくり進軍するよりも、その人間たちを切り捨てて進軍することを決断するだろう。現在病気に罹かかっている者、または罹かかっている可能性が高い者は全て帰還させるに違いない。後で周りの人間へ感染して二次被害を出さない為ためである。

　そうなれば、最終的にかなりの数の兵をバハマへ戻すことが出来る筈はずだ。

　さらにその数日後に来た報告で、バハマ強行軍は八分の三の人員をバハマへ帰還させた事がわかった。つまりバハマ強行軍15万の内、約５万６０００がバハマへ帰った事になる。しかもその中にはリジア十二貴族が多く含ふくまれているという。これは大いに僥ぎよう倖こうであると言えた。指揮官の数が減るに越したことはない。

　結果として皇都へ向かうバハマ強行軍は９万２０００。

　ラング騎兵隊は僅か１０００の人員を以もつて、敵の数を大幅に減らすことに成功したのだった。

　そんなラングが任務を終えフルクロ港へ帰還し漸ようやく一息ついた時の事だった。フルクロ港の管かん轄かつ下かにある軍からある書状が届けられた。見るとそこには皇室からの印があり、思わずラングはギョッとする。急いで書状を開き目を走らせ、その内容にやれやれと溜ため息いきを吐ついた。

「……まだ働かせるのかよ」

　悪あく態たいを吐つきながら、ラングはその書状に記された任務を実行する為ために席を立った。







第一章　託すもの







　時間は下り、皇都シオニア海かい浜ひん地区を防衛した翌日の事である。

　皇都シオニア海浜地区の防衛に成功したものの、グラウスタンディア皇国は未いまだ窮きゆう地ちに立たされていた。それというのも、シオニア沖おきを隠おん密みつ裏りに渡ったリジア船団が約11万に上る陸軍兵を引き連れてきた事が判明したからに他ならない。

　バハマからは15万の陸軍。海浜地区には４万の陸海混成軍。それに加え11万の軍が加わり、その合計は30万にも上るという戦せん況きよう。

　対するグラウスタンディアは、皇都シオニア軍12万に、ラヴァダ領からの救きゆう援えんが１万。

　そしてもう間もなく到とう着ちやくするというシェルシュ・ニカノール将軍が率いる軍が２万の合計15万である。実質的に半分の兵を以もつて、この皇都を守り切らねばならないのである。

　ちょうどそこへ、フルクロ港よりラング千人長からの伝令がやって来て、バハマ強行軍５万６０００が帰還の途とに就ついたという報告がなされる。

　その報告に宮中は沸わいた。たった１０００人で５万以上のリジア軍を引き返させたのだ。ラングの快挙に驚おどろき、喜ぶのは当然と言える。

　その様子をクロムは目にしながらも、

（……とはいえ、まだ25万もの兵がいるんだけどね）

　と楽観できない状況に頭を掻かいた。勿論、驚き喜ぶ宮中の官かん僚りようたちもその事実を認にん識しきしていないわけではない。いや、だからこそ絶望に囚とらわれ頭を抱かかえぬように、ああして感情を露あらわにしているのだろう。

　そんな皇おう宮きゆうの雰ふん囲い気きを肌はだで感じながら、クロムはリュリュと共に一度カウフマンのいる屋敷へと戻った。海浜地区防衛戦で倒れたカウフマンを見み舞まう為ためである。

　さすがに巨きよ体たいのモモを屋敷の中に入れるわけにはいかない。リュリュにその意図を促うながすと彼女は庭先でモモに向かった。

「モモ」

「あう」

「ここで待ってなさい」

「はふっ」

「よし、いい子」

　聞き分けよくその場でお座すわりをして尻尾しつぽを振っているモモ。この様子だけ見ていれば、この巨きよ大だいな山犬が魔ま獣じゆうであるなどとは誰も思わない程ほどにおとなしい。何よりモモと触れ合うことでリュリュには少しばかり責任感が出てきたように思う。含ふくめてそれはいいことなのだろう、とクロムは思いながら戻ってきたリュリュと共にカウフマンの屋敷へと入って行った。

　カウフマンの部屋は屋敷の奥おくにある。扉とびらをノックして中に入ると、カウフマンは半身を起してクロムを迎えた。

「おお、悪いなわざわざ見舞いに来てもらってしまって」

「いえ、それよりお身体の具合は？」

「うむ……そうさな……」

　困ったように眉まゆを顰ひそめ、カウフマンはクロムに向き直った。

「まあ、こんな姿では隠かくし立だてのしようもあるまい。見ての通りじゃ」

　にこやかな顔でそう言うカウフマンにクロムは言葉を詰まらせた。細くなった腕や、窶やつれ皺しわを深くした顔に、どのような言葉も掛けることが出来なかった。

　しかしカウフマンはそんなクロムの心中を察してか、穏おだやかな声で語りかける。

「託たくすべきものは全て託したと思っておる」

「……」

「ワシが70年以上かけても辿たどり着つけなかった真理にクロムは既すでに踏み込んでいるようにも思っておるしの」

　そう言ったカウフマンはその視線をリュリュに移した。

　リュリュは何事もないかの様子でその視線を受け入れるだけであった。

「この子は――おまえさんの妹ではないな」

　その質問にクロムは小さく頷うなずき返す。

「……はい……山での営みで偶ぐう然ぜん、桜おう桃とう花かの森を発見し、そこで彼女と出会いました」

「桜桃花……スクルタビアに自生する種類じゃな。それがグラウスタンディアの山中に？」

「はい。花の咲さく時期にだけ、その桜桃花の森が出現します」

　カウフマンは顎あごに手を当てると考えこむように唸うなった。

「………精せい霊れいの森じゃろうな」

　クロムが肯こう定ていも否定もせずにいるとカウフマンは構わず話を続けた。

「古い文ぶん献けんに時折、そういった記述が見受けられるからのう。大戦の前兆として山に桜桃花の森が現れ、そこより出いずる者が戦を引き起こす……そういう言い伝えが滅ほろびた文明の中には幾いくつも残っておる。つまりその娘むすめさんは――ウツロであろうな」

　そう問われたリュリュはただ無反応にカウフマンを見つめ返すだけであった。

　クロムは少し躊躇ためらう気持ちがありながらも首しゆ肯こうした。

「山の神と申す者がそのように言っておりました。リュリュはウツロであると」

　するとカウフマンは改めて驚きと興味を示すように目を見開いた。

「そうか………どれ、その姿を見せておくれ」

　するとリュリュはどうすべきか問いかけるようにクロムを見上げてくる。クロムが頷うなずき返すとリュリュは一歩カウフマンの前へと出て口を開いた。

「……リュリュは……人ではないのか？」

　淡たん々たんと放たれたリュリュの言葉に、カウフマンは首を横に振ふる。

「常に行動を共にしている所を見れば、おまえさんはおそらくはクロムの半身じゃろう？　半身を人として、半神を人ならざる者として生きる事……それがおまえさんの運命じゃ」

　リュリュは僅かに首を傾げて見せる。その反応にカウフマンは相そう好ごうを崩くずした。

「よいよい、今は解わからずとも。ワシとて解らぬ世の理ことわりじゃ。いずれ世界がおまえさんに答えを与あたえてくれる。その時に何を選せん択たくするか、それがおまえさんの課題じゃろうな」

　その答えにもリュリュはやはり解らないという顔で更に首を捻ひねる。

　するとカウフマンは柔にゆう和わな笑えみを浮うかべながら部屋の隅すみの棚たなを指さした。

「そら、あそこに砂糖菓子が入っておる。好きなだけお食べ」

「うん！」

　元気に答えたリュリュはカウフマンの部屋の隅にある棚に駆けていくと、砂糖菓子を取り出しぺろぺろと舐なめだした。

　それをぼんやりと眺ながめながらカウフマンはクロムに話しかける。

「ああしている姿を見ていれば、あの子がウツロであろうとは誰も思わんじゃろうな」

　クロムは何も答えられなかった。クロム自身も古文書の中に現れるウツロという存在を幾いく度ども目にした事があった。そしてリュリュがそれに相当する者である事も。

　古こ今こん、近世に伝わる古文書の中に於おいてウツロは概おおむねこう記されている。




　山さん河がを問わずして、其その森は現れる也なり。

　名を虚うつろの森と言ひい、時とき至いたりて花を成なす。

　此この森に棲すめる木こ霊だま、精しよう霊りようの類たぐいをウツロと言ひい、

　人の御み霊たまを喰くらひいて半身とす。

　魅み入いられし者はウツロを常つねの共とし、離るる事能あたわず。

　人に非あらずして人なりける者、世に至いたりて功こうを成なす。

　さりとて是これ天下の凶きよう兆ちよう也なり。

　此このウツロを以もつて、世は戦せん禍か戦せん災さいに包つつまるる也なり。




　それらの記述に於おいてウツロがこの世に現れると、大戦が起きると言われているのである。

　それでもクロムにとって、今だ確証が得られない事がある。古文書に書かれている内容は全てが後付けの理論である事だ。結果論であるその内容に、少なからず疑問を抱いだいていた。そしてそんなクロムの考えを後あと押おしでもするかのように、カウフマンは同じ考えを口にした。

「クロムよ。古文書にはウツロが現れたから戦争が起きると書かれておる。だがなワシは違うと思っている」

　真しん剣けんな瞳ひとみでカウフマンはリュリュを見つめていた。

「戦争が起きるからウツロが現れるのだ………ワシはそう思う」

　そう言ったカウフマンに、クロムは小さく肯こう定ていする仕草をして見せた。

「僕ぼくもそう思います」

　するとカウフマンは嬉うれしそうに笑いながら幾度も頷うなずいた。

「そうかそうか」

　そして再び顔を上げると、カウフマンは真剣な顔をクロムに向ける。

「さて、そろそろ本題を話しておくべきだろうのう」

　彼の言う本題とは、この皇都防衛戦についてに他ならない。それは早さつ急きゆうに行動を開始する必要があったからだ。

「クロムよ、少し早いが五年前に仕込んだ戦法を使う時が来たかのう？」

「はい、そうすべきと僕も考えていました」

「ふむ。では、その指揮、おまえさんに任せても構わんな？」

　思わずクロムは絶句した。それはカウフマンが軍師として戦場に立つわけではない事を意味していたからだ。

「では、カウフマンさんは……？」

「ワシか？　ワシは……」

　そう言うとカウフマンは、口角を上げて笑った。

「ワシは前線で戦うことにする。軍師ではなく将軍として働かせてもらおう」

　それは老いた軍師の顔ではなく、戦士の気き迫はくを身に纏まとったかの様に凛り々りしい笑え顔がおだった。




　クロムがカウフマンの屋や敷しきを訪ねた次の日の事である。

　皇宮では迫せまりくるリジア軍に対し、武官文官たちによる協議が重ねられていた。

　この時クロムは協議がなされる皇の間の末席でその推すい移いを見守っていた。軍部の人間でもなければ文官でもないクロムは、本来的にこの会議に出席できる立場にはない。

　しかし幾度かの戦果を挙あげた事と、ユースティナ皇女が取り計らってくれた便べん宜ぎのおかげもあり、この場に肩かたを並べることが出来た。

　因ちなみにリュリュはジルバ皇と会うかもしれない、と聞いて外で待っている事にしたらしい。今いま頃ごろはモモと一いつ緒しよにウサギの干し肉を齧かじっているだろう。

　議題の内容は勿もち論ろん、迫り来るリジア軍への対策である。

　武官たちは、あらゆる可能性を加味した戦略を練り、両陣営の戦況を想定していった。

　しかしそれらの想定された戦局予想の結論は最終的に『リジア優勢』という着地点しか見いだされなかった。

　数を減らしたとはいえ、主力となるバハマ強行軍とゾラ軍、そして海浜地区を未だ包囲する船団を前にどのような戦略を用もちいても、グラウスタンディアには勝ち目がない事は明白だったからだ。

　圧倒的兵数を誇ほこるリジアを前に、グラウスタンディアの武官たちは奥おく歯ばを噛かみしめ沈ちん黙もくしたのだった。

　この間クロムは一言も言葉を発することはなかった。武官たちがどこまで戦況を正確に把は握あくし、そしてどういった対応をするのか見守る事に徹てつしていたのだ。

　そうして暗あん礁しように乗り上げた作戦会議は一度、休きゆう憩けいを挟はさむ事となった。

　クロムは控ひかえの間まで戻もどってくると、水差しを手に取りグラスに注つぐ。そして口の中を湿しめらした。

　ぼんやりとしながら、ふとその意識を天てん井じように向ける。

「……………」

　静まり返った控えの間の中で、クロムはもう一度グラスに口をつけながら革かわ袋ぶくろの中に手を突っ込み何気なく胡桃くるみを取り出した。同時にその胡桃を天井に向かって素す早ばやく投とう擲てきすると、

「きょっ！」

　という声が上がった。聞こえた声にクロムは鼻で息を吐つくとその方向に目を向けた。

「何をしているんだ、ファウラ」

「…………」

　すると暫しばらくして天井板がパカリと外れファウラが顔を覗のぞかせる。

「バレましたか………そう、わたくし、ファウラです」

「何をしているんだ？」

「いやぁ、暇ひまだったからクロムを驚かそうと思ったんだけど、逆に驚かされてしまったよ。君の索さく敵てき能力はどうなっているのだね？　ん？」

　ぬけぬけとそう言いながら天井からひらりと舞まい降おりる。実際ファウラの潜伏はかなり巧こう妙みようだった。油断をしていたら気が付かなかっただろう。

「ファウラはともかく、鼠ねずみが三匹動いている音がかすかに聞こえたからね。一匹ならともかく、三匹というのは珍めずらしい」

「だぁぁ、そこかぁ！　くやしいのう、くやしいのう」

　頭を抱えながらファウラはじたばたとした。そんな彼かの女じよをどう慰なぐさめたものかとクロムが考えていたが、それよりも早くファウラはケロッとした顔に戻り、

「そういえば会議はどうだった？」

　と問いかけてきた。クロムも驚く程ほどの立ち直りぶりである。

　気を取り直しながらクロムは椅い子すに腰こしかける。

「まあ概おおむね悪くはないだろうね」

「え、でも、みんな八はつ方ぽう塞ふさがりで頭抱える勢いだったじゃん」

「……………ちょっと待てファウラ」

「…………お、おう」

「どうして会議の様子を知っているんだ？」

「うへへへぇ、いやぁ、そ、そんな感じじゃないかなっていう、予想？　的な？」

　目を泳がせながらの明らかな狼ろう狽ばいぶり。彼女が会議を聞いていた事はまず間ま違ちがいない。それにしても驚くべきは彼女の潜伏能力だ。

　あの会議の場には官僚以外に近この衛え兵へいなども控ひかえている。つまりは手て練だれの騎き士したちが、万ばん全ぜんの態勢で控ひかえている中、息を潜ひそめて聞いていたという事なのだ。元々そういった隠おん密みつ行動が得意だったファウラだが、近衛兵に気付かれない程ほどとは思っても見なかった。

「どうやったんだ？　ちょっとでも動けば普ふ通つう見つかるぞ」

「いや、えっとね、誰だれかが動く時に、その動きに合わせて身体を動かせば簡単には気付かれないのだよ。あと呼吸もその人の呼吸に合わせてしていれば、十中八九気付かれない」

　なるほどと思った。近衛兵が周りの気配に目を光らせる中で、敢あえて息を殺すのではなく、誰かの呼吸に合わせておけば、錯さつ覚かくを引き起こす。妙みような気配を感じても、それは会議の場にいる者のものだと勘かん違ちがいさせることが出来るのだろう。

「ちなみにあたしが呼吸を合わせていたのはクロムでした。ってかクロム、意図的に音出したり咳せき払ばらいしてたでしょ」

　確かに会議中、椅子をずらしたり、たまに咳払いを混ぜていた。間をうまく取りながら、誰がその音を出しているのかわからない程度に、しかしはっきりと聞き取れるように。それは彼かれら官僚たちに切迫感を与える意図があったのだ。無意識下で彼らを苛いら立だたせ、胆たん力りよくを推おし量はかろうとしていたのである。

「まあね、彼らが追い詰められた状じよう況きようでどんな態度を取るかが気になったからね」

「んで、どうなんだい？　クロムにとっては喜ばしい態度だったのかね？」

「ああ。彼らは追い詰められても自じ暴ぼう自じ棄きにならなかった。しかも戦況の予測も希望的観測を排はいしながら、冷静に向き合っている」

「へえ、そっかぁ。あたしが見ている限りじゃ、みんなダメだこりゃ、って思っている感じに見えたけど」

　砕くだけた言い方だがファウラの見方は間違っていない。皆そう思っている事は確かだ。

「しかし一番重要なことがある」

「なに？」

「それを口にしないって事だよ」

　どういうことか解らなかったのか、ファウラは腕うでを組んで首を傾かしげた。

「何で口にしちゃいけないんだい？」

「簡単さ。ダメだと口にすればその言葉に囚とらわれる。勝てないのだと思った瞬しゆん間かんから思考は閉へい塞そくしてしまう。そうなったら人間はどんな言葉を聞いても、耳に入らなくなってしまうものなんだ」

　実際に会議の場で使われていた言葉も『リジア優勢』である。これは皇などに気を遣つかったものではない。自分たちの思考を止めない為ためである。

「ははぁ、ようするに、お腹なか空いた、って言ったからお腹空いてくる感じ？」

「ちょっと違うけど、概おおむね間違ってはいないよ」

「うむむ……」

「何より、最悪の方策を導き出さなかった事に安心した」

「何さ、最悪の方策って？」

「精神論で打開しようとすることだよ」

「え、ダメなの？　成せば成るぜ、おーっ！　……みたいなのは？」

「戦場に於おいては重要だ。でも会議では絶対に精神論に走ってはいけない」

「なんで？」

「作戦と精神を同列に考えてはいけないんだ。まあ、状況が逼ひつ迫ぱくする程ほど、人間の思考はその二つを同列に置こうとする傾けい向こうがあるけどね。追い詰められると、その判断が付きにくくなるのは事実だ」

　その事を以もつてしても、グラウスタンディアの官僚たちが有能であることは窺うかがい知しれた。会議の状況を考えればわかるが、必ず負けると結論が出ている時に、誰しもの頭の中にそういった思考が過よぎっただろう。それでも彼らはそれを口にしなかった。

　これ程ほどまでに差し迫っても毅き然ぜんと事実に向き合っている。

　それはクロムにとって、希望を見み出いだすのに十分な材料と言えた。

　そんな話を聞いていたファウラは解ったのか解らないのか微び妙みような顔をしながら頭の上で手を組んだ。

「ふ～ん、そういうものかぁ、むっつかしいねぇ………あっ！　それよりさクロム。実はあたしすごいことに気づいてね……」

　言いかけたファウラはふとそこで言葉を止めて固まってしまう。どうしたのだろうかと問いかけるよりも先に、ファウラは何かに気づき入口の扉に目を向けた。

「この靴くつ音おとは…………むっ、これはいかん！　ではクロム、ごゆっくり！」

　ビシッと手でクロムに挨あい拶さつをしてファウラは何かを引っ張る仕草をした。すると天井からロープが垂たれ、それを伝って見る間に彼女は姿を消してしまった。

（すごい身の熟こなしだなぁ）

　と感心しながら彼女が消えていった天井を見上げる。

　その時、控ひかえの間の扉がノックされた。誰かと思い顔を向けるとそこにはユースティナが顔を覗のぞかせた。

「おや、どうかしましたか？」

　あっけらかんとそう言ったクロムに、ユースティナは唇くちびるをツンとさせて部屋に入ってくる。

「ふん、クロムが会議で全く発言しようとしないから心配になって来ただけだ」

「それはそれは、ご心配痛み入ります」

　芝しば居いがかった礼をしながら気楽な口調で返すと、ユースティナはやれやれといった様子でため息を吐つく。

「それは考えあってそうしている、という事か？」

「まあそうなりますね」

　言ってのけるクロムに、ユースティナはジトッとした目を向けて腕を組む。

「なら構わんが、そろそろ話しても良いのではないか？」

「そうですね、タイミングを見計らって口出ししたいとは思ってますよ。でも一番大切なのは打開策を提示することではなく、打開策を武官たちに了りよう承しようしてもらうことです」

「？」

　その言葉にユースティナは少し不思議そうな顔をする。無理もない事だ。ユースティナの立場は一国の皇女。つまり皇の側だ。命令する立場にある。勿もち論ろん多くの騎士たちは彼女、ないしは皇の命令に素す直なおに従うだろう。だがそこに僅わずかでも疑心があってはならない。

　本当にこの作戦で大だい丈じよう夫ぶだろうか、と心の片かた隅すみで思っているだけで軍の動きは全く変わってしまう。

　殊こと、今回の皇都防衛戦はそういった疑心が僅わずかでも介かい在ざいすれば、命取りになり兼かねない懸け念ねんがあるのだ。兵たちの力を十全に使ってどうにか勝利の可能性を見出すことが出来る、そういった程ほどにグラウスタンディアは劣れつ勢せいに立たされていると言っていい。

　だからこそクロムは頭の中に描えがく策を容易に口にしようとはしなかったのだ。

　するとユースティナは小さく笑い頭こうべを振った。

「まあ良い。クロムに限って議の場の空気に呑のまれて発言できない、などという事はないと思ったが、考えがあるのなら私は口出しはせぬ」

　そんな彼女にクロムは首を横に振る。

「いいえ、気になる事は全すべて口にしてください。僕はその穴を全て埋うめていきます。そしてそれこそが最も武官たちを納なつ得とくさせられる要因となりますので」

　全てをこの場で語らぬクロムに、ユースティナは只ただ「わかった」と一言返しただけだった。それは彼女がクロムに信を置いてくれているという確たる証しよう拠こでもあった。

　そうして時間が来ると中断されていた会議が再開され武官、文官たちが次々に席に戻っていく。

　そして全ての官僚、そしてダカットやユースティナといった皇族たちが揃そろったところで、ジルバ皇が姿を現した。しかしその場にいた官僚を驚かせたのは、武官たちの最も上座に、カウフマン・マカオンが腰を下ろしていた事だった。

　老ろう齢れいであることに加え、先日倒たおれたカウフマン。彼が皇宮に姿を現した事に、その場にいた者たちは一様に何かがあったことを察する空気に満ちていた。

　そんな中、皇は集まった者たちを睥へい睨げいすると、ゆっくりと口を開いた。

「現在我わが国土へ侵しん攻こうの手を伸のばしておるリジア宗旨国家より、皇都を防衛せんが為ために皆に伝えねばならぬことがあるのだ」

　皇の言葉に集まった者たちは一様に息を呑み、そしてその言葉を待った。

「此こ度たびの戦、軍師カウフマンと協議し、全指揮権をクロム・ジャレットに一任することにした」

　その言葉に場にいる者たちからどよめきが沸わき起こる。

「お、皇よ。クロム・ジャレットとは……その……」

　そう言いながら官僚たちは末席に座るクロムをチラチラと盗み見る。

　ジルバ皇は変わらず落ち着いた様子で頷うなずき返した。

「左さ様よう。反対であるのなら忌き憚たんなく申せ。此こ度たびの戦いくさ、全員が納得し、一丸とならねば決して乗のり越こえることは出来ぬ」

　すると武官の一人が立ち上がり皇に申し出た。

「今回ばかりは、先日の海かい賊ぞく騒さわぎとは規模が違います。流石さすがに経験のない者を軍師に置くことには、戦場で戦う身としては不安があります」

　彼の言う事は尤もつともな事であった。この武官が言っているのはクロムが嫌きらいであるとか、若造の指揮下には入りたくないなどと言う個人の我わが儘ままな理由ではない。戦場に於おいて、白兵戦を繰くり広ひろげる兵や将軍には、多くの情報がない。故ゆえに純じゆん粋すいに軍師の指揮を信じ戦わねばならない。

　だからこそ、軍師と軍人の間には強い信しん頼らいが必要なのだ。少しでもその策を疑ったり、不安を持ちながら戦っては本来的な軍の力を引き出すことは出来ぬのである。

　そして今のクロムには、彼らを信頼させ得うるものが何一つとしてなかった。それ故ゆえに、策を持っていたとしても発言をしようとはしなかったのだ。

　彼らがクロムを軍師として信頼せねば、この皇都防衛は罷まかりならない。

　それ故ゆえに武官は皇に問いかけたのだ。

　誰もがクロムという軍人でもなんでもない若者に命を託たくそうと思える回答が出来るかどうか。皇の権力ではなく、誰にとっても納得が出来る回答。それがなければ、軍はバラバラになるのではないか、と。

　するとジルバ皇は小さく首しゆ肯こうし、その武官に向き直った。

「其方そなたは第一次リジア戦せん役えきを経験しておるな？」

「左様にございます」

「最後の一年は快かい進しん撃げきを見せ、リジア宗旨国家がフルクロ港の明あけ渡わたしを条件に休戦協定を申し出なければ、あのまま戦い続けていたかもしれぬ程ほどに勢いに乗っていたな」

「ええ。しかしあの時は全指揮をカウフマン将軍が執とっておりました。ユースティナ皇女が率ひきいる皇こう国こく七しち聖せいと連動し、敵情報を探り当て、そして我々はそれに従したがい戦いました」

「そうであったな」

　ジルバ皇は低く唸うなるように首肯し、そしてその真相を口にした。

「では、あの最後の一年の策を全すべて考えていたのがクロム・ジャレットであったとしたら、主は納得するか？」

「なっ………」

　提言をした武官だけでなく、その場にいた官かん僚りよう全てが絶句した。

　驚きに目を見張る官僚たちの中で、ユースティナ皇女のみが平然とした顔をしていた。

　皇国七聖を率ひきいた彼女は、幼かったとはいえ、その中心に身を置いていた故ゆえに、全てを知っていたからだろう。

　しかしそれを初めて耳にした者たちは、やはりまだ信じられないと表情を強こわ張ばらせた。

　すると皇は続けざまに、話を切りだす。

「先ほどカウフマンから全てを聞いた。クロム・ジャレットの考え出した策をカウフマンの口が伝達する。そうだな？　カウフマン」

　皇は上座に座るカウフマンに向けて、そう問いかけた。カウフマンはただ静かに、

「左さ様ようにございまいす」

　と答え徐おもむろにひげを撫なでて笑った。

「第一次リジア戦役の都つ度ど都つ度ど、ワシは作戦の一部をクロムに任せておりましてな。実際にクロムが編あみ出した策はワシ以上のものでございました。ですが途と中ちゆう、怪け我がを負ったクロムを一年ほど皇都に滞たい在ざいさせました。皇女の教育係に任命した時分ですな。じゃが、その後、皇国七聖と後に呼ばれる者を引っさげ戦場に戻り、そしてそこで彼は戦争を終わらせるための計画をワシに明かしました。ワシはそれを聞き、全てをこの若者に任せてみようと思い定めたのです。なので最後の一年、あの時の戦いは全てクロムが考えたもの。ワシはその間、将軍という立場を使い、伝令を仰おおせつかっておったのです」

　冗じよう談だんめかしたようにそう言ったカウフマンは官僚たちに向かい快かい活かつに笑って見せた。

　勿もち論ろん官かん僚りようたちはそれを聞いて笑うどころか、ただポカンと口を開け目を見開いていた。

　そんな官僚たちにジルバ皇は短く息を吐つき、口を開いた。

「儂わしとて俄にわかには信じられなかった。しかしカウフマンは長年苦楽を共にした家臣。信ずる理由はあっても疑う理由はない。もしそれが本当であるのなら、儂わしはこの若き頭脳に、この国の防衛を賭かけてみたいとおもうとる。皆、どうじゃ？」

　その皇の言葉に反対をする者はいなかった。特に武官たちはあの最後の一年の快進撃をその身を以もつて知っている。それまでのカウフマンがグラウスタンディアきっての軍師であった事は誰もが理解していた。だが、その上で考えても最後の一年だけは勝手が違ちがっていた。歳としを経へていよいよカウフマンの頭脳が冴さえわたってきた、と誰もが思った。しかし今の皇の言葉で皆、その理由に行きあったのだ。

　あれは全て他ほかの人間が考案していたのだと。

　だから誰だれ一人ひとり、皇の任命に異を唱える者はいなかった。

　ジルバ皇はその沈黙を睥へい睨げいすると鷹おう揚ように頷うなずいた。

「どうやら異論はない、と受け止めてよいようだな」

　そして徐おもむろにクロムに向き直ると静かに語りかけた。

「……さて、クロム・ジャレットよ。カウフマンより得た其方そなたの叡えい智ちは、如い何かにしてこの皇都を守らんと考える？」

　皇の問いにクロムは立ち上がり、前へと進み出る。ジルバ皇はそんなクロムに、

「申せ」

　と言うと、クロムは膝ひざを折り一度頭こうべを垂たれた。

「烏お滸こがましくも兵へい役えきの経験のない私めに、軍の指揮をお任せいただき、まことにありがとうございます。謹つつしんでお受けいたします」

「うむ」

　鷹おう揚ように頷うなずき返すジルバ皇にクロムは、

「それでは――」

　と言うとゆっくりと立ち上がり、皇に問いかけた。

「この度たびのリジア宗旨国家は嘗かつてない勢力を率いて皇都に進軍しております。これを打倒するには、奇き策さくを用もちいらねばなりません。それでも構いませんでしょうか？」

「忌き憚たんなく申せ」

　皇の了承を得るとクロムは、一番この内容を理解してもらわねばならない武官たちに向かった。

「まず把握しておくべきはリジア軍の戦力。バハマからの強行軍９万２０００は陸路で皇都へと向かっています。そしてゾラ船団からの陸軍兵と合流した結果およそ20万で、皇都へ進軍してくることが予測されます。また海浜地区には４万の兵を乗せた船団が控ひかえております。それに対し、我々が取るべき策は？」

　そんなクロムの問いに、武官の一人が発言をする。

「一丸となったリジア軍を分断する事であろう。一気に20万を相手にしたのでは、我々の勝機が薄うすい。敵を二つに分断させ、兵数を減らしたところを叩たたく」

　その答えを聞いてクロムは鷹揚に頷きながら苦笑いを浮かべた。

「惜おしいですね。その逆です」

「なに？」

「重要な問題があるんです。リジア軍が迫ってくる間に、我々グラウスタンディア軍がどこまで準備を整えられるか……これが大きな問題です」

　そう、防衛戦に於おいて、戦場となる場所に陣じん地ちを整備することは必要不可欠な物であった。

　堀ほりや塹ざん壕ごうなどを置き、司し令れい塔とうを作り、戦場の後ろには兵達を休ませる為ための宿営地を作る。そして宿営期間の兵達の食しよく糧りようである兵へい站たんを置く。それらの整備が行き届かねば、兵数で圧あつ倒とう的てきな不足があるグラウスタンディアには勝機はない。

「もしリジア軍を二つに分断した場合、我々は防衛する為ための陣地を二つ敷しかねばならない。しかも万全の形で、それは可能でしょうか？」

　そのクロムの問いかけに先ほど発言した武官は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「………不可能だ……殊こと、万全にはならん」

　現在のグラウスタンディアの兵数を鑑かんがみればわかる事だが、たとえ自分たちの国土であるとはいえ、12万の兵たちが同時に二つの戦場を想定して準備をしても到とう底てい間に合わない。突とつ貫かん工事をしてどうにか体てい裁さいを整えるのが限界だろう。兵の数だけで考えれば五分と五分に持ち込んでも、彼らの疲ひ労ろうが戦力を大きく下げる。

「そう。なので絶対に敵を大きな二つの軍に分断させてはならないんです」

「ではどうするのだ？」

「グラウスタンディアがするべきことは、我々にとって優位な土地に、万全の準備をして、そしてリジア軍全てをそこに誘い込む……これが今回の作戦の肝きもとなります」

　そこからクロムが語りだした作戦に誰もが目を剥むいた。二手三手先などと言う次元ではない。その先の先まで見み越こし、そしてその上でリジアがどう動くかを見切った策に誰も口を挟はさむことが出来なかったのだ。可能性のある進軍ルートを抜け出し、その中から可能性が高い順に、その対応策を説明していく。そしてその最終地点はいつも同じ場所に帰結していった。

　最後まで語り終えたクロムは全員を見回しながら、

「なにか質問は？」

　と言ったが官僚たちからの発言は一いつ切さい出る事がなかった。だが一人だけ、そのクロムの作戦に疑問を持った者がいた。彼女はクロムに目を向け口を開いた。

「クロムよ、気になる事がある」

　そう発言したのはユースティナだった。

「なんでしょう、ユースティナ様」

「説明の途中にあった、『敵兵に嘘うその情報を刷り込ませる』という罠わなだが……これは相手の力量を含ふくめ、かなり賭けであると思われるのだが」

　するとクロムは少し悪びれた様に笑いながら返した。

「はい、ここに関しては、相手が気付いてくれねば成功しません」

　ユースティナは厳しい表情のままクロムを見つめる。

「――自信はあるのか？」

　するとクロムは少し間を置いてユースティナに返した。

「……こんな言い方をするのはおかしいかもしれませんが――リジアの頭脳を僕は信頼しています。彼女は必ず気づく」

　自信に満ちた顔をするクロムにユースティナはゆっくりと首肯し、そして薄く笑った。

　するとジルバ皇が玉座より立ち上がった。

「相わかった、その賭け、乗ろう」

　全ての策が打ち出され、そして皇都はその準備の為に大きく動き出したのだった。




　リジア海軍ゾラ船団は夜や陰いんに紛まぎれ皇都シオニア沖おきを通過。そして夜が明ける頃ころには、南西にあるグラウスタンディア領の小さな港町を包囲していた。元より守備兵の数も少なく、街の規模もさほど大きくはない。

　港町は大きな抵てい抗こうをすることもなく白旗を揚あげ、リジアに降こう伏ふくした。

　この船団を率いていたリジア十二貴族の一人ナターシア・リブレリアは、当初からこの港を狙ねらっていた。警備が手て薄うすである事は勿もち論ろん、この港町は船を着け上陸するのには重要な場所であったからだ。

　理由は、港の周りに人が隠かくれられるような山がないということだった。この港の周りは殆ほとんどが麦畑になっており、一望できるような丘おかすらない。という事は自おのずとグラウスタンディアはこちらの船団の数を確かく認にんする為ための斥せつ候こうを近づけることが出来ないのだ。それでもナターシアは細心の注意を払はらい、近辺へ兵を派は遣けんして警けい戒かいに当たらせ下船を順次行っていった。

（だがこちらの兵数をグラウスタンディアが掴つかんでいる可能性はある。それを念頭に進軍をせねばならないだろう）

　そう考えながらナターシアは下船を終えた船団に対し命令を下していった。

　リジア陸軍を下ろした輸送船団は、このまま別の任務に就ついてもらう事になる。

　各将校に伝達を終えると、ナターシアは他のリジア十二貴族が顔を揃そろえるテントに向かった。そこにいるのは、最長老のライラ・スーサ。中年に至るバール・ジェラルド。そして彼と同年代のジン・イテロンの三人のリジア貴族たちだ。彼らとこれからの予定を確認し合わねばならない。

　席に着くとライラの隣となりには見知らぬ少女が一緒にいた。年としの頃は14、５くらいだろうか。面おも影かげがどこかライラを彷ほう彿ふつとさせるところがある。ナターシアが訝いぶかしげに彼女を見るとライラが説明するように口を開いた。

「孫のカレン・スーサよ。勉強の為ためにも同席させてもらってもいいかしら？」

「ええ、勿論です」

　ナターシアがそう答えるとカレンと呼ばれた少女はニコリともせずに、睨にらむような眼がん光こうで頭を下げた。

「カレン・スーサです。祖母がいつもお世話になっております。皆みな様さまの足を引っ張らぬよう尽じん力りよくいたします。どうぞご指導のほどよろしくお願いいたします」

　丁てい寧ねいな言葉とは裏腹に愛あい想そが悪いカレン。見るからに生き真ま面じ目めな性格が窺うかがい知れた。

　こうしてナターシアが揃そろったことで、今回隠おん密みつ裏りに皇都シオニア沖を抜ぬけグラウスタンディア領に上陸したリジア十二貴族は全員となる。ここでこれからの作戦について話し合われる。口火を切ったのはライラであった。

「じゃあ、作戦を確認するわ。これより皇都シオニアへ向かい進軍を始める。我々はここより北東へと進軍しアルコ川を渡り皇都北にあるコルシア港を落とす。そこでバハマ強行軍の到とう着ちやくを待ち、合流。後のち、一団となり南進し皇都シオニアを攻せめ落おとします。その間、皇都海浜地区は、ベルゲン・アディク殿どの、そしてムハル・ナジアル殿、両貴族が指揮官将として包囲し皇族の逃とう亡ぼうを阻そ止しします。質問は？」

　元よりゾラ港海軍司令部にて話された内容である。確認の為ためのものであり、ここから大きな変へん更こうがあるわけではない。しかし戦せん況きようは刻々と変わっている。新たな情報もいくつか入っている。それに合わせ、細かな調整は必要だろう。そう考えナターシアは口を開いた。

「ライラ様。よろしいでしょうか？」

「なあに、ナターシア」

「出発前の時点で、グラウスタンディアがバハマ強行軍に対し、妨害工作をしているという報告が入っております。その事を考えると、バハマ強行軍の到着は、予定より遅おくれる可能性があります。その場合、船の積せき載さい量りようを超こえる人数を優先的に乗せてきた我々の食糧が尽つきる懸け念ねんがあります。もしバハマ強行軍も遅ち延えんをすれば、やはりあちらも食糧不足の可能性が考えられるでしょう」

　人員を優先的に乗せ、食糧に関してはかなり切きり詰つめて輸送した。その為ため、滞たい在ざいが何週間も伸びれば、自おのずと困窮状態に陥おちいることは明白であった。

　するとそれを聞いていたジンが顔を歪ゆがめながら苦笑いをする。

「だったらそのコルシアって街を落として貯蔵されている食糧を頂けばいいだろう」

　ジンのいう事は戦争に於おいて当たり前のことである。落とした街の食糧と引ひき換かえに、住民の命を保証する。そういった相互関係で進軍を安定化させるのだ。

　だがナターシアは首を横に振ふる。

「いいえ、その考えは危険であると考えています」
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「なに？　どうしてだ？」

「あちらにはカウフマン・マカオン。そしてその弟で子しであるクロム・ジャレットという頭の切れる者がいます。もし既すでにこちらの出方に気が付いて、コルシアの住民の退たい避ひと食糧などの運うん搬ぱん、春麦の刈かり入いれを終えていたらどうします？」

「そうならないように、夜陰に隠れて我々は隠密行動をしたのだろう」

　尤もつともな言い分であったがナターシアは譲ゆずるつもりはなかった。

「勿論そうです。しかしベルゲン殿からの伝令で、海浜地区にて包ほう囲い網もうを破ろうとする人間の存在があった、という報告が来ています。という事は、あちらは我々の存在に少なからず気が付いていると考えるべきです」

「………なら……どうするのだ？」

「はい、先ほど斥せつ候こう隊から報告があり、シオニア西にあるラヴァダ地区から、皇都に向かう軍勢が確認されています。具体的な兵数はわかりませんが、１万近くはいるであろうと。もしそうなら、現在ラヴァダ地区は兵力が手薄。また今時分、春麦の刈り入れを終えているので備び蓄ちくは豊富にあります。私に１万の兵をお貸しくだされば、ラヴァダを落とし、そこからコルシアまで食糧を運ぶ兵へい站たん線せんを敷しくことが出来ます」

　しかしここでバールが異論を唱えた。

「勿論それは構わん。だがナターシア。おまえさんには、皇都の第一水門を閉めるという任務があるだろう」

　皇都第一水門とは、シオニア大河より水を引ひくために作られた巨きよ大だいな水門だ。

　この水門は皇都北部のシオニア大河に隣りん接せつし、アルコ川へと流れ込む水量を調節している。アルコ川の水は農耕地区を始め、多くの用よう途とに利用されている。この水門を閉める事がナターシアに与あたえられた任務であった。

「おまえが第一水門を閉めてくれなければ、我々はアルコ川を渡るのに筏いかだを作って渡らにゃならん。他よ所そを落としている場合か？」

「はい、それも考こう慮りよに入れた作戦です」

「なに？」

「ラヴァダ地区はシオニア大河の上流にある地区です。ここを落とし、食糧を船に積んで運搬。そして大河の流れに乗って、そのまま第一水門を目指します。なにかまだ問題が？」

　そう言われたバールは言い返す言葉がなかったのか、そっぽを向いた。

　するとライラもまた鷹おう揚ように頷うなずき、

「わかったわ、ではナターシアには１万の軍と、ラヴァダ地区への進軍を許可します。しかし、もしラヴァダ落としに時間を要するようなら、早々に諦あきらめる事。どちらにしても、ナターシアが水門を閉め、川の水量を調節してくれなければ、こちらは立ち往生するわ」

「はい、早々に任務を完かん了りようしたいと思っております」

「それから……」

　と言ってライラは孫のカレンに目を移す。

「もしナターシアが良ければ、カレンを連れて行ってもらうことは可能かしら？」

「え、ええ、それは勿論ですが……」

「あなたの仕事をこの子に見せておきたいの」

「かしこまりました」

　そう答えたナターシアに、睨にらみ付つけるような視線を送るカレン。

　ナターシアはどんな顔をしていいのか困りながら曖あい昧まいに薄く笑って見せたが、カレンは神しん妙みような表情を変えようとはしなかった。

　こうしてナターシアはカレンと共に１万の兵を率いラヴァダへと向かうことになった。

　そして残りの兵はライラを始めとしたリジア十二貴族たちが率い進軍をする。

　本格的な皇都シオニア落としの為ための進軍が始まった。




　数日後、ナターシアの率いる強行軍１万はラヴァダ地区を目指していた。

　上陸した港からは北北西に位置するラヴァダ地区。山々の間の道を縫ぬうように、ナターシアの軍は速度を上げて進軍をした。

　途中、ラヴァダ地区が管かん轄かつする村々が点在していたものの、それらには一切目もくれない。ナターシアの目標は、この地区を治める貴族が住まうラヴァダ中央区だからだ。

　ナターシアの軍はラヴァダ中央区到着と同時に城じよう壁へきから距きよ離りを取り、街を包囲した。

　ラヴァダからは多少の弓きゆう撃げきがあるも、それもすぐに止やんだ。そうしてあちらの出方を窺うかがうようにただジッと待つ。

　そんなナターシアに、ライラの孫カレンは訝いぶかしげに質問を投げかけてきた。

「どうして攻こう撃げきしないのでしょうか？」

　その質問は尤もつともだった。ライラからも時間が掛かかるようならラヴァダ地区を落とすことは諦あきらめ、隊列に戻るよう促うながされていたからだ。

　諦めずにラヴァダを落とすというのならば、さっさと攻撃をする必要がある。そしてこの地を落とし、兵へい站たんをライラたちの下に運ぶことこそがナターシアの任務なのだ。

　だがナターシアは敢あえて動こうとはせず、ラヴァダの城壁から目を離はなそうとはしなかった。

「いいのだ。もうすぐあちらは降伏する」

　自信を持ったナターシアの言にカレンは眉間の皺しわを深くした。

「どうしてですか？　あちらが降伏する理由はない筈はずですが？」

「いいや。ラヴァダ地区は現在、皇都シオニアに兵を出している。であれば今ここにいる兵の数はかなり少ないと考えられる」

「だからこそ、今強行突破すべきかと」

「その必要はない。ラヴァダ地区が今持っている情報は何かわかるか？」

「情報？」

　そう言われてカレンはハッとした。

「なるほど、皇都シオニアがリジアより攻め込まれて他の所領に救きゆう援えんを頼たのむ事態」

「そうだ。そのリジア軍が今ラヴァダを包囲しているとなると、あちらはどう考える？」

「……シオニアからの救援は来ないと思い込む」

「その通り。周りに助けを求めるとしたら、ラヴァダ地区はシオニアしかない。そのシオニアからの援えん護ごがないと結論付ければ、被ひ害がいを最小限にする為ため、あちらは降伏する」

　ナターシアの言葉を証明するように、ラヴァダ地区はその日の夕方には降伏し開城した。

　ラヴァダを治める貴族は、開城と引き換えに領民と自らの安全を要求してきた。しかしそれもナターシアの計算の内。ナターシアは備蓄された食糧と、それを輸送する為ための船を要求し両者の合意がなされたのだった。

　結果ナターシアは一兵も失うことなく、ラヴァダ地区を落としたのだった。そして開城と同時にナターシアの命で夜を徹てつして兵ひよう糧ろうを船に詰め込む作業が為なされた。

　翌朝にはライラたちの下に向かってシオニア運河を下ることになるのだ。




　進軍するライラを始めとしたリジア軍は港町を出るとその行き先を北東に定め歩を進めた。山々の間を縫ぬうように敷かれた街かい道どうをリジア軍の長ちよう蛇だの列が伸びる。

　そうして数日の進軍で、リジア軍はアルコ川上流までその駒こまを進めた。

　アルコ川はシオニア大河と比べれば決して大きな川ではない。しかし徒歩での横断が出来る程ほど小さな川でもない。皇都シオニアの北に位置する農耕地区に豊かな水を供給するアルコ川を渡るには筏いかだや船を必要とするのだ。

　更さらに対岸には、こちらの動きを察知したグラウスタンディアの兵団が割かつ拠きよしている。戦に於おいて川を渡る行こう為いは、多くの兵を失う危険がある。殊こと、船などを用いた上陸作戦は、足場の悪い船に乗っている側が不利に働く。

　ライラは川の対岸に兵を並べるグラウスタンディアとのにらみ合いを続けた。

（さて、ナターシア。あなたはどれくらいでラヴァダを落としてくるかしら？）

　そう考えながら焦あせることなく、その時を待った。そうしてアルコ川に停てい泊はくし数日が過ぎた頃の事、変化は突とつ然ぜんにやってきた。

　アルコ川の水位がどんどん下がっていったのである。アルコ川は兵たちの膝ひざの位置まで水位を下げた。これなら誰だれでも徒歩で川を渡ることが出来る。

　ナターシアが率いる軍が上流の第一水門を閉じたのだ。

　ライラたちはそれを契けい機きに、進軍命令を出した。

「全軍交戦の構えを取り進しん撃げきっ！」

　対岸で待ち構えていたグラウスタンディア軍は防戦を繰り返すも、大きな抵抗もなく引き上げていった。

　しかしそんな事実がライラの中で妙みように引っかかった。

（アルコ川を死守するつもりはないのかしら……）

　本来であれば、グラウスタンディアはこの守りの要かなめであるアルコ川を死守したい筈はずだ。こうもあっさり引き上げるのは腑ふに落ちない。

　だとすると何かこれは策の内なのだろうか？

　それとも第一水門を閉じられたことで、あちらは焦あせったのか？

　今の段階では、どちらも可能性として考えられる。それ故ゆえに、この場で即そく断だんすることは憚はばかられた。少なくともこちらの作戦通りには動いている。だがカウフマン・マカオンの顔を思おもい浮うかべると、ライラはその事すら罠なのではないかと、思わずにはいられなかった。




　山の裾すそ野のに広がる光景を見下ろしながらクロムはコクリと頷うなずいた。シオニア大河から引かれた水運を調整する第一水門は小高い山と山に挟はさまれるように作られている。遠くから見れば巨大な石造りの橋の様に見える第一水門。そのアーチ状の橋はし桁げたの下には水を堰せき止とめるための門がいくつも取り付けられている。その門は現在、クロムたちの手で全て封鎖されアルコ川の水位を大きく下げていた。

「よし、まあこんな所かな」

　そう言うとクロムは水門を閉める作業を終えた兵たちに撤退命令を下した。彼かれらはこの第一水門を守る兵たちである。そうして一休みをしていると、リュリュがお腹を摩さすりながらやって来る。

「………クロム」

　それ以上言わずともお腹なかが空いている事は一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。クロムは懐ふところから煎いり麦の袋ふくろを取り出す。水分量の多い春麦の実を香こうばしく煎いった非常食である。

　リュリュはそれを手でいっぱい掴むと口の中に放り込み、じゃっこじゃっこと咀そ嚼しやくする。

「ふむん、味がないな」

　実際それ程ほどおいしいものではない。

「よく噛かんで食べないとお腹を壊こわすぞ」

「うん、よく噛む」

　そんなリュリュに食事を与えていると、随ずい行こうしたファウラが駆け寄って来た。

「クロム、クロム」

「なんだい？」

「いいのかい？　リジア軍を進軍させちゃって」

　不思議そうな顔をするファウラにクロムは頷うなずき返す。

「ああ、構わないよ。元々リジアはこの第一水門を占せん拠きよして川を渡ろうと考えていた筈はずだ。遅おそかれ早はやかれ、水門は閉められていただろう」

「だったらあたしたちがわざわざ閉めなくてもいいんじゃない？」

「いや、僕ぼくらが閉めておく必要がある。いずれリジアはこの水門を閉めたのが、グラウスタンディアだと気が付くはずだ。そうしたらリジアはどう考える？」

「ん～」

　顎あごに人差し指を当て考えるファウラはハッとすると手を打った。

「そっか。作戦が筒つつ抜ぬけだと思うってこと？」

「そういうこと。そうしたら、リジアは作戦を変更せざるを得ない」

「何さ何さ、リジアの作戦って??」

「かなりの人員を引っ張って来ているリジアの最大の弱点は食糧問題だ。長い期間の駐ちゆう屯とんはしたくない筈はず。という事は、リジアは出来る限り短い期間でシオニアを落とそうと考えるだろう」

「そうだね。ってぇことは、つまり……なんだね？」

「最短ルートで皇都に向かってこようとする。でも、その策がこちらに読まれてると気付いたら？」

「変更するしかないね」

「そう、彼らはまずその進軍ルートの変更を余よ儀ぎなくされる」

　リジア軍が皇都まで最短で来ようとすると、まず北のコルシア港を拠きよ点てんとして、そのすぐ南を横断しているゴザ川を渡る事が考えられた。このゴザ川はアルコ川から水を引いた農地用の川である。その為ため、水量は決して多くはない。渡ろうと思えば徒歩で渡り切る事も可能だろう。

「だが策が読まれていれば、罠があると考えるのが人間の心理だ。そうするとゴザ川を迂う回かいするルートを取るしかない。そうなれば、こちら側には戦の準備をするための、時間がかなり取れる事になる」

　ゴザ川を避さけるように東へ迂う回かいすると、最終的にゼルビル山の裾すそ野のの森の中を通る事になる。ここは道が狭せまく、多くの兵数を有するリジアであれば、全員を通すのにかなりの時間を要することになる。

「ははぁ、なーるほぉどねー。でもさ、それでも最短ルートで進軍してきたら？」

「その時は、その時」

「うへぇ、なんだい、その行き当たりばったり感」

「一応、その時の作戦も考えてある……というか、その方が作戦通りなんだけどね」

「ん、どゆこと？」

　クロムはそんなファウラの質問には答えず、水門から眼下のリジア軍の様子を眺め見る。するとファウラは続けざまに、質問を重ねた。

「でもさ、だとすると、ここって危なくない？」

　そう、遅かれ早かれリジアがこの水門を閉めるという事は、いずれこの水門に彼らがやってくるという事。このままここにいては危険なのだ。

　クロムはファウラに頷うなずき返し、

「そうだね。それじゃあ、しばらくここを離れよう」

「??　どこ行くの？」

「そうだな、この水門が監かん視しできて敵にも見つからないところ……」

　そう言いながらクロムは、その視線を山の頂いただきに向けた。

「まあ、あのあたりかな」

　新緑から濃こい緑に衣ころも替がえした山々に目を向けたファウラは重々しく溜ため息いきを吐つく。

「うへぇ、また山登りするの？」

　この水門まで登って来るのにもヒィヒィ言っていた彼かの女じよにとって、又またしても山登りをするのはさぞかし辛つらいであろう。とはいえ、いつまでもこの第一水門にとどまっている訳にもいかない。クロムは気さくに笑いかけて、

「さあ、行こうか」

　とファウラを促すと「ふぁい」と気のない返事をしながら彼女も歩き出した。

　まだ煎いり麦をじゃっこじゃっこと食べているリュリュを立たせてモモの背中に乗っけるとクロムたちはその足を山に向けた。

　どちらにしても、暫しばらくこの辺りに潜ひそむ必要がある。後々の事を考えればなおさらだった。今後の段取りをクロムは思い浮かべながら、ふと眼下に広がるリジア軍の進軍の様子を見る。

（おや？）

　その時、クロムはある事に気が付いた。それは大きく三つに分けられていたリジア軍の一軍だけが妙に進軍するのが速いという事であった。

（へぇ、せっかちな人がいるのか……）

　なんとはなしにそう思いながら、クロムはリュリュとファウラを連れ、水門を渡りきると山道に向かい歩みを進めた。




　ナターシアが皇都シオニア北にある第一水門に到着した頃には全すべてが終わっていた。

　この場を守る筈はずの兵たちの姿はなく、水門は閉ざされていた。無論、眼下の裾すそ野のに広がるアルコ川の周辺の対岸にライラたちが率いる兵の姿はない。未いまだにここまで到着していない筈はずはない。

　つまり既すでに川を渡り終えた後という事だ。

　ナターシアは急ぎ、山を下り北側に位置する港町コルシアへと足を向けた。

　シオニア大河に寄り添そうように作られた港町コルシアは既すでにリジア軍の統とう制せい下かに入っていた。街を見回すナターシアの目に、大きな戦せん闘とうがあったようには映らなかった。

（住民も未然に退避していたという事か……）

　そう考えながらナターシアはライラたちの軍へと合流したのだった。

　大量の食料を運搬してきたナターシアを、他の貴族たちは満面の笑えみで迎むかえた。

　するとその中で一人深刻そうな顔をするライラの姿を見つけ、ナターシアは急いで駆けよる。

「ライラ様……」

「ナターシア、任務ご苦労様……」

　ライラの反応を確認しながら、ナターシアは街の様子に目を移す。

「この街での大きな戦闘はなかったのですね？」

　するとライラは小さく頷うなずいた。

「ええ。我々がここに来た時には住民は退避した後。何事もなくコルシアは我々の物になったわ」

　その事実にナターシアは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をした。

「では街には食料などの備び蓄ちくも……？」

　するとライラは小さく頷うなずき返した。

「全て持ち去られていた。こちらにとって使えそうな物は一いつ切さい合がつ財さい持って逃にげた様ね」

「大規模な退避という事は、やはりグラウスタンディア皇家からの勅ちよく命めいという事になりますね」

「そうね。街ごと空っぽにして退避させるなんて、一いつ介かいの町役人たちが出来る裁量を超えているからね」

　そしてライラはナターシアに目を向けながら話を変えた。

「……それにナターシアが今到着したって事は、やっぱり水門を閉めたのはあなたじゃないのね？」

「………はい、私がついた時には……」

「そう……それはマズイわね」

　するとナターシアの後ろに控ひかえていたカレンが首を傾かしげた。

「おばあ様、なにがマズイのでしょうか？」

　彼女がそう言うのも無理はない。現在、リジアの戦略通りに全てが進行している。これを取って状じよう況きようがよくないとは、誰も思ってはいない。しかしもっと重大な問題がある事をナターシアも把は握あくしていた。

「こちらの策が全てグラウスタンディアに筒抜けになっている」

　その言葉にカレンは言葉を詰まらせるようにした。ナターシアは彼女にこの作戦に於おける違い和わ感かんを話してはいなかった。なのでそんな反応をするのも無理からぬことだ。

「ど、どうしてですか？　あちらにバレているのであれば、グラウスタンディアはいろいろ阻止するための方策を打ってくるでしょう？」

「ええ、方策を打ってきている。我々より先に回って、我々がやろうとしていた事を全てグラウスタンディアが実行している」

　カレンはハッとしたように目を見張りそして沈ちん黙もくした。

　グラウスタンディアはこちらが進める駒の流れを完全に把握しているかのように思えた。少なからずここまでは。第一水門の閉へい鎖さ、そして港町コルシアの撤退。全てに先手が打たれている。

　あちらは全てわかっている上で、一切の被害を出さぬように先回りをしたのだ。

　するとライラは気を取り直したように、話を続けた。

「こちらの作戦内容があちらに漏もれているわけではない。それはわかっているわ」

「という事は、グラウスタンディア側にこちらの状況が読まれていると……？」

　するとライラは深刻な顔でコクリと頷うなずき返した。

「おそらくね。進軍の方向や、軍の規き模ぼ、それにこれから来るバハマ強行軍、それらを総合してこちらが何をしようとしているか読んでいる」

「問題はグラウスタンディアにこちらの策を読まれている事ではなく、グラウスタンディアが解わかっているという事をこちらに知らせてきているという事ですね」

　あちらがこちらの方策を読んでいる、という事は在り得る可能性であった。

　しかしそれ以上に厄やつ介かいなのは、それをリジアに対して見せつけてきた事だ。

『こちらはおまえらの考えている事くらい、お見通しだ』――そうアピールしている。それはある意味で最も厄介な事でもあった。どこまでリジアの思おも惑わくが解っているのか、それを計り知ることが出来ない。

　それ故ゆえ、あちらの裏をかく為ために作戦の変更をしてしまうのが人の心理だ。

「――でも、それこそあちらの思う壺つぼね」

　ライラが目を上げると力強くそう言った。その意見にナターシアも賛成であった。

　明らかにグラウスタンディアはこちらの動どう揺ようを誘って、作戦の変更を促うながしている。

　今後の作戦予定。それはバハマ強行軍の到着を待ち合流。後のち、一丸となり南のゴザ川を越こえ、ゼルビル山の山道を抜け、皇都シオニアへ進軍するという事。最短ルートで皇都へ攻め込む作戦。備蓄された食料と資材を運用しながら皇都を陥かん落らくさせるには、この作戦が最も現実的であった。

　そんなこちらの作戦をグラウスタンディアは変えようとしてきている。

　ナターシアはその意図を明確に感じ取っていた。

「……目的は、おそらく戦の準備をするための時間稼かせぎでしょう」

「そうね。数で圧倒的に不利なグラウスタンディアは、リジアを打倒する為ために、策だけでなく様々な仕し掛かけを用意していると思うわ。でも普ふ通つうに考えればわかるけど、それを用意するには時間が足りなすぎる」

「ではバハマ強行軍が合流後、予定通り皇都に向け最短ルート……ゴザ川を越えて進軍をすべきだと」

「そうなるわね」

　ライラとナターシアは確信しながら、今後の進軍のルートを話し合っていく。

　そんな二人を、少し離れた場所でカレンが静かに見つめていた。




　第二皇女ユースティナ・クセルクセスは現在、皇おう宮きゆうに於おいて雑務に追われていた。それというのもクロムから頼まれた事案を通す為ため、ジルバ皇から許きよ諾だくを得なければならなかったからだ。

　クロムから頼まれたのは大型帆船二隻の準備と、それに大量の塩を積み込むことであった。

　元々フルクロ港や皇都シオニアを内包する紅海は豊富なミネラルを含んだ上質な塩の産地である。他国へ、または内陸の領地への輸出品として皇家の財政を支えている。ただそんな塩を大型帆船二隻分用意するとなると、容易な事ではない。

　ラトルグ国などへ輸出すればひと財産稼かせげるほどの量である。

　その為ための書類をユースティナが制作し終えたのは、既すでに日も沈しずんでしまった時分の事だった。皇である父の許諾を得る必要があったがこの時間に謁えつ見けんが許されるかどうか迷う気持ちもあった。それでもこの事案は早く通しておくべきものである事には変わりはない。

　そう思ったユースティナは皇への謁えつ見けんの為ため、自室を出た。

　と、そんな夜の暗がりの廊ろう下かに何者かの気配を察し、ユースティナは歩を止める。

「誰だ？」

　警戒しながら暗がりに向かい問いかける。すると陰かげに隠れていた者は恐る恐るといった足取りで歩み出た。そして篝かがり火びの明かりに幼い少女の姿が映し出される。

「……ユースティナさま」

　それはダカット皇子の娘むすめリリア・クセルクセスだった。第一次リジア戦せん役えき終戦間際に生まれ、今年６歳になる小さな皇女である。

「こんな時間にどうしたのだ？」

　彼女は普ふ段だんから表に出る事をあまり許されていない。それは兄ダカットの方針でもあった。ダカットは娘に然しかるべき教育を受けさせながらも、外的な接せつ触しよくを極きよく端たんに減らすことを理念としていた。それ故ゆえにユースティナとも常つね日ひ頃ごろから顔を合わせる機会は少なかった。

　そんなリリアは口元を一文字に結ぶとユースティナに対し深く礼をした。

「もうしわけありません。外のことがわからぬゆえに、どなたかにたずねようと思っていたのですが、だれもわたしの質問には答えてくれませぬ」

　どうやら皇宮内の物々しい雰ふん囲い気きが気になっている様子である。

　その言葉を聞いてリリアが自分の部屋を抜け出してきたことを察したユースティナは何と言ったものかと少し困った顔をした。するとそれを感じ取ったのかリリアは気まずそうにユースティナの顔を窺うかがう。

「お怒いかりですか？」

　おずおずと問うリリアに、ユースティナは首を横に振った。

「怒おこったりはせぬ。それよりどうしたのだ？　私でよいのならリリアの問いに答えるぞ」

　するとリリアはユースティナに駆け寄り自分のドレスの裾すそを握にぎり目を潤うるませた。

「ユースティナさま。シオニアは……だいじょうぶなのでしょうか？」

　幼い事を差し引いても理知的なリリアは、今皇都シオニアが置かれている状況を彼女なりに理解しているようだった。

　ユースティナは膝ひざを折りしゃがむと、リリアと目線を合わせやさしく彼女の頭を撫なでる。

「心配するでない。我わがグラウスタンディアには、救国の英えい雄ゆうたちがいる」

「……それは、こうこくしちせいですか？」

　その問いにユースティナは少し笑い返した。

「皇国七聖だけではない。多くの将軍や兵たちが皇都を守ろうと奮ふん迅じんしている。彼らは必ずやこの戦いを勝利に導いてくれるだろう」

　しかしリリアはその言葉を聞いても、未だその顔に宿した不安を拭ぬぐえずにいる。

「……でも……リジアのほうが……へいの数は多いのですよね？」

　ユースティナは、ああこの子は賢かしこい子だ、と改めて思った。この歳で、しかも限られた情報から戦況をしっかりと把握している。

「それでも、ユースティナさまは……かてるとおっしゃるんですか？」

　彼女の身の裡うちにある不安を払ふつ拭しよくするのに、おためごかしな嘘うそでは決して通じない。真実を話すしかないだろう。ユースティナはそう思い、真しん剣けんな顔でリリアの目を見つめる。

「ああそうだ。今、グラウスタンディアは未み曽ぞ有うの危機に瀕ひんしている。圧あつ倒とう的てきなリジア兵を前に、単純な戦いでは決して勝つことは出来ない」
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「………では、やっぱり」

　そう言って目に涙なみだを溜ためるリリアの頭を再びやさしく撫なでると、ユースティナはこう口にした。

「それでも私は皇国の兵たちを信じておる」

　するとリリアは解らないと言うように目を瞬まばたかせる。

「………なぜ、ですか？」

「それが人を統すべる者の役目だからだ」

「人を……すべるもの……？」

「たとえ最後の一兵になろうとも、自らの兵を信じ続ける。それが我々皇族のすべき役目なのだ。自らの民を、自らの兵を信じず、人の上には立つことは出来ぬ。結果はその後の事なのだ」

　まだ幼い彼女にその意味が正しく理解できたかは定かではなかった。それでもリリアは力強く頷うなずき返すと、

「わかりましたユースティナさま」

　と目を輝かがやかせた。ユースティナはそんな彼女に小さく笑いかけると、その手を取った。

「部屋まで送ろう。暗がりの廊下で躓つまずいてはいけない」

　この先、グラウスタンディアという国を背せ負おっていく事になるであろう小さな掌てのひらの温かさが伝わってきた。彼女を始めとした多くの幼い者の未来の為ためにも、この戦いを勝たねばならない。ユースティナは心の中で決意を新たにした。

　リリアを部屋まで送り届け、手を振る彼女に笑え顔がおを返すと、ユースティナは再びその足を皇の間へと向けた。手にした書類を皇に手て渡わたさねばならない。即そつ決けつしてもらえる事案ではない故に、出来るだけ早く皇の目に留めておきたい。

　そう思いながら皇の間まで来たユースティナは、中から聞こえた声に息をひそめた。

「何な故ぜです？　何故、皇都の危機に皇族が城に逼ひつ塞そくせねばならないのです!?」

　強く放たれたその声はダカット皇子のものだった。その勢いに、ユースティナは中に入る事が出来なかった。どうやら中ではジルバ皇とダカット皇子が話をしているようだった。

　ユースティナはどうしたものかと考えたが、中から聞こえてくる声の内容に、引き返すことをやめた。

　二人が話している内容は、皇家に伝わる慣ならわしについての事。そしてその慣わしに疑問を持っていたのはユースティナも同じだったからだ。

「皇よ、リジアはこれまでにない軍勢でこの城を落とそうとしております。古い慣かん例れいに従い、皇族が兵たちを鼓こ舞ぶせずに逼ひつ塞そくするなど、もっての外だ」

　声を荒あらげるダカットに、ジルバ皇は低く落ち着いた声で応対する。

「……ダカット。おまえはなにも解ってはいない」

「わかってはいない？　それは父上であろう！　今の戦況を覆くつがえすには、策を弄ろうするだけでは足りない事は明白です！　戦に於おいてその勝敗を分かつのは、兵たちの士気。我々が出て行かずに士気が上がろう筈はずもない！」

　確かに戦に於おいて兵の士気の高さは大きな問題だ。どんなに多くの兵を抱かかえていようと、長い戦いの中で兵たちの士気を保つことが出来るか否いなかが勝敗の分かれ目になる事は歴史が語っている。また、それが出来る者こそが将軍と呼ばれる軍のトップへと上り詰めることが出来る。人を引き付ける求心力。そう言った意味で、皇族が戦場で兵と共に戦うことほど士気を上げる物はない。

　ユースティナはそっとそのやり取りを扉とびらの隙すき間まから覗のぞき見みた。

　ジルバ皇は静かな口調でダカットに語り掛けていた。

「何なに故ゆえ皇族が戦に出る事を禁じられているか、おまえは考えたことがあるか？　皇族は精霊神シオンを守護せねばならない。神をその身に宿した者だけがこのネイレシアを統一する権利を持ち合わせておる。神と同一化した者が死ねるのは、この神を譲じよう渡とした後か、または国が滅ほろび去さり最後の一人となった後にしかない。おまえにその覚かく悟ごがあるのか？」

　するとダカットは僅わずかな沈黙と共に小さく答えた。

「――無論」

　ダカットのはっきりとした返答にジルバ皇は黙もつ考こうするように口を閉じた。そしてギロリとダカットの目を見み据すえ低く呟つぶやく。

「ならば見せてやろう……おまえがいつか、引き継ぐであろうこの呪のろいの姿を」

　ジルバ皇がそう言った瞬しゆん間かん、ユースティナは自らの目に映ったモノに正気を疑った。

　たった一いつ瞬しゆん――ほんの刹せつ那なの間、そこには怪かい物ぶつのような生き物の姿が映ったのだ。

　空くう洞どうのように真っ暗な瞳ひとみ。動物の骸がい骨こつを思わせるような顔。毛に覆おおわれた太く短い脚あし。浮いたあばら骨、長い四本の腕うで。

　その生き物はジルバ皇に纏まとわり憑つくように佇たたずんでいた。

　その怪物のようなモノが目に映りこんだ瞬間、ユースティナは身体と意識が剥はく離りされる感覚を味わった。

　気が付くとユースティナは扉の中を覗のぞく自みずからの姿を真上から見ていた。いったい何が起こったのか一いつ瞬しゆん解わからなかった。漸ようやく認にん識しきしたのは身体と魂たましいが引ひき剥はがされたのではないか、という疑問が頭の中を過よぎってからだった。

　そんなユースティナの視野はどんどん上空へと浮かび上がっていく。身み悶もだえしながら、自らの身体に戻もどろうとするも、それは敵かなわない。

　身体は皇宮の天てん井じようをすり抜ぬけ、屋根を越え、空中へと浮かび上がっていく。

　目に映るのは皇都シオニアの夜景。

　海浜地区を包囲する多くの大型帆はん船せんの船団。

　次し第だいにそれらが豆まめ粒つぶのように小さくなるとグラウスタンディアの領土が見えてくる。それは普段意識しているよりも広大な土地。その殆ほとんどは山脈が埋うめ尽つくしている。

　東側に目を移すとリジア宗旨国家の渺びよう茫ぼうたる砂さ漠ばくと、東西を分ける山脈が目に映った。

　遠くその向こうに見える巨大な都市は法王がいると言われる聖都だろう。

　西にはラトルグの国が見える。北の草原、南の大河を有した国土。

　南にはスクルタビアの険しい山岳地帯がいくつも見える。

　そして内海の中心には誰も辿たどり着つくことが出来ぬと言われるクルモ列島があった。

　それら世界の全ては、今、ユースティナの目の中に映っていた。

　そのネイレシア大陸を取り囲むように、外海は幾いくつもの巨きよ大だいな渦うずが白波を立てている。

　こうして俯ふ瞰かんして見ていると気づき辛づらいが、一つ一つの渦うずの大きさは、皇都シオニアすら簡単に呑のみ込んでしまう程ほどに巨大であった。

　外海へ出ようとした者が誰だれ一人ひとり帰ってこられぬ事がわかる。こんな巨大な高波が常つねに渦うず巻まいていれば、ネイレシア大陸から外洋へ出るなど到とう底ていかなわぬであろう。

　そして外海の向こうには、ネイレシア大陸と外海を取り囲むように巨大な大陸があった。

　ネイレシア大陸の数倍はあるであろう、巨大な大陸。

　――これが神々が約束した豊ほう穣じようの大地……。

　ユースティナは目を見張った。多くの国が挙こぞって手に入れようとする、その大陸は緑にあふれ巨大な河か川せんを有していた。

　そしてその意識はいつの間にかユースティナを新大陸の地表まで運んでいた。どこなのかはわからない。だがここが神々の約束した大地である事は、一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。

　花が咲さき乱みだれ、木々が青々と茂しげり、見たこともない動物が大地を駆けていた。

　この世の楽園を思わせるかのような美しい光景に、ユースティナはただ目を見張った。

　その時、どこからか何者かの声が聞こえてくる。

『この全てをおまえにやろう……ネイレシアの他の神々を滅ぼすことが出来るのなら、この全ての大地をおまえにやる。さあ、来い、我の下へ……』

　その声が聞こえると同時にユースティナの足は前へと踏み出そうとしていた。無意識に引き寄せられるように身体は声の方角へと向かおうとしていたのだ。

　しかしその時、ユースティナの袖そでを何者かが取った。そしてこちらの身体を力強く引き戻す。

　ユースティナは思わずその引き戻した者の顔を確かめるように振り返る。あと少しで、何かの答えに辿り着ける、そう思っていたユースティナは睨にらみ付つけるように、その者の顔を見た。しかしその姿を見てユースティナは再び驚きよう愕がくした。

「……行ってはダメ」

　そう彼女に言ったのは、クロムの妹リュリュであった。

　ただ姿はリュリュであったが身にまとった空気は、ユースティナの知る彼女ではなかった。同じ形をした、何か別の生き物のようにその眼めには映ったのだ。

　それ故ゆえにユースティナは混乱した。

　どうして彼女がこんな所に？　何な故ぜ？　どうして？

　次々に疑問が頭の中に閃ひらめいては消えて行く。しかしユースティナはそれらの言葉を口にすることが出来ず、ただ立ち尽つくしていた。

　そして美しい花々の中に佇むリュリュは、ぼんやりとユースティナを見つめ返すと再び口を開いた。

「おまえは、きっと……神々の輪りん廻ねを断たち切きることが出来る人間だ……故ゆえに神々の輪廻に巻き込まれてはいけない……」

　いったいそれがどういう事なのかユースティナには何一つわからない。

　ただリュリュの姿をした者は、真剣な瞳をユースティナに向ける。

「………其方そなたは」

　そうユースティナが口にしかけたところで、視界は目が眩くらんだように真っ白になった。

　そして気が付くと、ユースティナの魂は皇宮の暗がりの中にあった。

　元の状態に戻ったのだろう。

　その証しよう拠こに視線の先には、雷かみなりにでも打たれたかのようにダカットが仰のけ反ぞり、そしてその場に膝ひざを突つく光景があった。

　再び沈黙が訪おとずれた。

　そして硬こう直ちよくしていたかに見えたダカットは、低く笑い声を漏らした。

「…………ふふふ……ははははっ！　そういうことか！」

　身を起こしながらダカットは皇に向かい挑ちよう戦せん的てきに声を放った。

「世界とはこのようになっていたか！　理解した！　全てを理解した」

　ダカットのその反応を見たユースティナは、彼に何があったのか理解した。

　彼は自分と同じ光景を見たに違ちがいない。だがそれだけではない筈はずだ。

　ダカットは境界を越えたのだ。

　自分がリュリュの姿をした者に引き戻され、越えなかった境界をダカットは越え、そして見たのだろう。それが何であるのか、境界を越えなかったユースティナにはわかる筈はずもない。だがあのリュリュの姿をした者の言葉を信じれば、ダカットは神々の輪廻の中に入ったのだ。そしてそこで彼だけが持ちうる答えを導き出した。

　彼の態度はユースティナの目にはそう映ったのだ。

「ジルバ皇よ、なればこそ！　皇は戦場に行かねばなるまい！」

「……なんだと？」

「我々が戦うべきモノが何であるのか、それがわかって確信した！　ジルバ皇よ、我々は戦場に行かねばならない！　戦場に行かねばネイレシアは永遠に閉ざされたままだ！　この先百年、いや千年と変わらない！　それを確信した！」

　そんなダカットの様子に、ユースティナは自分が想像もつかないような禁きん忌きに触ふれてしまったような気がした。

　それはこの世の真実を垣かい間ま見みてしまったような感覚。しかしそれがいったいなんであるのかまでは判わからない。それでもざらりとした感覚だけが身の裡うちに広がっていく。

　一いつ時ときもこの場にいてはならない。そう思い、ユースティナは急いで自室へと走った。

　ふと先日カウフマンと話したことが脳のう裏りをよぎった。

　この世の者ではない、何か――。

（我々はいったい何と戦っているのだ？　――クロムよ、お主はわかっておるのか？）

　浮かんでは消える不安の種。それを振り払うように、ユースティナは自分のすべきことに没ぼつ頭とうしようとした。







第二章　駒の気持ち







　グラウスタンディア皇都シオニアの皇宮から北側に位置する場所に設けられた調練場。ここは広大な土地に多くの兵を調練する為の施し設せつが完備されている。兵宿舎と厩うまやの向こう側には平地、広こう陵りよう、森があり、あらゆる戦場を想定して調練をすることが出来る場が整っていた。

　フィフニス・マカオンが率いる第１０２連隊には現在、８１４名の兵がいる。

　しかしその兵たちは元リジア海軍の兵である。

　そんな彼らに乗馬の経験はない。そもそもリジア宗旨国家は馬を使った戦闘はしない。

　岩石砂漠の中で馬を飼育することそのものが困難であるためだ。決して馬がいない訳ではないのだが、それはあくまで士官や貴族の乗り物であって、こと海軍であるダグラスは元千人長の位を持つ士官であったからと言って、馬に乗る機会はなかった。

　そんな彼らにフィフニスは笑顔で語りかけた。

「はい、では皆みなさん、これがグラウスタンディアが誇ほこるシオニア駒ごまです」

　溌はつ剌らつとした様子でそう言うフィフニスの真横には、彼女の身長よりもよっぽど大きな栗くり毛げ色いろの馬が鼻息を高らかに控ひかえている。

　兵たちは口々に、

「でかいな……」「……ああ、でかい」

　と怯ひるんだように小声で囁ささやき合う。

　するとフィフニスは気にする様子もなく楽しそうに馬の鼻はな面づらをなでた。

「かわいいですよね？」

　彼女はそう言うのだが、そもそも馬と触れ合ったことのないリジア生まれの兵たちは若じやつ干かんビクビクとその様子を見守っていた。

「今回の作戦で、この１０２連隊は敵の軍勢の隊列を切り崩す役割になります。なので皆さんには騎き馬ば出来るようになってもらうのが目標です。短い期間ですが、頑がん張ばりましょう！」

　ダグラスを始めとした全員が声に出せずに心の中で「ええっ!?」と悲鳴を上げた。

　現在１０２連隊の副隊長を熟こなすことになったダグラスが、フィフニスにそっと進言をする。

「あ、あのフィフニス隊長」

「はい？」

「……俺おれたちリジア人は、馬に乗った事も触れたこともないんだが……」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです。私も３歳までは乗った事ありませんでしたから。皆さんと変わりありませんよ」

（（（かわりあるよ!!）））

　全員の心の悲鳴もどこ吹ふく風かぜ。フィフニスはそれぞれの兵に馬を配分していく。グラウスタンディアの最大の戦力的利点の一つは、豊富な馬を育てる牧まきがある事だ。皇都シオニア近辺だけでも四つの牧場があり、更さらにグラウスタンディア全土から毎年皇都に対し一定数の馬を収めさせている。税収の一つとされる程ほどに馬は重要な存在であったのだ。それ故ゆえ、急きゆう遽きよ用立てられたフィフニスの隊にも全員分の馬が用意されたのだった。

「その馬は皆さんと運命を共にする仲間です。だから怖こわがっちゃダメですよ。馬は親友だと思って下さい」

　そう言いながらフィフニスは手短に馬の乗り方を全員に教えていく。そんな中で硬かたい表情のダグラスに、ルービル・レザンが小声で呟つぶやくように言った。

「おい、これ大丈夫か……？」

　彼かれが心配するのも無理はない。何しろ目の前にいる巨馬は去勢が為なされていなかったからだ。去勢されていない動物は、とにかく気き性しようが荒い。馬に乗った事のないダグラスやルービルでもそれはよく知っていた。

　リジアと言わずラトルグやスクルタビアに於おいても、馬や牛などの動物は必ず去勢する。でなければあまりに危険なのだ。統制のとれた進軍や戦闘を熟こなすには、去勢し従順になった動物でなければ到底使うことは出来ない。リジアでは牛やラクダ、ヤギなどを飼い慣らし放牧をする民たみが多いが、種となる動物以外は基本的に去勢を為なしている。

「なぁ、ダグラス。俺が、馬に蹴けられて死んだら、家族には戦場で槍やりに刺さされて死んだって伝えてくれ。恥はずかしすぎるから」

　小刻みに震ふるえるルービルに、ダグラスは眉まゆを捻ひねって、

「ああ、グラウスタンディアには蹄てい鉄てつという尖とがっていない槍があって、それに刺されたと伝えておこう」

「おまえはどうしてこういう時だけ冗じよう談だんが言えるんだ？」

「別に冗談のつもりはないが？」

　真顔で返すダグラスに、ルービルは真顔で肩かたをすくめた。

　そうして全員に対し馬の扱あつかい方かたが丁てい寧ねいに説明されると、漸ようやく乗馬する事となった。誰だれもがおっかなびっくりと足をかけて鞍くらに乗る。

（……ほう）

　ダグラスは馬上の光景に思わず息を呑のんだ。こんなにも馬の上に乗ると視界が開けるものかと驚おどろきを隠かくせない。そしてフィフニスから教わった通り、手た綱づなを引くと馬はゆるゆると歩みを進めた。

（これは……思ったより揺ゆれるな）

　少し前ぜん傾けい姿勢になりながら、どうにかバランスをとる。と、そこへ乗馬したフィフニスがやって来て横につけた。

「怖がっちゃダメですよ」

「なに？」

　そんな顔をしていた筈はずはないと思いながらも内心動揺した。するとフィフニスはダグラスが乗る馬を見ながら呟つぶくように言った。

「ほら、馬が怖がってます」

　そう言われてダグラスは自分の馬の様子を見た。確かに馬は少し落ち着かない様子で首を横に振っていた。

「怖がると、馬がすぐに気が付くんです。乗ってる人が怖がっていると馬も怖がります。戦場ではそれが一番危険になるんですよ。馬が混乱して、振り落とされたりしちゃいますから」

「そ、そうか……」

　ダグラスは姿勢を整え、出来る限り自分の動揺を隠そうとする。しかし変わらず馬の歩調は安定しない。

　するとそれを見ていたフィフニスがころころと笑った。

「隠しても馬は気付いてしまうんです」

「なんだって？」

「すごく鋭えい敏びんな感性を持った生き物なんですよ、馬って。ほんの少しの動揺も、全部感じ取ってしまいます」

「そんなに感性が優すぐれているのか……」

「ええ、だって自分に置おき換かえたらわかりますよ」

「自分に？」

「自分の背中に知らない人を乗せて歩いていると思って下さい。その背中の人の差さ配はい次第で、自分は危険に晒さらされる可能性がある。馬はそういうのが全部わかってるんです。怖がっている人や、不安を抱えた人を背中に乗せて戦場に行くのは嫌いやでしょ？」

　そう言われてダグラスはなるほどと思った。馬の気持ちになろう、という考え方はなかった。しかし自分がもし馬の立場であれば、やはり怖がっている人間を乗せるのはごめんだ。それはある意味では指揮官のそれに近いと感じた。

　指揮官がビクビクした様子で戦場に立っていれば、付き従したがう兵たちも不安に思い士気が下がる。その感覚に近いのだろう。

　ならば今、馬の上に乗っている一兵卒たちも、皆指揮官の気き概がいを持たねばならない。それを考えると、グラウスタンディアの軍の一兵一兵が強い事にも納なつ得とくが行ったような気がした。それを証明するように、自分たちを率いるフィフニスは指揮官の気概がある。まだ成人をする前の少女であるにも拘かかわらず、彼かの女じよの統とう率そつ力りよくは並外れていると言える。

　そう思いながらダグラスは、フィフニスに正直に腹を割って質問をした。

「じゃあ、一つ聞きたいんだが……」

「はい？」

「どうしたら馬と仲良くなれるんだ？」

　子供のような質問をするダグラスに、羞しゆう恥ちの気持ちはなかった。純じゆん粋すいにいったいどうすればいいのか、それだけが気になっていたのだ。

　するとフィフニスは微笑ほほえみながらこう答えた。

「私がおじい様に教わった時は、ずっと一いつ緒しよにいればいい、と聞きました。実際にそうしてみて、私も馬と仲良くなれた気がします」
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「ずっと一緒に？　それは……？」

「乗馬する時だけではなく、世話をする時も、食事も一緒、寝ねる時も一緒。そうして漸ようやく馬と仲良くなれました」

　そう言った考え方をリジア人はしたことがない。リジアは馬やラクダを道具として認識している。帆はん船せんや輜し重ちよう車しやと仲良くなろうとしない、という事と同じだ。馬と仲良くなろうなどと考えない。あくまで道具なのだ。

（これがスタンディア人の思考と言うものか）

　そう考えながらダグラスは馬の首を撫なでてみる。

　すると馬はブルルと気持ちよさそうにしながら歩を進めた。

「頼たのむぞ、俺の命、おまえに預けるからな」

　ダグラスがそう言うと、馬はコクコクと首を前に振った。それが了りよう解かいしたという意思表示だとは流石さすがに思わない。思わないまでも、ダグラスはなんだかその姿がおかしくて少し笑ってしまった。




　調練を終えたフィフニスは兵舎へと帰き還かんした。ダグラスやルービルたちはまだ少しおっかなびっくりとしながらも、自分の馬の身体を洗い餌えさをやり、そして毛並を整えていた。

　こうした一つ一つが重要なのだ。馬は道具ではなく、友になる事。

　去勢をしない荒あら々あらしい馬と共に戦場を駆かければ、その違いがすぐに分かる。

　機動力も戦闘能力も格段に違うのだ。そんな事を思いながら彼らの馬を世話する様子を見ていると、遠くからケンカをするような声が聞こえてきた。

「まったく、貴様は帰ってきたなら何な故ぜすぐに報告をせんのだ！」

「はあ？　あんたに報告する理由なんてないんですけど？」

　ずんずんと歩きながら怒ったような口調で話しているのはシド・レオナントス将軍だ。そしてその横を歩く女性は将軍であるシドに対して躊ちゆう躇ちよなく悪あく態たいを吐ついている。大人の魅み力りよくあふれる容よう貌ぼうに妖よう艶えんな笑えみを浮うかべるその姿に、フィフニスはそれが誰であるか、すぐに察しが付いた。

　――シェルシュ・ニカノール将軍。

　年ねん齢れいからすればシド将軍とそれほど変わらないらしいが、その容姿は思った以上に若く見える。そんなシェルシュとシドは変わらずケンカ口調で大おお股またに歩いてくる。

「おまえはいつもそうだから気に食わんのだ！」

「別にあんたに気に入ってもらおうなんて思ってませんから！　ってか、この間の海浜地区防衛の報告書見たわよ。何アレ？　なんで上陸許しちゃってんの？」

「うるさい！　あちらが物量戦で広こう範はん囲いに展開してだな……」

「ふっ、あれくらいあたしだったら普通に防ぐけどね」

「なにを！　そう言うおまえこそ、あんな貴族の反乱如ごときに時間をかけおってからに。ワシだったら一日で落としていたわっ！」

「へえ、やれるもんならやってみろこのジジイ！」

「それはこっちのセリフだババア！」

　攻せめのシド、守りのシェルシュ。グラウスタンディアを代表する歴戦の将であり、この国の双そう肩けんの実力を持つ二人であったが、ケンカの仕方はまるで子供のようであった。それでもフィフニスにとって、シェルシュは憧あこがれの将軍である。少しでも話してみたい気持ちがあったので、とりあえず挨あい拶さつだけでもと思い駆け寄った。

「は、初めましてシェルシュ将軍！」

　緊張気味に介かい入にゆうしてきたフィフニスにシェルシュはケンカを止め、キョトンとこちらに目を向けた。

「……んっと、君は？」

「フィフニス・マカオンであります」

　敬けい礼れいしながら名乗るフィフニスに、シェルシュは目を丸くする。

「マカオンって事は……」

「カウフマン将軍のお孫さんじゃ」

　横から注ちゆう釈しやくを入れるようにシドが継つぎ足す。するとシェルシュはポンッと手を打った。

「ああ、なるほど。じいちゃんのね。はいはい、なんかわかる気がする」

「優ゆう秀しゆうじゃぞ、この前の海かい賊ぞく船せん騒さわぎでも活かつ躍やくしたし、海浜地区の防衛でも元リジア兵を使いこなして戦っておった」

　まさか自分の仕事がシド程ほどの人間に認識されているとは思わず、フィフニスは少し照れたように頭を掻かいた。するとシェルシュは腕を組んで目を眇すがめシドを睨にらみ付つける。

「あんた、まさかこんな若い娘こに手出だそうとか考えてんじゃないでしょうね」

「バカかっ！　部下の戦果を把は握あくする事くらいあたりまえじゃろう！」

「はんっ、わかんないわよ。何しろ独身男がこの期ごに及およんで悪あがきするかもしれないじゃない？」

「独身女のおまえには言われたくないわっ！　どうせ隊の若い燕つばめに色目でも使ってるんじゃろうが！」

「安く見ないでくれる？　わざわざ色目なんか使わなくったってね、言いよる男は幾らでもいるわよ！」

「はいはい、冗談がお上手で結構。独身を拗こじらせると話し上手になっていいなぁ」

「あはははははははははははははは！　切り落としてやろうか！」

「おまえなんぞに出来るのか、ああん？」

「やったろうじゃないの！」

「あ、あの、落ち着いてくださいお二人とも！」

　咄とつ嗟さに間に入るフィフニスだったが、どちらも収まる様子はない。

「子供はだまっとれ」「子供はだまってなさい」

　と蚊か帳やの外に追い出される始末。しかし切った張ったと口にしながらも、剣けんを抜かない辺りは流石さすがに二人も弁わきまえているという事だろう。精せい々ぜい胸むなぐらの掴つかみ合あいである。

「あんた今晩の食事おごりなさいよね」

「なんでおまえの愚ぐ痴ちに付き合わされるワシが奢おごらにゃならんのだ」

「いいじゃないの。女っ気のないあんたに付き合ってやるんだから」

「なら精々、ワシに見み抜ぬかれない嘘でも考えておくんだな」

「あのねあのね、皇都に無む駄だに高いけど味が普ふ通つうの店があるのよ。そこおごりなさいよ」

「なんだその踏んだり蹴ったりな店は……」

　二人は変わらぬ喧けん騒そうを立てながら行ってしまう。

　そんな背中をフィフニスはニヤニヤしながら眺ながめていた。

「あれは絶対、二人とも意地っ張りだから言い出せずにあの歳まで行ってしまったけど、本当は大好き、早く告白して来いよ、おまえがしろよ、的な流れですね。ふふ………ふふふ、大好物です」

　フィフニスの脳内でシドとシェルシュの関係が妄想補完されていた。

　そんなフィフニスの下に上官が急いだ様子で駆け寄ってくると口早に、

「おい、ユースティナ様からの呼び出しだぞ。おまえ何かしたのか？」

　と焦あせった様子で声を掛かけてきた。騎き士しの称しよう号ごうがあるとはいえ、一国の姫ひめ君ぎみから直接的な呼び出しなどはそうある事ではない。とはいえ先日の祖父の件を聞かれたりしたことなどを含ふくめ自分には呼び出される理由は幾いくつかあると考えられる。そう思いフィフニスは落ち着いた様子で上官に返した。

「たぶん叱しつ責せきなどではないと思われますが、とにかく行ってきます」

　そう言ってフィフニスは身み支じ度たくを整えると急いで皇おう宮きゆうへと向かった。

　ユースティナの部屋まで来ると、彼女はバルコニーに留とまる大おお鷲わしに餌えさをやっている所であった。

　迎むかえたユースティナ皇女は落ち着いた様子で、フィフニスを椅い子すに座すわる様に促うながす。やはりお咎とがめではなさそうである。そう胸を撫なで下おろしながらも、いつもと変わらず緊張してしまうのは否めない。するとユースティナは少し申し訳なさそうに笑うと話を切りだした。

「すまんな、急に呼び出してしまい」

「い、いえ。とんでもないです。何かご用でしょうか？」

「実はな、お願いしたい任務があるのだ。現在、皇都へのリジア軍の侵しん攻こうに対し、前線へシド、カウフマン、シェルシュ将軍に出てもらうことになるのだが……」

　それは既すでに聞いていた。守りの要かなめとなるゼルビル山の麓ふもとに陣じんを敷しき、４万の兵をそこに駐ちゆう留りゆうさせるのだという。

　おそらく最終的には全兵力をゼルビル山に集中させ、皇都の北に位置する農耕地区への侵攻を阻はばむことになるのだろう。

「そこにフィフニス、君にも行ってもらいたいのだ」

「はい、勿もち論ろんです」

　それは最初から覚悟していた事だった。その為ためにダグラスを始めとした隊員に馬の調練を施ほどこしているのだ。しかしユースティナから次に出た言葉は、そんなフィフニスの思いとは違っていた。

「ただ行くのはフィフニス一人だ。ある任務を負って欲しい」

　その言葉にフィフニスは目をパチクリさせる。

「任務とは？」

「先まずこの手紙をシェルシュ・ニカノール将軍に。フィフニスはそのまま、シェルシュ将軍に付いて欲しい」

「畏かしこまりました。でも……それだけでいいのですか？」

「いや、もう一つある。フィフニスにはこの大鷲も連れて行って欲しいのだ」

　その大鷲にフィフニスは見覚えがあった。ファウラが連れている大鷲のティコだ。

　ティコが出てきたことでユースティナがせんとする事の大おお枠わくをフィフニスは理解した。現在ファウラと共に密命を受けているクロムへの連れん絡らく役やくとするのだろう。そのティコの世話をする事がフィフニスの役目だ。ユースティナは細かくフィフニスに扱い方を説明すると、ティコを受うけ渡わたした。ティコはフィフニスの肩に留まるとまるで置物の様にジッとしている。

「……うっ」

　意外と重い。ファウラはあの小さな身体でけっこうな力持ちなのだと思った。

　おそらく皇女からの話はこれで終わりなのだろうと思い、そのまま下がろうとすると、タイミング悪く侍じ女じよがお茶を持ってくる。こんな時、皇女とどんな世間話をしていいのか解わからず、フィフニスはあたふたしてしまった。するとユースティナはそんな様子を見て笑みを漏もらしながら、

「まあ一いつ杯ぱい飲んで行け。こんな機会だ、いろいろ聞いておきたい事もあるからな」

　と言った。さて皇女が自分などに聞きたいこととは何だろうか、と思いながらフィフニスは思考を巡めぐらす。

　するとユースティナは少し視線を逸そらしながら何気ないような雰ふん囲い気きで話し出した。

「その……クロムの事なのだが……」

　それを聞いてほっこり顔で手をポンと打つフィフニス。

「あ、やっぱりですか」

「や、やっぱりとは何だ!?」

　急にユースティナが焦り出したものだから、思わずフィフニスも焦あせってしまう。

「い、いえ、別に深い意味はありません！　ユースティナ様とクロムが……」

　そこまで言いかけて先日の失敗が頭の中に閃ひらめき、グッと口を噤つぐむ。

「私とクロムが……な、なんなのだ？」

「……ユースティナ様とクロムが………忙いそがしさにかまけて健康を害さないように気を付けて欲しいなあ、と思っただけで！」

　誤ご魔ま化かしてみたもののユースティナはジトッとつっこみたそうな顔でフィフニスを見る。変な汗あせが出たがとりあえず平然を装よそおった。

　するとユースティナはオホンッと咳せき払ばらいをして気を取り直したように話し出した。

「いや、別に何か詮せん索さくしようというわけではない。ただ、クロムは私の従者としていろいろやってもらわねばならないのに、私が彼の事を知らないではやはりよくないからな。だから……その……普ふ段だんのクロムはどんな感じなのかな、と聞きたかっただけだ」

　どこか言い訳じみているようにも聞こえたが、フィフニスにとっては別段なんの問題もない。寧むしろドンと来いと思いながら、皇女の態度ににやけそうになる自分を律りつする。

「ユースティナ様の前と変わりありませんよ。クロムはいつもあんな感じで飄ひよう々ひようとしています。もう少し、皇女の前では緊張感を持つべきですよね」

「そ、そうか」

　ユースティナはどこか安心するように胸を撫なで下ろした。

（やっぱりクロムの事、なんでも知ってたいんだなぁ）

　と思ってしまうとフィフニスの頭の中は急にお花畑が出来上がったかのように、色めき立つ。するとユースティナが何やら険けわしい顔になる。彼女に頭の中の妄想がバレてしまったのかと思いフィフニスは聊いささか焦あせった。だが特に叱しつ責せきする様子もなくユースティナは背筋をピンとして言いい繕つくろうように語りだした。

「いや、５年ぶりに会って、クロムという人間はやはりどこか掴つかみどころがない、と思ったのだ。隠しているわけではなかろうが、見えないことが多い。それ故ゆえ、知りたいと思ってしまう」

「ええ、わかります。私も最近そう思うようになりました」

　特に意識する事無くフィフニスが笑え顔がおでそう言うと、ユースティナは何かビクッとしながら恐る恐る口を開いた。

「フィフニスは……やはりあれなのか？」

　言葉を濁にごすユースティナに、フィフニスは首を傾かしげる。

「あれ、と申しますと？」

「クロムの事を…………」

「？」

　キョトンとするフィフニスの顔を見て、ユースティナは急に我に返ったようにハッとした。

「いや！　なんでもない！　聞かなかったことにしてくれ」

「え？　ええ。皇女がそう仰おつしやるなら……」

　フィフニスは不思議に思いながらユースティナを見る。彼女はこちらに顔を向けることが出来なかったのか、誤魔化すように話を変えた。

「あ、あれだ。クロムの妹というのがおったろう」

「ええ、リュリュちゃんですね」

「私は５年前にそんな妹がいるなんて聞いてなかったからな」

「そう……ですね。私も今回初めて知りました。ただ……彼女……少し気になることがあるんです」

　僅わずかに顔を曇くもらすフィフニス。そんな含ふくんだ口調のフィフニスに、ユースティナが急に好こう奇き心しんを抱いだいたように前のめりになった。

「なんだ、気になる事とは？」

「え、いえ……大したことではないんですけど……」

「構わん、教えてくれ」

　懇こん願がんするユースティナに、フィフニスは数すう瞬しゆん迷いながら徐おもむろに口を開いた。

「リュリュちゃんの首筋の匂においが、クロムと違っていたんですよ」

　真ま面じ目めな顔でそう言うフィフニスに、ユースティナは怪け訝げんに問い返す。

「………どういうことだ？」

「リュリュちゃんが寝ている時に、ちょっと気になって首筋の匂においを嗅かいでみたんです。そしたら……クロムの首筋の匂いと全然違ってて……いえ、女の子ですから違うのは当然なんですけど、なんと言いますか……やはり兄きよう妹だいなどは似た匂いがするのが普通ですし……」

　と話している途と中ちゆうで、ユースティナが遺い憾かんそうな顔つきをしている事に気が付きフィフニスは慌あわてて話を区切った。

「ど、どうかされました？」

　ユースティナは眉み間けんに皺しわを寄せながら額に人差し指をあてた。

「……………いや、いろいろ聞きたいことはあるが、フィフニス」

「はい」

「フィフニスは普段からクロムの首筋の匂いを嗅かいだりしているのか？」

　そう聞かれたフィフニスは首を振って否定した。

「と、とんでもない！　寝ている時にそっと嗅かいだりするだけです！　この前、クロムが皇都に帰ってきた時に、夜中にそっと忍び込んで、ちょっと匂いを嗅いだだけですし！　それにそういう事をしょっちゅうしてたのは５年前ですし！」

「５年前はしょっちゅうやっていたのか？」

「……えっ!?　……ええ、まあ。あ、でも今は殆ほとんどやってません！　たまにです！」

「……た、たまにやってるのか……寝ているクロムに……」

「あ、でも大丈夫ですよ！　今までクロムに気づかれたこともありませんし、ちょっと匂いを嗅いで、落ち着いたらすぐに帰りますし！　それ以上の事は何もしてませんし！」

「………そうか」

「え？　えっ!?　どうしてユースティナ様はちょっと引いてらっしゃるんですか!?」

「………いや、人の性せい癖へきはいろいろあるからのう。深くは突っ込まぬ。しかしフィフニス、おまえも業ごうが深いな………」

「え、ええ!?」

　項うな垂だれるユースティナに、フィフニスは目を白黒させたのだった。




　ナターシアたちがコルシア港に駐留し一週間後の事。リジア陸軍を輸送したゾラ船団のうち１００隻せきが皇都を北上して迂う回かいし、シオニア大河を遡さかのぼりコルシア港へと到とう着ちやくした。彼らにはまだ様々な事をやってもらう必要があったからだ。四分の一はシオニア大河を更に遡さかのぼり、ラヴァダ地区から兵ひよう糧ろうを追加で輸送してもらう。残りの船団には港につけ待機を命じた。

　そうしているうちに、バハマ強行軍がナターシアたちの率いる軍とコルシアにて合流した。予定していた期日の二週間後の事である。シオニア大河の対岸までやってきたバハマ強行軍を、ゾラ船団が輸送し港町コルシアへと運ぶ。

　一番の難関とされていたのが、このシオニア大河を渡る事であった。大量の兵を筏いかだなどに乗せ対岸のコルシアへ運び陥落作戦を決行するにも、やはり地の利はグラウスタンディアにある。しかしこの難所は、陸路でアルコ川から来たゾラ軍によって達成されていた。更に既すでに控ひかえていた船団を使い輸送することで、バハマ強行軍の負担はかなり軽減されたことになる。

　だがしかしそんなバハマ強行軍は、数日前に齎もたらされた報告通りその数を大きく減らしていた。それを率いていたリジア十二貴族の一人ルスタフ・タギーは苦い顔でその詳しよう細さいを語った。

　グラウスタンディア軍は幾いく度どもバハマ強行軍に対し足止めの策を弄ろうしたらしい。そして一番の問題となったのはクコノスの谷に於おける戦闘だったという。そこでの戦いで出た死者が腐ふ乱らんし疫えき病びようがバハマ強行軍の中に蔓まん延えんしたというのだ。

　結果、ここまで駆けつけることが出来た兵数は９万２０００。

　そしてここまで到とう達たつできたリジア十二貴族もルスタフと、アーバス・ガータの二人だけであった。他四人の貴族に関しては、感かん染せんの疑いが大きかった事から帰還させることを選んだとの事。　ナターシアは爪つめを噛かみその内容を聞いていた。恐らくこれもクロム・ジャレットの策に違いない。疫病まで計算に入れていたとしたら、かなり相手は狡こう猾かつだ。

　現在バハマ強行軍９万２０００が加わったことで、皇都シオニアを攻めるリジア軍の総勢は約20万にのぼる。

　一部をこのコルシアに残し、また一部を第一水門に派は遣けんする事になると、最終的には19万での皇都攻めという事になる。

　対するグラウスタンディアは本来12万の兵を抱かかえている。そこへシェルシュの連れてきた兵２万、そしてラヴァダ地区からは１万が皇都入りをしている。という事は単純計算グラウスタンディアには15万の兵がいる事になるだろう。

　おそらく２万から３万の兵は海浜地区に割さかれる。そして皇都中心地に対しても皇宮の守護と皇都の治ち安あん維い持じなどを務める兵が最低でも１万は必要だ。

　そう考えると、このリジア陸軍と直接交戦する事になるグラウスタンディア軍の総勢は、11万から12万程になる。

　兵数に於おいては圧あつ倒とう的てきにリジアが有利である事は火を見るよりも明らかであった。

（だが、侮あなどってはならない。絶対に油断してはならないのだ……）

　ナターシアは固く決意するように自みずからに言い聞かせた。

　ここから先は兵たちに戦闘準備を施ほどこし、臨戦態勢を整えゆっくりと行軍する事になる。

　既すでにここは敵の懐ふところ。いつどこからグラウスタンディアが奇き襲しゆうを掛けてくるか注意しながら進まねばならない。

　強行軍のような速度優先の歩みは兵を危険に晒さらすことになりかねないのだ。

　そうしてリジア軍19万は慎しん重ちような足取りで南進を始めた。

　皇都シオニアまでの最短ルートは真南にあるゴザ川を渡り、ゼルビル山の山道を越こえる事だ。

　ゼルビル山を越えると巨きよ大だいな森を挟はさみ、もうその先は皇都シオニアの農耕地区となる。

　そこまでの進軍が出来れば、こちらはかなり戦闘を優位に進めることが出来る。

　そうして二日後、先頭を行くジン・イテロン率いる軍がまずゴザ川を渡った。

　ゴザ川は農地用に整備された人工の河か川せんである。それ故ゆえ、水深は浅く川かわ幅はばが広い。徒歩で渡ることが可能な川である。

　ジン・イテロンが率いる軍がその川を踏とう破はすると、その先にはナターシアとライラが予想した通りグラウスタンディア軍が控ひかえていた。既すでに臨戦態勢を整えていたジン軍の兵たちは剣を抜き放ち対岸でそれを迎え撃った。

　この広さでなら陣じん形けいを組むには十分である。各１０００人ずつの方ほう陣じんが順次川を渡り、迎え撃つグラウスタンディア軍と衝しよう突とつした。グラウスタンディア軍は最初こそ圧されていたものの、途中から攻こう守しゆを変え、防戦に徹てつする。防戦に入ったグラウスタンディア軍は固かった。

　突き崩し突とつ破ぱすることがどうしても出来ない。

　指揮を振ふるうジン・イテロンにも僅わずかに焦あせりが滲にじんだ。

　すると前衛集団より報告が来る。

「グラウスタンディア軍を率いるのはシェルシュ・ニカノールとの事です！」

　それを聞いてジンは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をした。

　――守りのシェルシュ・ニカノール将軍。

　第一次リジア戦役に於おいても、その防戦に徹てつする戦いは一線を画かくすものがあった。どんな大軍勢が攻め込もうと、必ず守り抜くと言われる戦術。

　それは統制が取れ、よく調練された兵たちが織おり成なす陣形、そして指示系統が綿密である事が理由であった。周りの状じよう況きようを正確に把握しながら、的確かつ迅じん速そくに展開される陣形。

　それは既すでに芸術的ですらあった。

「……ふん、おもしろい。だがその兵数でいつまで守り切れるかな？」

　不敵な笑みを浮かべるジンは広範囲に展開する事のできる地形を確かく認にんすると、すぐさま命令を放った。

「各連隊、左さ翼よく右う翼よくに広がれ！　敵に囲い込みを掛けるぞ！」

　ジンの的確な命令に対し、リジア軍は各連隊がシェルシュの軍を囲い込むように広く陣形を広げていった。




　ゴザ川を渡り切ったリジア軍との干かん戈かが混じり合う最前線から距きよ離りを置いた後方の小高い丘おかの上。シェルシュ・ニカノールは腕うでを組んでその様子を見ながら、次々に指示を出していく。

「左さ翼よく５連隊、更に広範囲展開！　上陸するリジアを足止めしろ！　中央隊、後退しすぎ！　押おし返かえせ！」

　見晴らしのいい位置から状況を見み極きわめ、伝令たちが彼女の命令をすぐさま伝達していく。

　そんなシェルシュ将軍の隣となりにはフィフニスが追つい従じゆうしていた。彼女はシェルシュの的確な指示に、目を丸くし言葉もなくただ状況を見つめていた。その場に於おける、迅じん速そくな判断は将軍職に就つく人間の裁量によるところが大きい。クロムやカウフマンが得意とする、策を練る種類とは全く違ちがうその場にいる者の判断。それがあまりに圧倒的で、リジア軍は川を渡ったある一定の位置より先に進むことが出来ない。リジアとグラウスタンディアの戦う姿が横一線に真まっ直すぐに伸のびているのだ。息を呑のむフィフニスにシェルシュは笑いながら声を掛ける。

「どうだい？　少しは勉強になるかい？」

　フィフニスはドギマギしながら、それに返答した。

「は、はい！　こんなすごい戦闘を目まの当あたりにするのは初めてなので」

「ふふ、まあね。あんた世代はリジア戦役を経験してないだろうからね。いいかい、あんたの爺じいさんも結構な将軍だった。攻守に優れた将軍はそういるもんじゃない」

　祖父の事を褒ほめられたフィフニスは小さく微笑ほほえんだ。

「どうしてもカウフマンの爺さんは、策士としての姿の方が有名になっちまったから皇都ではあまり知られてないかもしれないが、あの人は本当に戦場の事がよくわかっていた。策だけで戦は勝つことが出来ない。本当の戦いはその現場の判断ですぐに状況が変わる。それに対応できるのが将軍職なんだ」

　そう、戦闘が始まってからでは策は練ることが出来ない。

　そう言った意味ではシェルシュやシドと言った将軍たちは現場に生きる人間なのだ。

　するとシェルシュは状況を見守りながら、フィフニスに指示を出す。

「………そろそろだろうね。フィフニス、あの坊ぼつちゃんに連れん絡らくを飛ばして」

　その言葉にフィフニスは「はい！」と返事をすると、肩に乗った大鷲の背中を二度突く。

　それはファウラが飼っている大鷲のティコ。

「行っておいでティコ」

　フィフニスがそう言うとティコは「キュオ」と一鳴きし、羽を広げ空に向かって飛び立つ。

　そしてぐんぐん速度を上げ、北西の方角へと飛んでいった。

　その方角はシオニア大河からの水量を調整する第一水門の方角である。




　最大値の速度で飛ぶティコはゴザ川を越え、田園地帯を越え、あっという間に第一水門に隣接する山の頂いただきへとやって来る。

　そしてその上をグルグルと旋せん回かいすると、飼い主であるファウラの姿を発見した。

　ファウラもティコを発見すると笑みを漏もらして大きく手を振った。

「お、ティコが来たよ！　ティコ、ご苦労さん！」

　と、手にした肉を空に向かって放ほうると、ティコがパクリとそれをキャッチした。

　ティコも器用なものだが、ファウラの肉を投げるコントロールも中々のものだった。

　それを横目で確認したクロムは、了解したように一度頷うなずく。

「よし、それじゃあ出しゆつ陣じんしようか」

　クロムはリジア兵の革かわ製せいの鎧よろいに身を包つつんでいく。

　するとモモを連れたリュリュが無表情ながらも心配そうな声こわ色いろで話しかけてきた。

「大だい丈じよう夫ぶなのかクロム」

「問題ないよ。ここはどうにかできる筈はずだ」

「少し距離が離はなれすぎる気がするのだ」

　クロムはそんなリュリュの頭を撫なでて落ち着かせる。

「途中まで一緒に来ればいい。最終的にはリュリュの力も必要だ」

「……そうか……うん、わかった」

　納得したリュリュの様子にクロムは頷うなずき返すと、自みずからが行くべき方角を見定める。

　その先には大たい挙きよし第一水門を占せん拠きよしたリジア兵たちの姿があった。水門の上だけでも数百人はいるだろう。反対側の山には宿営地が張られ更さらに多くの兵が割かつ拠きよしている。

　クロムはそれを確認すると、山を駆け下りリジア兵たちの中へと入って行った。

　するとリジア兵たちは突とつ然ぜんやって来たクロムに警けい戒かいの色を滲にじませる。

　クロムの顔立ちは山の民特有の彫ほりの深い顔立ちで、土着のリジア人とは肌はだの色も顔の造りも明らかに違う。

　とはいえ近代の西リジアは、スタンディア人やスクルタビア人が流入している為ため、混血の人間も多い。フルクロ港やゾラ港といった人の行き来が多い土地では、純血のリジア人の方が少数派だ。

　実際ここにいるリジア兵の中にも、クロムと同じ系統の面おも立だちをした兵がちらほら従軍している。

　という事は彼かれらがクロムに対し警戒を示すのは他の理由があるという事だ。

　恐らくはリジア側の指揮官の知ち恵え者しやが事前に注意を喚かん起きしたのだろう。なかなか用よう意い周しゆう到とうである。余計な尋じん問もんをされる前に、こちらの要件を伝え、話の流れを掴つかむ必要がある。

　瞬しゆん時じにそう判断したクロムは、リジア側が話しだすよりも前に急ぎ口調で声を張り上げた。

「おい、グラウスタンディアの兵がこの中に紛まぎれているぞ！」

「なに？」

　驚おどろきを露あらわにするリジア兵たち。クロムは矢や継つぎ早ばやに言葉を重ねた。

「おそらく先回りしている筈はずなんだが、怪あやしいやつは来なかったか？」

　すると彼らは一様に首を横に振った。

「いや、まだそう言ったやつは来ていない」

　するとクロムは心底安心した顔で息を吐ついた。

「よかった……先回りできたか」

「どういうことだ？」

「ああ……ナターシア様から伝令で、水門を絶対に開けさせるな死守せよ、と命令を受けたんだ」

　そう言うと兵士長らしき男は未いまだ怪しむ姿勢を崩くずさずに問い返した。

「だったら命令書があるだろう？　それを見せろ」

　クロムは一いつ瞬しゆん、眉まゆを顰ひそめる。

「命令書は……途中でそのグラウスタンディア兵に奪うばわれた。すまん、俺おれが付いていながら、守りきることが出来なかった。頼むぞ、絶対にこの水門を守り切ってくれ」

　嘆たん願がんするようにクロムがそう言うと、兵士長らしき男はその顔を歪ゆがめて笑った。

「安心しろ、どうやらそのグラウスタンディア兵――見つかったようだ」

「………なに？」

「おまえだぁぁぁぁ！　このばぁぁかぁめがぁぁ！」

　言いながらリジア兵は曲刀を抜き放ちクロム目がけて斬り落とす。咄とつ嗟さにクロムは避よけるも、その周りをリジア兵たちが次々に取り囲んでいく。

　クロムは焦あせりを滲にじませながら彼らを静止しようと声を張った。

「おい、待て！　何言ってんだ！　俺はグラウスタンディア兵じゃない！」

　必死でそう言うも、兵士長は怒いかりとも嘲ちよう笑しようともつかない笑みをクロムに向ける。

「おまえのような者が来ることをナターシア様は最初から懸け念ねんしていたのだ！　密書などではやり取りはしていない！　急用の場合は全すべて暗号でなされる！」

　それはリジア兵がクロムに仕し掛かけた罠わなだった。怪しい男に対し、鎌かまをかけたのだ。

　するとクロムは顔を顰しかめながら腰こしにさした山刀を抜き放つ。

「どおりであの兵が何も持っていなかったわけだ」

「……あの兵だと？」

　怪け訝げんな顔をする兵士長に、クロムは苦笑いをしながら山刀を向ける。

「仕方ない！」

　言うと同時にクロムはその包ほう囲い網もうを突破しようと、山刀を振るった。しかし水門の橋の上は両側を大量のリジア兵が犇ひしめき、クロムを逃にがそうとはしない。

　そんなリジア兵たちに向かって山の向こう側から突とつ進しんしてくる影かげがある。

「クロム、助ける！」

　それはモモの背に乗ったリュリュだった。その後ろにはファウラが、

「うひゃうひゃ、はやい、はやい！」

　と楽しそうな様子でリュリュに抱き着いている。

　そして山の傾けい斜しやを降りきると、モモはリジア兵たちに突進し弾はじき飛とばす。突然現れた巨大な山犬に慄おののきながらもリジア兵たちはモモに向かって槍やりを突きだした。

　しかし硬かたいモモの皮ひ膚ふをただの槍では突き通すことは出来ない。かすり傷を負いながらもモモはリジア兵を撥はね除のけ、石造りの欄らん干かんに飛び乗った。そして突き出される槍や剣を器用によけながら、一直線にクロムの下までやって来る。

「いつも助かるよ」

　クロムが気楽な口調でそう言うとリュリュは一いつ切さい表情を変えずに淡たん々たんと返した。

「あたりまえのこと。気にしなくていい」

　言いながらクロムはモモの背に乗る。

「逃がすな！　捕つかまえろ！」

　兵士長が命令を出すが、その瞬しゆん間かんにはモモは欄らん干かんから高々と宙を舞まっていた。そしてモモの巨きよ体たいは水門の下に真っ直ぐに落ちていくと、水みず飛沫しぶきを立てた。

　リジア兵たちは欄らん干かんから弓を番つがえ、浮かび上がって来るのを待つ。しかし兵士長はそんな兵らに別の命令を発した。

「水門を開けろ」

　その言葉に副官らしき男が、焦あせりながら答える。

「し、しかしそのような命令は……」

「貴様、先ほどのグラウスタンディア兵の言葉を聞いていなかったのか？」

「は？」

「奴やつは『絶対に水門を開けるな』と言っていたろう」

「確かに！　つまりグラウスタンディアは水門を開けられるとまずいことに……」

「そのようだ。しかもどうやらナターシア様の放った兵と接せつ触しよくし、その命令を聞き出そうとしていた。恐らくその結果、水門を開けられると、グラウスタンディアは困る事態になるようだ」

「なるほど」

「水を流し込んでやれ。そうすればあの山犬ごと奴らも討とう伐ばつできる」

「畏かしこまりました」

　指示を飛ばすと同時に、兵たちは一いつ斉せいに総力を挙あげて水門をこじ開けた。

　するとシオニア大河を行く大量の水流が、一気にアルコ川へと堰せきを切って流れ込んだ。

　その時、水底にいたクロムたちを乗せたモモは大急ぎで水を掻かき、アルコ川を下っていた。後方からはゴゴゴゴ……と重低音が響き渡る。後方の水が俄にわかに濁にごり始めた。

　クロムが急いで手信号をリュリュに送る。するとコクリと頷いたリュリュはモモの首筋を撫なでる。それによりモモは勢いよく水を掻かき浮ふ上じよう。

　真後ろでは巨大な水門が開き、大量の水が滝たきの様に飛沫しぶきを上げていた。

　俄にわかに川の流れが掻かき乱されるように狂くるいだす。増水した波がすぐさまクロムたちを飲み込もうとしていた。

　モモは激しく水を掻かき急いで岸辺に飛び出す。間かん一いつ髪ぱつのところで、押し寄せる濁だく流りゆうから逃げ出したのだ。

　しかしあっという間に水みず嵩かさは増して行き、モモの足元に押し寄せる。モモは水みず浸びたしの身体も顧かえりみず、全力で駆け出し増水する岸辺から距離を取った。

　クロムはモモの背の上から、激しく飛沫を上げる濁だく流りゆうに目を移した。大量に流れ込んだ水量は途と轍てつもない水圧で川を増水させていた。

　この濁流は通常であればアルコ川を下り最後は海へ流れ出す。しかし第一水門と海へ続く河口の間には第二水門があった。

　そしてその第二水門は現在、クロムたちの手で閉じられていたのだ。

　自おのずと海へ抜ける筈はずの水量は行き場を失い、その矛ほこ先さきは間にあるゴザ川へと向けられる。

　農地に水を引く為ために工事されたゴザ川の水深は浅く横に広い。そこに圧倒的な量の水流が雪崩なだれ込んだのだ。




　既すでに川を渡り切ったリジア軍はシェルシュの率いる軍勢に足止めを食くらい、横に広く展開していた。その後方もやはり同じく、川に対して広こう範はん囲いに展開しシェルシュ軍を囲い込もうとしていた。

　そこへ突とつ如じよ、大量の水流がリジア軍を襲おそったのだ。流れ込んだ大量の水流は、まるで巨大な怪かい物ぶつのようにリジア兵たちを飲み込み、そして対岸を挟んでリジア軍を分断した。

　渡り切ったジンが率いるリジア兵は現在約１万５０００。

　後方に控ひかえるバール、ライラ、ナターシア、アーバス、ルスタフたちが率いる残った軍は17万。その事態にバールは大きく舌打ちをし、ナターシアは顔を歪ゆがめた。

　そして孤こ立りつしたジンの軍はさらに窮きゆう地ちに立たされる。

　シェルシュが率いる軍は、川の水が増水する前に撤てつ退たいの態勢を整え、行動を開始していた。そしてそんなシェルシュ軍と入いれ替かわりにその場に現れたのは攻せめのシド・レオナントスが率いる軍２万。その半数近くが騎き馬ばし、槍と剣けんを構え突進を繰り返す。

　リジア軍は完全に隊列を乱し散ちり散ぢりになってしまった。

「隊列を戻もどせ！　乱すなっ！」

　必死でジンが檄げきを飛ばすも、乱れた隊列は簡単には戻らない。輪をかけて、シドの率いる軍は的確に伍ご長ちよう、十人長、百人長、千人長を狙ねらって潰している。そのおかげで、指示系統は麻ま痺ひ。兵たちはあっという間に討ち取られ、屍しかばねに変えられていく。

　ジン・イテロンは焦あせりながらも馬上から指示を繰り返した。が、そんな彼の前に、鬼き気き迫せまる勢いでシド・レオナントスが突進してきた。

「ジン・イテロン！　その首級、戴いただくっっ！」

　剣を振りかぶりシドが一いつ閃せん――それをすんでのところでジンが受け止める。

　が、その剣圧たるや凄すさまじく、ただの一いち撃げきでジンが持つ曲刀はへし折られた。

「ぬぉお！　おのれ……」

　目を血走らせジンは馬に備えられた予備の曲刀に手を掛ける。

　が、その時にはすでに遅おそかった。

「覚かく悟ごせよっ！」

　返すシドの剣が、ジン・イテロンの首を捉とらえた。

「―――っ！」

　次の瞬間、血ち飛沫しぶきを上げながらジンの首は高々と宙を舞った。

　ジン・イテロン率いるリジア軍２万を、シド・レオナントス、シェルシュ・ニカノール率いる軍４万にて撃げき破は。敵将の首級を上げた瞬間だった。




　増水した水が落ち着いたのを確認したクロムは、第一水門開放後、事前に用意しておいた船を使ってアルコ川を南へ下った。

　流れに乗って下っていく小船ゴンドラの上で、リュリュは真後ろで犬いぬ掻かきをして追って来るモモの様子を注視している。そしてファウラの方は、少し暇ひまそうにしながらティコや小こ鼠ねずみたちに餌えさをやっていた。

　第二水門に到達すると、そこを守る兵たちに合流し水量を調節しながら水門を開放した。

　それらの作業が終わるとクロムたちは再び小船ゴンドラに乗り込み、アルコ川を下った。

　そこから農地へ水を引く為ために作られたエイン川へと入る。エイン川はゴザ川と同じ用途で造られた人工の河か川せんである。この川は農地に水を引くだけでなく、皇都への水の供給源ともなっていた。その為ため、水の流れに乗って船を走らせれば、そのまま皇都まで帰還することが出来る。

　そうして皇都に到着すると、ファウラはシオニアの街に目を輝かがやかせた。

「いやぁ、これでやっとシオニアでゆっくりできるね！」

　確かにファウラにはここの所かなり沢たく山さんの仕事をお願いしてきた。シオニアに帰ってすぐに海浜地区防衛の為ためにユースティナの補ほ佐さをしてもらい、更にその後はクロムと共にずっと駆け回ってきた。皇都の危機的状況ではあるが、それでも彼かの女じよには少なからず羽を伸ばす必要があるのだろう。

「ファウラは少しゆっくりするといいよ」

「え!?　マジで！　じゃあじゃあ、ひっさしぶりに買い物とかしちゃおうかな！」

　目を輝かせながら街の様子に見入るファウラ。だがしかし現在の皇都は、

「………静かだねえ」

　というファウラの感想通り息を潜ひそめたように活気がない。

　当然の事ではあるが現在皇都シオニアは厳戒体制まっただ中である。ファウラが楽しめるような店が看板を出している訳がない。

「う～ん……今は非常事態だからそういう店はやっていないと思うが」

「ですよねぇ……そういう状態かぁ」

　がっくりと肩かたを落とすファウラに、どういったフォローをしていいのか困りながらクロムは頭を掻かいた。だが心配するよりも早くファウラはすぐさま立ち直る。

「まっ、しょうがないから皇おう宮きゆうへ行こう！　そしておいしいものを食べさせてもらおう！」

　見事なファウラの切り替えに、近くにいたリュリュが、

「おー」

　と賛同した。ファウラとリュリュは今回の作戦の功労者である。皇宮もそれなりに持て成してくれるだろう、と思いながらクロムはその足を皇宮へと向けた。

　皇宮へ帰還すると、ゴザ川での戦いの報告が早馬で伝わっていた。

　どうやら、ここまではこちらの思惑通りに進んでくれているらしい。

　あちらはこれでゴザ川を迂回するルートを取るだろう。それに際し、カウフマンに動いてもらうことになる。それが成功すれば、グラウスタンディアにも勝機が見えてくる。

（……あちらがこちらの罠に気づいてくれれば……さて、どう出てくるかな）

　そう思いながら用意された寝しん室しつのソファに横になりクロムはうつらうつらとしだした。

　さすがにここまで立て続けに熟こなした任務に、身体はだいぶ疲つかれていたようだ。瞳ひとみを閉じるとあっという間にクロムは眠ねむりに落ちていった。

　しかしそんなクロムの眠りは一刻（約２時間）もしないうちに破られることになった。

　部屋の中に誰だれかが侵しん入にゆうしてきたのだ。クロムはそれを鋭えい敏びんに察知し薄うす目めを開けて、周りの状況を窺うかがう。ベッドで横になるリュリュは先ほど皇宮の食事をたらふく食べて熟じゆく睡すいしている様子。その下で眠るモモの方は侵しん入にゆう者しやに気付いたのか息を潜めジッとしている。
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　クロムは耳を立て足音を探さぐった。そっと近づいてくる靴くつの音は聞き覚えのあるものだった。クロムはそのまま眠ったふりをして相手の出方を窺うかがう。

　すると侵入してきた者はクロムの前で立ち止まり、息を殺しながらこちらを見下ろしていた。そして暫しばらく様子を見るように佇たたずんでいたかと思うと、その顔をクロムに近づけ、そして首筋のあたりに鼻を突き立てると、

　クンクン――匂いを嗅いだ。

　そこでクロムは漸ようやく目を開け、ぼんやりとした口調で彼女に声を掛かける。

「なにしてんですか、ユースティナ様」

「なぎゃっ！」

　声を掛けた瞬間、クロムの首筋の匂いを嗅いでいたユースティナは顔を真っ赤にしながら、驚くべき跳ちよう躍やく力りよくを発揮して大きく飛び退のいた。

「起きていたのかっ！　こここ、これはだな、クロム！　違うのだ！」

「なにが違うんですか？」

「これはアレであって私の趣しゆ味みとかではないのであって、だからして、こんなことは初めてであって、初犯なのだ！　許せ！」

（初犯って……）

　それはそうだろう。彼女がこんな事をしてきたのは初めてだった。フィフニスがたまにこういう行こう為いをする事があったが、あれは彼女がそういう性癖なのだと諦あきらめていた。さて女の子の間ではこういう行為が流行はやっているのだろうか？

　そんな事を思いながら、クロムはソファから身を起こす。

「しかしどうしたんですかユースティナ様。夜中ですよ」

　顔を真っ赤にしているユースティナが不ふ憫びんだったので、とりあえずこれ以上彼女の行為に言げん及きゆうするのをやめ、話題の矛ほこ先さきを変える。するとユースティナはプイッとそっぽを向いて、腕を組んだ。

「ふん……帰ってきたというから、いつ顔を出だすかと思っていたら、いつまでも来んのでこちらから来たのだ」

「これはこれは、まさか眠らずに待っていてくれたんですか？」

「ち、違う！　別に待っていたわけではない！」

　ユースティナの方は再び火が付いたように慌てだす。それでもそんな彼女の様子にクロムはほっこりとしながら、謝罪をして話の続きを促うながした。

「そうですか失礼しました。夜分だったので夜が明けてからと考えていたもので」

「そんな遠えん慮りよはいらん。帰ったらまず私の下に来るのだ」

「畏かしこまりました。ところでなにかご用ですか？」

　するとユースティナは気を取り直したように息を吐ついた。

「うむ……とりあえず経過を確認しておこうかと思ってな」

「そうですね。僕ぼくが担当するところはとりあえず問題なく、と言ったところでしょうか。問題はこの先です。カウフマンさんにお願いした策が見破られるか、見破られないか、これが一番の問題でしょう」

「そうだな……正直私なら気づくことは出来ないかもしれん。リジアの智ち将しように賭かけるというところか……」

「はい。ところでユースティナ様の方はどうですか？」

　するとユースティナは先さき程ほどとは打って変わり自信に満ちた表情をする。

「こちらは問題ない。司し令れい塔とうの建設は最初から丘であった場所を使って建設しておる。森の方もギリギリにはなりそうだが、クロムの言った通りの物が出来る筈はずだ」

「それが無む駄だにならない事を祈いのるより他ないですね」

「リジアが我々の敷しいた戦場へ流れ込んでくるか……それが問題だ」

「それもこれも、カウフマンさんの演技次第ですね」

　お互たがいの現状報告を終えたところで、ふと会話が止まった。するとユースティナはどこか不安げに顔を俯うつむかせ目を泳がせる。何か言うべきか迷っているようだ。

「どうしたんですか、ユースティナ様？」

　そう問いかけるとユースティナは徐おもむろにリュリュを一いち瞥べつし、

「ん………いや………」

　と、言いい淀よどむ。クロムは首を傾かしげながらも促うながすようにやさしく語りかけた。

「なんでも言って下さい。僕はあなたが掲かかげた御み旗はたが折れないようにする責任がある。ユースティナ様が不安に思う事を取り除のぞくことが僕の仕事です。どんなことを聞いても、必ず力になれるように尽じん力りよくしますよ」

　するとユースティナは少しだけ緊きん張ちようを解き、そして小さくそれを口にした。

「……こんなことを申しても、訳が解わからぬかもしれぬ――」

「構いませんよ」

　するとユースティナはクロムの目をジッと見つめ口元を強く結んだ。

　その瞳には不安と焦しよう燥そうが満みち溢あふれ、何かに迷う少女の虚うつろな光が灯ともっていた。

　そして彼女は意を決したようにゆっくりとその言葉を口にした。

「―――我々はなにと戦っているのだろう？」

　その質問にクロムは小さく息を吸った。直感的に彼女が放った言葉の意味を理解したからに他ならない。

　ユースティナはある事に気づき始めている。

　それはネイレシア大陸という土地に関かかわるある事象について。そしてこの世界を統すべるある者について。

　一体どこから言葉にするべきか、言いあぐねるようにクロムは息を呑のんだ。

「……ユースティナ様。それは………」

　そう言いかけたクロムの言葉は、突然思いもよらぬ方向から遮さえぎられた。

「おまえはそのままでいい」

　クロムとユースティナは同時にそちらを振り向いた。

　そこにはリュリュがベッドから身を起こしジッとこちらを見つめていた。

　瞬時にクロムは目の前のリュリュがいつもの彼女ではない事を察した。

　彼女の瞳は水み鏡かがみの様に静かに二人の姿を映す。同時にその奥おくには青い煉れん獄ごくの炎ほのおの様な揺ゆらめきを湛たたえ、相あい反はんする要素が反発する事無く調和をもって聳そびえ立っているかのようであった。

　リュリュはその瞳をゆっくりとユースティナに向ける。

「皇の子よ。おまえはまだ知らなくていい」

　見つめられたユースティナが小さく息を呑む音が聞こえた。

「おまえは、あの時、私を引き戻した者だな？」

「左さ様よう……おまえがその真実に触ふれれば、もう元に戻っては来られぬ。神々どもの傀かい儡らいとして生き、豊ほう穣じようの大地に取とり憑つかれて一生を終えようというのならそれでも構わん」

「………ならば、おまえは私を救ったというのか？」

　その問いにリュリュは少し間を置いて答えた。

「あの行為が救いであったとは思わん。神の意志に身を委ゆだねて生きるのは、それはそれで幸せな事だ。私はそれを否定はしない。ただ少なくとも――おまえの掲かかげる御み旗はたは救ったと思っている」

　その答えにユースティナは黙り込んでしまった。

　それを目にしたリュリュは小さく頷うなずく。

「人の子の王として生きる道をおまえは掲かかげた。だが神の子の王として生きるのなら、止めはせぬ。二度目におまえが踏み込んだ時、私はおまえを助けられるか解らぬ。その時は、自らの意志で道を決めよ。私が言えるのはここまでだ」

　そう言ったリュリュは突然まるで糸が切れたかのように、ふわりとベッドに倒たおれこむ。

　そしてそのまま瞳を閉じ再び寝ね息いきを立て始めた。

　ユースティナとクロムの間に沈ちん黙もくが垂たれ込こめる。

　今しがた耳じ目もくにした事に、言葉が見つからなかったからだ。

　そうして幾いく何ばくかの沈黙の後、ユースティナは唇くちびるを小さく震ふるわせながら動かした。

「―――クロム………私は………間ま違ちがっているのか？」

　確認するように呟つぶやく彼女の言葉には、僅わずかな怯おびえがあった。未知に対する人としての本能的な恐きよう怖ふ。解らぬが故ゆえの恐おそれと慄おののき。

　彼女がそれに触れ、それに恐怖することを誰も責めることは出来ない。リュリュが口にした言葉は、神への反逆を意味していたからだ。

　ユースティナの掲げる御み旗はたは、神の意志を否定するという事なのだと、リュリュは口にしたのだ。

　それまでグラウスタンディアを守り臣民を守護し続けた精霊神シオン。その加護が得られないという事に彼女が慄おののかないのであれば、それは最初から彼女が神を信じない者であった証しよう拠こだ。しかしユースティナの態度を見れば、それがどうであったかは一いち目もく瞭りよう然ぜんと言える。

　クロムにとって宗教はただの言葉と概がい念ねんに過ぎない存在であったが、彼女にとっては違うのだ。

　――やはり信しん仰こうは文化だ。それを変える事は簡単には出来ない。

　改めてそう思い直しクロムはユースティナに向かう。そして今自分が彼女に話すことができる最小限の真実を告げた。

「あなたが掲げた理想とは、世界に残った神々を、本来の姿に戻すための行為です。それは反逆ではない。それだけは僕が保証します」

　ユースティナはその言葉を聞くと、困った顔のまま薄うすく笑ってみせた。

「クロムの言う事は……難しいな」

「そうですか？」

「謎なぞかけのようだ。ただ―――少し……落ち着いたような気がする……わからぬことだらけだがな……」

　気き張ばってそう言って見せる彼女に、クロムは少なからず心が咎とがめた。




　ゼルビル山北の麓ふもとまで後退したシド将軍とシェルシュ将軍は、捕とらえた捕ほ虜りよを連れカウフマン・マカオンと合流した。

　カウフマンは捕虜たちの中から将校、そして千人長格の者17名を選ぶと彼らの縄なわを解き、そして食事と酒を振ふる舞まった。リジア将校たちは一様に困こん惑わくした態度を取ったが、カウフマンはそんな彼らににっこり笑いかけた。

「心配するな、毒を盛ったりはしておらん。ワシは君らにお願いがあってきたのだ」

　そう言うとカウフマンはその場にいる将校たちの顔を一人一人見る。

「実はのう、おまえさんたちの中で、ワシらに力を貸してくれる者はいないかと思ってな」

　その言葉にリジアの将校たちは一様に顔を顰しかめた。つまりは仲間を裏切ってグラウスタンディアに付け、とカウフマンは言っているからだ。

「さあ、我々と共に戦ってくれるという者は、食事に手を付けてくれ」

　カウフマンはそう言うと彼らの反応を待つように口を閉じた。

　リジア将校たちは皆みな顔を見合わせた。そして困惑したままどうすることもできずに立ち尽つくす。するとその中の一人が前に歩み出た。

　そして出された酒の入った盃さかずきを手に取ると、一気に飲み干した。

「いいでしょう、グラウスタンディアに下ります。このままここであんたらの申し入れを受けなきゃ、俺たちは縛しばり首くびか何かで殺されるだけでしょう？」

　その質問にカウフマンは答えずただニコニコとしているだけであった。するとその男に釣つられるように数人がその後に続いて盃を取った。

　しかしそれとは逆に、先ほどから顰しかめっ面つらのまま動こうとしない者たちもいた。彼らの中でも階級が上であろう者が、総意を代弁するように口を開いた。

「我々もこのまま殺されるのはごめんです。だが、私の一存で決めることは出来ない。中にはグラウスタンディアに下る事をよしとしない者もいるでしょう。なので時間をいただきたい」

　するとカウフマンは顔から笑え顔がおを消し、その将校を眇すがめ見る。

「今――決めていただきたい」

　ゾッとする程ほどの威圧感であった。嘗かつてグラウスタンディアの大軍勢を率いた将軍であり、そして国の全てを支えるとまで言われた軍師。その男が放つ気き迫はくはリジア人だけでなく、同席したシドとシェルシュすら口を挟はさめぬ程ほどのものであった。盃を取った者たちは手を止め、意見した将校は顔を青ざめさせた。しかしそれでも将校は一瞬目を瞑つぶり、自らの考えを整理するような間を置いて再びカウフマンを見る。

「………やはり、すぐには判断がつきません。どうか、考慮の時間をいただきたい」

　最終的にその場に集められた将校の内、半分に当たる８人がグラウスタンディアに下る事を了りよう承しようした。そして残り半分――カウフマンに意見を申し入れた者も含ふくめた９人は再び縄を打たれることになったのだった。彼らはそのまま、兵たちに連れられ、捕虜たちの下に返される。そうして寝ね返がえったリジア将校たちに、カウフマンは酒と食事を振舞い、そして今後の作戦を話した。

「お主らには、このシド・レオナントスに追つい従じゆうしてもらいたい」

　すると無言で酒を呑むシドは彼らをギロリと睨にらみ付つけるように見た。彼らはおびえた様子を隠かくしながら頷うなずき返す。

「これよりリジア軍はゴザ川を迂う回かいしてこのゼルビル山の谷間を越こえるつもりじゃろう。我々の策としては、このゼルビル山が最後の守りの砦とりでともなる。この山を抜ぬけられると、もう皇都シオニアは目と鼻の先。しかも農耕地区がある事をとっても、リジアの大規模な陣じん形けいを展開するには打ってつけの地になる。ここまで進まれると我々はもう打つ手がない。そこで、お主らには先さき駆がけとしてシドと共に、リジア軍がゼルビル山に入る前に奇き襲しゆうをかけて欲ほしいのだ」

　その言葉に彼らは一様に顔を青くした。シドの軍は実際に強い。それは戦った彼らが一番よくわかっている。だからと言って進軍してくるのはリジア軍17万。

　数を考えればわかる事だが、それを相手にしたら一たまりもない。

　するとそんな彼らの顔を見てカウフマンは優ゆう雅がに笑って見せる。

「心配するでない。それ程ほど無む茶ちやな事を要求しているのではない。其方そなたらが十分な働きをしてくれるかどうか、それを見たいだけなのじゃ」

　カウフマンの話した内容をリジアの将校たちは正しく理解した。

　それはグラウスタンディアの為ために死んでくれと言っていたのだ。それでも無事生き残れば、それなりの待たい遇ぐうは保証してくれるだろう。しかしおそらく帰き還かんは不可能だ。自分たちは戦せん闘とうの矢や面おもてに立ち、引き付け役として討ち取られる。その間にグラウスタンディア軍はリジア軍に対し優位な陣じんを張り、攻こう撃げきを仕掛けるのだろう。

　呑のんでいた酒が一気に抜けていくのを全員が感じた。

　全てを言い終えたカウフマンはそのまま席を立って消えて行った。




　シドが率いる隊がゼルビル山の麓を出たのは翌日の事である。

　が、しかしその進行はあまり芳かんばしくはなかった。一日で大した距きよ離りも進まず、その日のうちにシドの率いる隊は森の手前で宿営地を張り煮に炊たきを始めてしまった。明日からこの森林の中に入っていくのだろう。

　ゴザ川の下流、つまり東側は針葉樹が生おい茂しげっている。街かい道どうがあるとはいえ、大軍を率いてここから先に進むことが困難である事は明白であった。それ故ゆえ、ここが最後の安心して寝ね泊とまりが出来る宿営地と言えた。

　そんな中でリジア将校であり、現在はグラウスタンディアの百人長の位に就いた者たちが周りの目を憚はばかりながら声を潜ひそめた。

「おい、俺たち……このまま死んでいいのか？」

　誰もが同じことを思っていた。人事配置を見て、悪い予感は確信へと変わっていた。するとリジア将校の男はさらに声を潜め、彼らに耳打ちをする。

「……逃げよう」

　その言葉に全員が息を呑んだ。

「し、しかし部下たちはどうする？」

「見捨てるしかない。少なくとも我々だけで脱だつ走そうし、リジア軍に帰還するんだ。俺たちはカウフマンの策を知っている。これを土産みやげにすれば、悪い扱あつかいは受けない」

　全員が唇くちびるを噛かみ、黙もつ考こうしていた。男はさらにあおる様に続ける。

「いや、それどころか英えい雄ゆうだ！　わかるか？　敵の情報ほど重要なものはない！　俺たちは敗残兵ではなく、英雄になれるんだ？　判わからないのか？」

　リジア人たちの目つきが一斉に変わった。そう、彼らは捕虜の汚お名めいまで着た敗残兵。のこのこ帰っても、不ふ遇ぐうな扱いは当たり前。しかしこの情報を持ちかえれば、間違いなく褒ほう賞しようを得るだけでなく、昇しよう格かくすらも在あり得うる話だった。全員の意志はもう決まっていた。

　彼らは酒を呑んでいるふりをして夜が更ふけるのを待った。泥でい酔すいし眠りに就ついている姿を装よそおうと、巡じゆん回かいの見張りの兵たちは苦笑いをして去って行った。自分たちに対する警けい戒かいは薄い。

　その期をみて、リジアの将校たちは夜や陰いんに紛れた。宿営地は森に隣接している。森に入ってしまえばこちらのもの。それでも彼らグラウスタンディア人にとって自らの土地であろうこの森で気を抜くことは出来ない。細心の注意を払はらって彼らは森からゴザ川に出た。川沿いに進んでいけば、いずれ迂う回かいしてやって来るリジア軍に合流できるだろう。その考えが正解であった事に彼らは五日後に気づく。彼らの目指す先にリジア軍の隊列が見えたのだ。




　ナターシアはその報告を聞き、すぐさま他ほかの十二貴族たちの下へ向かった。既すでに顔を揃そろえていたライラ、バール、ルスタフ、アーバスの前には８人の将校が膝ひざを折っていた。

　彼らはジン・イテロンが率いる軍にいた将校たちだ。生きていたという事は、グラウスタンディア軍に一度は捕らえられ捕虜となったのだろう。

　彼かれらが言うにはカウフマンは現在ゼルビル山北の麓ふもとに陣を敷き、全勢力をその場に展開して迎むかえ撃うつ準備をしているとの事。彼らはその情報を聞き、脱走して来たという。

　一連の情報を聞き終えると、バールが不敵に笑って見せる。

「ふん、なるほどな。まあ、どこに陣を敷いていようが知ったこっちゃねえ。俺たちの軍勢でひねりつぶしてやろう」

　するとルスタフがそれに異を唱える。

「待ちなされ。そう急ぐな。何しろあちらはこちらと比べても人数が圧あつ倒とう的てきに少ない。もしそこにすべての兵を投入しているのなら、それを避けるのも策だろう」

「ああ？　爺じいさん、なに言ってんだ？　そんな事言ったって、ゼルビル山の裾すそ野のを抜けなきゃ皇都にゃ行けねえぜ」

「いや、それ以外の道がある。よいか………」

　そう言ってルスタフはシオニア周辺の地図を広げる。

「ゼルビル山の東、この辺りの山は比ひ較かく的てき他ほかと比べても低い山じゃ。踏とう破は出来ない事はない。なので、先まず我々の軍を主力と補助に二分する。補助軍はこのまま進軍しゼルビル山西でカウフマン率ひきいるグラウスタンディア軍を引き付ける為ために交戦。そして主力軍がゼルビル山東の山やま越ごえをし、手薄となっている皇都シオニアを落としにかかる。これが最善であろう」

「はあ？　山やま越ごえかよ？　おい、ライラ殿どの、ナターシア、なんか言ってやってくれよ」

　話を振ふられたライラは眉を少し顰ひそめ、地図を眺ながめながら沈黙した。

　するとバールが焦あせったようにまくしたてた。

「おい、なんだよ？　戦闘は避さけるってか？」

　するとライラがそれに答えた。

「違ちがうわ、おそらく確実に戦闘はある。ただ大きな問題があるの」

　深刻な彼女の顔に全員が目を見張った。彼女は頭の中を整理するように、ゆっくりと息を吸うと静かにこう言った。

「――おそらくこの将校たちはカウフマンから誤情報を刷り込まれている」

　その事実に十二貴族は勿もち論ろん、それを後ろで聞いていた将校たちも驚きよう愕がくした。そんな中、将校の一人が取とり繕つくろうように、弁べん明めいをする。

「ま、待ってくださいライラ様！　この情報はカウフマンから聞いた物です！　奴が口にした事なんです！　間違いありません！」

　するとライラは目に僅わずかに怒りの炎を灯ともし、将校に向き直った。

「ではあなたたちは、その情報をどこでどうやって聞いたのかしら？」

　すると将校たちはしどろもどろになりながら弁明するように話し出した。

「いえ……ですから、偶ぐう然ぜんといいますか」

「そ、そう、あれです！　奴らのテントの近くに潜ひそんで聞いてきました！　なあ！」

「ああ、そうだ！　脱走して、奴らが会議しているのを盗ぬすみ聞ぎきしたんです！」

　そう言い繕つくろう将校たちにライラは叫さけぶように声を荒あらげた。

「カウフマンはあなたたちに盗み聞きされる程ほど、迂う闊かつな人間ではないっ！」

　その恫どう喝かつに将校たちは怯おびえたように縮ちぢこまり声を失った。

「カウフマンはあなたたちに意図的に聞かせた筈はずよ。すぐに裏切る者を選別してね」

　そのライラの言葉にアーバスが口を挟はさんだ。

「おい、ばあさん。選別って何だ？」

「簡単よ。カウフマンは彼らにこう言った筈はず。『リジアを裏切って我々に付け』。そしてそれに靡なびいた者がこの８人。母国を躊ちゆう躇ちよなく裏切る者がグラウスタンディアを裏切らない訳がない。それを解っていて、カウフマンは彼らに作戦を聞かせたの。脱走することを前ぜん提ていに」

　ライラの言葉を理解したナターシアは貴族たちの前に出る。

「彼らに確かめれば確実でしょう」

　言いながらナターシアは、逃にげてきた将校たちに目を移した。彼らは一様にすくみ上がったように小刻みに震えている。何な故ぜならナターシアの瞳は氷のように冷え切っていたからだ。

「おまえたち、カウフマンから今の情報をどうやって聞いた？」

　将校たちの顔はどんどん青くなっていく。誰だれ一人ひとりとして口を開こうとしない。それを感じ取ったナターシアは腰こしに差した曲刀を引き抜くと、躊ちゆう躇ちよなく一人の鼻を削そぎ落おとした。

「ぎゃああああああ！」

　顔を抱かかえ転げまわる将校にナターシアは一いつ切さい表情変えず、再び問い返す。

「おまえたちはどうやってカウフマンからその情報を聞いた？」

　しかし恐怖に固まった将校たちは、答えるのに戸と惑まどって口元を戦慄わななかせた。するとナターシアは更さらにその隣となりにいる者の鼻を削そぐ。

「即そく答とうしろ。でなければ、もう少し痛い目に遭あってもらうが？」

　将校たちはガタガタと震えながら口々に答えた。

　カウフマンから勧かん誘ゆうされた事。それに乗じた事。

　そして最前に送られると解って逃げ出したこと。部下たちを置いてきた事。

　全すべてを語り終えた時には、彼らの前には怒いかりを漲みなぎらせたバールが立ちはだかっていた。

「そうか、貴様ら、自軍を裏切っただけならいざ知らず、部下を捨て、カウフマンに踊おどらされ我々に誤情報まで刷り込むところであったか。大たい儀ぎだったな」

　たっぷり皮肉を込めた言い方で笑いを浮うかべたバールは、片手で将校の一人を捻ひねり上げると、テントの外に向かって投げ飛ばした。

「おまえらも表に出ろ！　全員見せしめに兵たちの前で首を刎はねてくれる！」

　震え上がる将校たちは、バールの勢いに逆らいきれず表に並ばされ兵たちの前に晒さらされた。そしてバールは皆が見ている前で軍紀違反の罪状を述のべると、並んだ将校たちの首を躊ちゆう躇ちよなく刎はねていった。

　軍という集団を統制するのに一番有効なのは恐怖だ。裏切り、敵に踊らされ、その上仲間たちに大きな損害を齎もたらそうとした者の末まつ路ろは悲ひ惨さんなものだ。

　彼らは浅はかな目の前の欲に負け、まんまと踊らされ、そして粛しゆく清せいされた。

　バールが再びテントに戻ると話の続きが為なされる。

「話を整理しよう。あやつらが持ってきた情報が嘘うそだったとなると、カウフマンはなにを狙っている？」

　するとその質問に対しライラが冷静な口調で答えた。

「我々の兵の分断でしょうね」

　一丸となったリジアの兵数は現在17万。十二貴族の一人ジン・イテロンが討うたれたとはいえ、未いまだ強大な勢力を誇ほこっているのは事実だった。

「リジアより人数が少ないグラウスタンディアは我が軍を分断し、少数になった所を叩たたこうとしている。ジン殿を討った時と同じようにね」

　だとすればやるべき事は一つ。このまま素そ知しらぬ顔でゼルビル山に向かい進軍すべきである。そうすれば兵を疲ひ弊へいさせることなく、時間も掛けずに皇都シオニアまで到とう達たつできる。

　リジア軍の勝利は確定したようなものだ。

「……なるほど、言われてみれば確かにその通りだ」

「だから我々はこのまま全軍を以もつて進軍すべきでしょう。軍を分けず、予定通りゼルビル山を抜けます」

　リジア十二貴族たちはそのライラの言葉に異を唱えはしなかった。

　ライラが気が付かなければ、確実にリジアは兵数を削けずられていたことになる。

　その事実にバールもルスタフも薄うつすらと嫌いやな汗あせをかいていた。グラウスタンディアの頭脳であるカウフマンはそこまで計算をし、敵兵まで使い行動に出ていたのだ。

　誤情報による撹かく乱らんは常じよう套とう手しゆ段だんであるが、その情報をうまく敵に刷り込むのは至し難なんの業わざだ。

　脱だつ走そう兵へいが持ってきた情報なら、間違いなく皆信じるだろう。ライラの様に幾いく度どもカウフマンと干かん戈かを交えた人間でなければ決して気付く事はない。

　だがそれを聞きながらナターシアは薄うすく唇くちびるを噛んだ。

（……何かが……何かがおかしい）

　ナターシアの中で直感に近い感覚が閃ひらめく。危機に対する本能的な直感。

　しかし彼女はそれに頼たよるだけではなかった。頭の中を冷静にし、順番に情報を整理していく。この感覚の理由を紐ひも解といていく。

　脳のう裏りに駆かけ巡めぐるのは、カウフマンの情報。そして対するライラの情報。

　幾いくつもの情報は可能性を紡つむぎだし、それは最後に確信へと変わった。

　ライラとカウフマンを知り、そしてこちらの隠おん密みつ行動にすら気が付いた男の事を考えると、それは十分に在あり得うる可能性だった。

「よろしいでしょうか？」

　口を出したナターシアに、全員が振り向く。

「………ここまでがグラウスタンディアの策だとしたら？」

　するとバールが眉み間けんに皺しわを寄せ怪け訝げんな顔をした。

「どういう事だ？」

　ナターシアはその問いに対し、ゆっくりと口を開いた。

「ライラ様がカウフマンの策に気が付く、という所までグラウスタンディアが計算していたとしたら？」

　その言葉に全員が、大きく口を開けた。

「カウフマンはライラ様の頭脳がどれほどか知っています。それ故ゆえ、この事に気が付き、そのまま進軍する――いや、そのまま侵しん攻こうさせる。それが目的であったとしたら？」

　するとルスタフが怒おこったようにそれを断ち切った。

「あり得ん！　そんな二重の罠わなを仕し掛かけるなど、賭けのようなものではないか！」

「はい。たしかにこれは賭けのように見えます。ただ、第一次リジア戦役でカウフマンとライラ様は幾度も戦っております。ライラ様の軍はいつもカウフマンの奇き策さくを見み抜ぬき、最善の戦いをしてきた。それを近くで見て知っている者がグラウスタンディアにはいます」

「まさかそれは……」

「クロム・ジャレットです」

　先日のクコノス会談で弁べん舌ぜつを振るったクロム。あの姿をリジア十二貴族は皆、苦々しく見ていた。あの男は頭が切れる。それも尋じん常じようではないくらいに。相手の性格や心の動きを見抜き自分のペースに持ち込んでいくことが出来る。それを考えれば、確かにライラがこの事に気付く事も計算していた可能性がある。

「だからこれは賭けなどではありません。クロムはライラ様がどれ程ほどの頭脳を持っているか熟知し、わざとライラ様に気付くようにこの罠を仕掛けたのではないでしょうか？」

「つまりこのまま全軍でゼルビル山に進軍すれば……」

「おそらく大がかりな罠が仕掛けてある可能性があります」

「しかし、だったら最初から何もしなければよいではないか？　何もなければ、我々は何事もなく全軍がゼルビル山に向けて進軍していた筈はずだぞ？」

「そこです。グラウスタンディアは我々より先に水門を閉め、コルシア港を引き上げ、そしてゴザ川でジン殿を討ちました。次々に先回りをして我々の作戦意図を知っていると喧けん伝でんするかのように動いてきた。そのグラウスタンディアがそれ以後、何もせずにゼルビル山で待ち構えていたのなら、我々はどう行動しますか？」

「……何もないことに疑ぎ心しん暗あん鬼きになり、危険と勘かん違ちがいし勝手に軍を二つに分ける……か？」

「そうです。どちらにしても我々は軍を分断していた筈はずなんです。つまりグラウスタンディアの目的は我々を一ひと塊かたまりにさせ、優位な土地へ誘い込むという事なんです」

　誰も言葉を発することが出来なかった。

　ライラが気付く事まで計算に入れるなど誰も考えはしなかったからだ。

　ライラはただ息を吐つき、小さく首しゆ肯こうした。

「ナターシアのいう事に異論はないわ。分断させない事には大きなメリットがある」

　その言葉にアーバスが疑問を挟はさむ。

「それはなんだ？」

「もし分断すれば、戦場が二つ出来る事になる。そうなった場合、あちらは途と轍てつもないデメリットが生じるもの」

　歴戦の十二貴族はライラの言葉に気が付いたようにハッとした。

　戦とは出で合あい頭がしらに兵がぶつかり合うものではない。布ふ陣じんを敷き、堀ほりや塹ざん壕ごうなどを置き、司令塔を作り、戦場の後ろには兵たちを休ませる為ための宿営地を作る。

　その整備がしっかりとしていなければ、兵たちは疲ひ弊へいしその戦力・士気は大おお幅はばに落ちる事になる。

「それを考えれば、グラウスタンディアは万ばん全ぜんの準備をした場所に、全勢力を敷き、そしてその場所に誘い込む方が圧倒的に有利だもの」

　現在のグラウスタンディアの兵数を鑑かんがみればわかる事だが、たとえ自分たちの国土であっても、幾つもの戦場を想定してその整備をすることは不可能。突とつ貫かん工事をしてどうにか体てい裁さいを整えるのが限界だろう。

「そう考えれば、ゼルビル山にあらゆる罠を張り、そこで総力戦をした方が、確かにあちらに分があるわ……」

　そう言いながらライラは苦い顔で頷うなずいた。

「字じ面づらで戦っていたのは私の方ね。兵の負担を計算に入れていないなんて」

　悔くやしそうにそう言うライラに、ナターシアは真しん剣けんな面おも持もちで話を続けた。

「今の話を纏まとめると、グラウスタンディアの目的は、ゼルビル山にリジア軍を集中させることにあります。ゼルビル山は遊ゆう撃げき隊たいを使いゲリラ戦をするのにうってつけの場所。そしてその先にはエイン川に沿そって森がある。ここに誘い込み、そこで我々に止とどめを刺さす――これが全容だと思われます」

　グラウスタンディアにとって最も地の利が働く場所は、そこを置いて他になかった。

　この有利な場所にリジア軍を全て誘い込む、これが不利なグラウスタンディアにとって最も勝機が見える場所である事は疑いようもない。

　全員がそれに納なつ得とくしたように頷うなずいた。

　それを確かく認にんしナターシアは最後にこう告つげた。

「我々はこの待ち構えるグラウスタンディア全勢力を避さけ、直接皇都へ進軍するべきでしょう」

「直接？　それは？」

「先ほどルスタフ殿が仰おつしやった進軍ルートです。主戦力はゼルビル山東の山中を越え、シオニアへ進しん撃げき。………そして囮おとりの為ためにカウフマンの策に乗っていると見せかける為の兵を少数派遣――これが我々がすべき方策であると考えます」

　ナターシアの発言にバールがいきり立った。

「決死兵を作るのか？　相手が12万に対し、少数で立ち向かえば全員殺されるだけだ！」

「はい……なのでその役目、私が引き受けます。１万の兵をお貸しください。それで私はグラウスタンディアの目を欺あざむき、皆さんがシオニアを落とす為ための時間稼ぎをします」

　はっきりとそう告げたナターシアに、バールはそれ以上言葉がなくフンッと鼻を鳴らし腕うでを組んだ。ナターシアはさらに話を続けようとした。

　しかしそれを遮さえぎるようにライラが口を開く。

「あたしがやるわ」

　誰だれもがその言葉に耳を疑った。しかしライラは躊ちゆう躇ちよする事無く冷静な口調で話した。

「あたしが行く必要がある……というべきね。でなければカウフマンの目を欺あざむけない」

　ライラの言葉に全員が息を呑んだ。

　確かにそうだったのだ。囮おとりの軍の中にライラがいるという事の重要性。このグラウスタンディアの策は、ライラがカウフマンの誤情報に気が付くことを前提に作られている。それはカウフマンの策にライラが引っかかったと錯さつ覚かくさせる為ためには絶対に必要な事。

　だからこそ敵の斥せつ候こうが、進軍の列の中にライラの姿を見つければ、全軍がゼルビル山へ向かっていると錯覚させることが出来る。

　だがそれでもナターシアは反論するように口を開く。

「そんな訳には行きません！　ライラ様はリジアをこれからも……」

「言った筈はずよ、これが最後の戦いにする覚かく悟ごだって。その為ために身を粉にするって。……それにね、この策を見破ったのはあなたよ、ナターシア」

「………しかし」

「あたしはカウフマンの……いえ、クロム・ジャレットの策に嵌はまりかけた。もしこのまま進軍していたら確実にグラウスタンディアの思惑通りになっていた。その責任は全てあたしにある」

　強いその言葉にナターシアは何も返せなかった。ただ俯うつむき奥おく歯ばを噛みしめる。

　ライラは他のリジア貴族に向け、力強く言い放った。

「いい、これでナターシアの実力が解ったでしょう？　この子はリジアの未来を担になう事が出来る。たとえ年若くとも、たとえ経験が浅かろうとも、ナターシアがいなければリジアはこの先、グラウスタンディアに勝つことは出来ない」

　リジア十二貴族の顔は硬かった。ナターシアの有能さは今、目の前ではっきりと証明されていた。だから誰もライラの発言に異を唱えられなかった。

「ルスタフ殿、バール殿、アーバス殿。彼かの女じよに指示を仰あおぐのです。山を越え、皇都シオニアを落としてちょうだい」

　ルスタフ、バール、そしてアーバスは無言のまま、しかしはっきりとライラに頷うなずき返したのだった。
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第三章　マカオンの血







　フィフニスはシェルシュ、シド、そしてカウフマンが率ひきいる部隊から離はなれ再び皇都へと帰還することになっていた。ダグラスをはじめとした１０２連隊と合流する為ためである。

　ただその前に、どうしてもしておくことがあった。

　それは祖父カウフマンの顔を見る事。海浜地区防衛の後も次々に訪おとずれる任務に忙ぼう殺さつされ、祖父に会うことが敵かなわなかった。海浜地区防衛の際に一度倒れたという事を聞かされた時は、心臓が止まるかと思った程ほどだった。

　フィフニスが祖父のいる宿営地のテントに行くと、彼は仮か眠みんをとっている最中であった。

　静かに寝息を立てる祖父に、フィフニスは切ないような気持ちになった。祖父が無理をしている事はわかっていた。体調が優すぐれない事もわかっていた。それ故ゆえに、孫として祖父の仕事への尊敬と労ねぎらい、そして心配の気持ちが合わさり、どんな顔をしていいのかも分からなかった。

　するとフィフニスの存在の気付いたのか、カウフマンが目を覚まし寝ねぼけ眼まなこをパチパチとさせた。

「……おお、フィフニスか。すまんな、よく眠ねむっていた」

「何の夢を見ていたんですか？」

「さて………昔の夢かのう。ワシがモテモテだった頃ころの夢じゃ」

　そんな祖父の冗じよう談だんにフィフニスはころころ笑う。

「おじい様がモテモテだった頃なんてあるんですか？」

「なにを言うか。そりゃあもう、すごかったんじゃぞ」

　お互たがい冗談めかして笑った。するとカウフマンはゆっくりと身体を起こしフィフニスに向き直る。先さき程ほどとは打って変わった真ま面じ目めな祖父の顔にフィフニスは思わず姿勢を正した。

「のぉ、フィフニスや」

「なんですか、おじい様」

「おまえに幾いくつか渡わたしておくものがある」

　そう言ってカウフマンが差し出したのは、一冊の書しよ籍せきと小さな銀の呼よぶ子こ笛ぶえだった。

「書籍はクロムに、そしてこの呼子笛はフィフニスに」

　その渡された物にフィフニスは一つ引っかかるものがあった。カウフマンからクロムに渡される書籍、というものに少なからず思うところがある。

「………おじい様、もしかして本の内容は聞かない方がいいですか？」

「……………………………まさか」

「まさかじゃないです！」

「知っておったのか!?」

「はい……おじい様が真剣な顔をするから大切な事なのかと思ったのに、まさかエッチな本を孫に託たくすとか………」

「いや、そ、そうではない！　これは文学的に成熟された文体と、古典に対する深い造ぞう詣けいがあってじゃな……」

　似たような事を以前クロムも言っていた。

「エッチな本なんですね!?」

「……はい」

　こういった本が孫に見つかる祖父の気持ちとは一体どんなものだろうか、と考えるもフィフニスには想像し難がたい。

「……本当に、クロムといい、おじい様といい、どうしてこういう本を喜んで読むんでしょう、理解できません」

「いや、それは名作なんじゃ。皇都条例で発禁になってしまったが、それはもう名作でな」

「聞いてません！」

　ぴしゃりと孫に言われてしょんぼりとする祖父。

　それでもカウフマンは気を取り直したように、ゴホンと咳せき払ばらいをするとフィフニスに再び向き直る。

「―――さて」

　その顔は先さき程ほどと同じく真面目な表情で、反射的にフィフニスは居住まいを正した。

「こちらの呼子笛はフィフニス、おまえさんに」

「これは……おじい様の物ですか？」

　するとカウフマンは首を横に振り、呟つぶやくように語りだした。

「それはおまえさんの母、つまりワシの娘むすめが、鍛冶屋かじやのウル・マッカランに作ってもらった物だ」

　そう言われフィフニスは思わず呼子笛に目を落とした。カウフマンはそんなフィフニスを一いち瞥べつし話を続けた。

「第一次リジア戦役の折、おまえの両親は行方ゆくえ不明になっておる。クコノスの谷の戦いの時じゃったな……」

　それはフィフニスも以前、祖父の口から聞いていた事だった。

「もし生きておれば、リジアに捕ほ虜りよとして捕つかまっているかもしれん。あまり希望を持たせるような事は言えんが、その笛はおまえさんの両親を見つける事が出来るきっかけになるかもしれん。その笛はこの世で、おまえたち三人しか持っておらんのだから」

　フィフニスはその呼子笛を掌てのひらで強く握にぎりしめる。これを祖父に託たくした父と母。

　自分が生まれた頃に始まった第一次リジア戦役。それ故ゆえに戦争に駆かり出された父と母の記き憶おくは驚おどろくほど少ない。だがその断だん片ぺん的てきな記憶の中には、鮮せん明めいに焼き付いた幾いくつもの思い出があった。銀の呼子笛に目を落としながら、遠い記憶の中の父と母に、フィフニスは思いを馳はせた。

　そんなフィフニスにカウフマンは静かに語り掛ける。

「それを託たくしたのは、他でもない。正直に言えば、ワシはもう長くないからじゃ。おまえさんも気付いておったろうがのう」

　フィフニスは何も答えられず、顔を俯うつむかせた。

「人はいずれ死ぬ。それはおまえさんもわかっているだろう。今回の戦いを越えられれば、それこそ御おんの字じじゃ。………だがな、もしかしたらこの戦いでワシは敵に討たれるかもしれん」

　祖父の言葉の意味をフィフニスは十分にわかっていた。

　軍人として騎き士しとして生きる以上、それは避さけては通れぬ道であった。戦いの中で死ぬこと、それは騎士の本来的な死に方でもある。フィフニスとて自みずからそれを覚悟していた。

　カウフマンもまた同じ騎士なのだ。覚悟をしていない訳はない。

「フィフニスや、もし戦の最中でワシが死んでも悲しむでないぞ」

　静かにそう語るカウフマンに、フィフニスは絞しぼり出すように声を放った。

「………いやです」

　フィフニスは首を横に振りはっきりとその言葉を否定した。

「私は……私は、おじい様が死んだらやっぱり悲しみます」

　フィフニスの目に涙なみだが浮かび、それはぽろぽろと零こぼれ落ちる。

「騎士としてカウフマン・マカオンが死んでいく事に誇ほこりと尊敬を持ちます。でも、おじい様が死ぬことには、人の子として悲しませてください」

「…………」

「……でもきっと立ち上がりますから。人として悲しんだ後に、騎士として立ち上がります。信じてください。だって……私はおじいちゃんの孫ですもの」

　フィフニスはそう言って暫しばし泣いた。その間、カウフマンは黙ってフィフニスの頭を撫なでていた。それは彼女が生まれた時のように、そして成長していく幾いくつもの瞬しゆん間かんと同じように。

　騎士としてではなく、軍師としてではなく、ただの祖父として。

　そうして幾いく許ばくかの時を置いて、漸ようやく泣き止んだフィフニスはすっくと立ち上がりカウフマンに笑え顔がおを向けた。

「行ってまいります、おじい様」

「うむ、行っといで。気を付けるんだぞ」

「はい！」

　それは家を出るかのようにいつもと変わらぬ祖父と孫のやり取りだった。




　皇都へ帰還したフィフニスは率いる１０２連隊と合流し、次の任務へと移った。リジア軍を迎え撃つ駐ちゆう屯とん地ちの整備である。フィフニス隊は駐屯地まで馬の飼かい葉ばを運び入れる事が任務であった。各方面へ飼葉を運び込んでいく。

　大きな木々が立ち並ぶ特とく殊しゆな駐屯所は、別の連隊の兵も含め、かなりの人数が行き来をしており、馬を駈けさせるのは危険であった。その為ため、フィフニス隊は周りに気を付けながらも着実に自分たちに与あたえられた任務をこなしていく。

　配当された仕事を終えると、そのままダグラスを始めとした兵たちと調練を行った。

　駐屯地となっている林を抜ぬけて、表の広い場所へ出ると、そこで一通りの馬を使った調練を熟こなして汗を流す。

　疲つかれが出るのでは、と懸け念ねんしていたフィフニスであったが彼らはだいぶ余力がある様子だった。なにより彼らは馬に馴れて来ている。それ故ゆえに馬に乗る事が楽しそうに見えた。

　どんなことでもそうだが、上達が手に取るようにわかる時ほど楽しいことはない。今まで馬になど乗る事のなかった彼らにとって、今が一番楽しい時期に違いない。

　過去の自分に重ね合わせながらフィフニスはそんな兵たちとの調練を熟こなしていった。

　そうして一通り調練を終え、宿営地に戻もどる道すがら、副隊長のダグラス、そして補ほ佐さとして入っているルービルと話をした。

「みなさん疲つかれていないでしょうか？　結構厳しい調練をしているんですが？」

　するとダグラスは冷静な顔で首を横に振った。

「いいえ、それ程ほどの事はないです」

「そうですか。でも本番はこれからですからね。体調を崩くずさずに行きたいです」

　すると横で聞いていたルービルが明るい口調で親指を立てる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ！　俺おれたちには天使がいますから！」

「??」

　何の事か解わからず首を傾かしげるフィフニス。天使とはリジェル教の何かなのだろうか、と思いながら曖あい昧まいに笑い返す。そんなフィフニスの胸元には、呼子笛がペンダントとして小さく光っていた。それにいち早く気付いたのは副隊長補佐のルービル・レザンであった。

　フィフニスとの話の次の日、変わらず飼かい葉ばを運び入れながら仕事の合間に、ルービルはダグラスにそっと話しかける。

「おい、事件だ」

「なんだ？」

「フィフニスちゃん、今までつけてなかった銀のペンダントしてるぞ！」

「………だからどうした」

　汗を拭ぬぐいながらうんざりとした顔でダグラスは返した。しかしルービルは止まらない。

「いいか、ああいう装飾品を女の子が突とつ然ぜん着けだすって事は、そこには男の影かげがあると思って間ま違ちがいないだろう？」

「……別にそうは思わんが」

「かぁ―――っ、この朴ぼく念ねん仁じんは！　わかっちゃいねえな。いいか、フィフニスちゃん、帰ってきた時、なんかちょっと変わった感じがしなかったか？　なんていうかこう、一皮むけたっていうか、大人になったっていうか」

「まあ、それは俺も思ったが……」

「絶対男だっ！」

　ルービルが断言すると、周りにいた兵たちが同時に、

「「「な、なんだって―――っ!!」」」

　と詰め寄って来る。ルービルは腕を組み深刻そうな顔で周りの兵たちに言いきった。

「あれは間違いねえ。十中八九、男だ！　俺たちの天使フィフニスちゃんに手を出そうというとんでもねえ野郎が現れたに違いねえ！」

「「「よーし、面接だ！　下らねえ奴やつなら叩き斬ってやる!!」」」

　そんな勢い込む兵たちをダグラスは抑おさえ、冷静な口調で宥なだめた。

「落ち着けバカども。想像でいきり立つんじゃない。少しは冷静に考えろ」

　するとそんなダグラスにルービルが口を曲げて反論をした。

「おい、じゃあその相手があのクロム・ジャレットならどうする？」

「……………………………」

　ルービルの言葉に暫しばし沈ちん思し黙もつ考こうしたダグラスは、目を見開くと同時に腰に差した曲きよく刀とうをジャキリと抜き放つ。

「ちょっと用を思い出した。行ってくる」

　と言ってツカツカと歩き出した。そんなダグラスをルービルを始めとした兵たちが必死に押さえる。

「待て落ち着けダグラス！　想像でいきり立つんじゃない！　冷静になれ！」

「俺は落ち着いてるっ！」

「全然落ち着いてねぇ！」

「あのクソガキ、よりにもよってうちの隊長にちょっかいをかけようとは、命知らずめ！」

「目が血走ってるから、ダグラスさん！」

　どうにかこうにか、ルービルとその場にいる兵たちでダグラスを取り押さえ落ち着かせる。

　皆みなの制止で漸ようやく僅わずかばかりの冷静さを取り戻したダグラスはその場にドカッと座すわり胡坐あぐらをかいた。

「………おまえたちの気持ちが少なからずわかった」

「少なからずどころか、三段跳とびで追い越してったよ」

「とりあえず、このモヤモヤとしたままで戦になったら統率が乱れる可能性がある」

「ああ、主におまえがな」

「ここはハッキリ隊長に聞いてみるべきじゃないだろうか？」

　そんなダグラスの提案に全員は無言で頷うなずいたのだった。そうしてその日の作業と調練を終えるとダグラス以下８１４名の兵たちはフィフニスの下を訪れた。

　兵舎に突然大たい挙きよして押し寄せた部下たちにフィフニスは驚きを隠かくせない様子で、

「どうしたんですか、急に」

　と目を丸くしながら言った。すると代表をするかのようにダグラスが一歩前にでる。しかしダグラスは何やら眉み間けんに皺しわを寄せたまま難しい顔をして話し出そうとしない。

　そんなダグラスを見かねたかのようにルービルが隣に立ち口を開いた。

「………あの、隊長。その、もしかして、最近、何か大きな変化とか、ありました？」

　問われたフィフニスは一いつ瞬しゆん目をパチクリとさせたが、思うところがあったのか、

「はい」

　と答えた。その瞬間、後ろにいる兵たちが一いつ斉せいに涙を浮かべ、ダグラスは拳こぶしを握りしめながら天を仰あおいだ。するとルービルが焦あせりながら、付け足すように問う。

「そ、それはやはり………男性が関わっているという事ですね？」

「そう……ですね。一応男性です」

「「「「うわーん!!」」」」

　一いつ斉せいに泣き出した兵たちにフィフニスはビクッとした。みな口々に「俺たちの天使が」とか「神は死んだ」などとそれぞれに呟つぶやいているが、今一つ理由が見えない。

　フィフニスは訝いぶかしみながらその理由をルービルに尋たずねた。

「あの、みなさん、どうして泣いているんですか？」

「……そ、そりゃ、隊長が……」

「私が？」

「………………おめでとうございますっ！」

「ええ！　なんでおめでたいんですか？　別におめでたい事なんて何もないですよ」

「だ、だってそのペンダント！」

「あ、呼よぶ子こ笛ぶえですか？」

「それ誰からもらったんですか！　絶対男ですよね！　あいつですか？　クロムですか？」

「いえ、これはおじい様から」

「くそぉ、やっぱり…………え、おじいさま？」

「はい、これは――父と母の形見なんです」

　フィフニスはそう言ってペンダントにした呼子笛を手にすると薄うすく微笑ほほえむ。

「以前の戦いで行方不明になっているのですが、もしかしたら生きているかもしれないっておじい様が下さったんです。……可能性は……低いんですけどね」

　薄うすく笑うフィフニスだったが、その瞳ひとみは悲しげに呼子笛に落ちていた。

　それを見た兵たちは泣き止み、口を噤つぐみ、息を呑のんで、そして、

「俺がバカだった！」「疑ってごめんなさい！」「天使よ許したまえ！」

　再び号泣しながら膝ひざを折ったのだった。駐屯地の木々の間を木こ魂だまする兵たちの泣き声に、他ほかの連隊の兵たちも何事かと集まり始めてしまう始末。

　フィフニスは、もしかしたら祖父の事で自分が気落ちしていたのだろうかと思った。それを兵たちが気付き心配してくれたのだろうか？　そう思うとなんだか申し訳ない気持ちになり、フィフニスは皆を元気付けようと声を大にする。

「み、みなさん！　私事でご迷惑をおかけしたかもしれませんが、自分は元気です！」

「「「「おおおお!!」」」」

「決戦はもうすぐです！　がんばりましょう！」

「「「「フィフニスちゃん、ばんざーい！」」」」

　やたらと士気が高い１０２連隊に、周りの騎士たちがフィフニス・マカオンに対する認識を改めたのはこの時を境にしてであった。




　クロムはリジア軍を誘い込むために作業が進められる森の入り口に立ち、進しん捗ちよく具合の確認をする。

　大方予定通りに進んでいると言っていいだろう。問題はリジアがこの場所に辿たどり着いてくれるかどうかである。

　しかし策は既すでに動き出している。この期ごに及およんで心配をしても仕方がない。

（もし見破られたら……その時は……）

　ぼんやりとそんな事を考えていると、モモに乗ったリュリュがやって来る。

「クロムよ」

「ん、なんだい？」

「何の準備もしないでいいのか？」

　そう問いかけてきたリュリュにクロムは苦笑いをする。彼女はカウフマンの書しよ斎さいにある戦術関係の書籍をいくつか読んでいた。だから今のこの戦場の予定地を見て、疑問を呈ていしているのだ。

　森の近くに広がった土地には塹ざん壕ごうや宿営地が作られていない。

　兵法書には必ずそういったものの設置場所についての記述があるからだ。

「今回に関しては、そういったものは設置しない。他の決戦手段があるからね」

「それはあの森か？」

「そうとも言えるし、違ちがうとも言えるかな」

「ふむん？」

　リュリュは納得のいかない顔で周りを見渡していた。

　そんなリュリュを乗せるモモの腹を撫なでながらクロムは歩き出す。

「まあ、今回に関しては短期決戦を予定している。時間が掛かるほど、この戦いは人員が多いリジアに優位になるからね。何より警けい戒かいすべき事は他にもたくさんある。だから今はこの準備でいいんだよ」

「そうなのか……クロムがそう言うなら構わない」

　納得してくれたのかリュリュは懐ふところからキュウリを取り出して、齧かじりながら遠くを見つめた。方々には馬を駈けさせながら調練をする兵たちの姿がある。

　クロムはそんなリュリュとモモと共に物もの見み櫓やぐらまでやって来た。元々あった丘おかの頂上には木を組んだ物見櫓が高々と建設されている。

　丘の上までやって来るとリュリュはモモから飛び降り、

「ごくろうさま」

　と言うとモモの顎あごの下を撫なでてやる。モモは目を細めながら気持ちよさそうにジッとお座りをしていた。一通りリュリュが撫なでまわすとモモはその場に伏ふせて欠伸あくびを一つする。そんなモモに背中を預けてぼんやりとしだすリュリュ。

　今までであればずっとクロムの後をついてきたリュリュが、最近になってずっとモモに掛かりきりなのである。

（いずれこういう日が来るとは思っていたが……）

　勿もち論ろんこうしてリュリュが自みずから考え、よいと思う行動をするのはクロムにとっても喜ばしい事であった。それでもどこか寂さみしい気持ちも自分の中にあったようで、

（……どうも複雑だ）

　と思う次し第だいであった。とはいえいつもリュリュとモモに多分に助けられている。

　海浜地区突破の際や第一水門での戦せん闘とうなどが顕けん著ちよだ。もしリュリュとモモがいなければ、クロムは少なからず犠牲が出る方策を決断しなければならなかった。同じ事を彼女の存在なしで行おうとすれば、そこで失われる命の数は膨ぼう大だいになっていた事だろう。

　クロムは人の身である自分に出来る限界を理解している。時として犠牲を前提とした策を呈ていさねばならない事もある。だからこそリュリュやモモの力に頼る事に慣なれてはいけないと常に自戒の念を持ち続けている。

（まあ、だからと言って使える力を自分の矜きよう持じの為ために使わないような高こう尚しような人間じゃないけれど……）

　そんな事を考えながら、クロムはぼんやりとしているリュリュの姿を見つめた。

　ウツロである彼女と魔獣であるモモの瞳には、この人間同士の戦いはどのように映っているのだろうか。

　クロムには決して見えない世界を見るリュリュとモモ。彼女らがこの戦いを通し、そして然しかるべき瞬間に立ちあった時、いったいどんな答えを導き出すのか。

　疑問は尽つきなかった。

　それでも今は、彼女らに心の裡うちで日頃の感謝を述のべるしかできないだろう。

　それ程ほどまでに自分は助けてもらっている、と感じるのだ。

「リュリュ」

「なんだ？」

「ちょっと皇女に会って来るからここで待っていてくれるかい？」

「うん。かまわん」

　コクリと頷うなずくリュリュにクロムは懐ふところからリンゴを取り出すと彼女に放ほうる。

「お腹なかがすいたらそれを食べるといい」

「おお、リンゴだ！」

　冬越しのリンゴは味がボケてしまう。それでもリュリュは、

「うまい！」

　と言って早速もさりもさりとリンゴをかじり始めた。

　クロムはそんな彼女の様子に目を細めて司し令れい塔とうの櫓やぐらを建設している頂上までやって来る。

　そんな物もの見み櫓やぐらの袂たもとではこの現場を統とう括かつするユースティナの姿があった。

　彼女も進しん捗ちよく状況を確認しにきたのだろう。しかしその顔色は優すぐれない様子。

「やぁユースティナ様、どうしました？」

「おお、クロムか。……うん、ちょっとな」

「何か気になることでも？」

　そう聞くとユースティナはその眼めを遠くで調練する兵たちに向けた。

「………いやな、とんでもない戦闘方法を考えると思ってな」

　それは現在、行われているある調練のことを言っていた。今回の皇都防衛、ひいてはその後に控ひかえる幾いくつもの戦いにおいて、クロムとカウフマンが提言したこの戦闘法は、大きな戦果を挙あげることになるだろう。だがそれでも前例のない事に兵たちにはまだ戸惑いがある。

「クロムはこんな事を五年前から考えていたのか？」

「ええ。でもすぐに実行するのは無理だと、カウフマンさんと話して結論付けました。やはりこの戦い方をする為ためには時間が必要だった」

　そう言うとユースティナは少し頬ほほを緩ゆるませる。

「大したものだ。こんな事は思いつきもしなかった」

　そして冗談めかした口調で、

「クロムを敵に回していたら、グラウスタンディアは大変なことになっていたな」

　と言って笑った。

　素す直なおな彼女のお褒ほめの言葉に、クロムは頭を下げる。

「そう言ってもらえれば何よりです。あとはこれが実戦で効果を上げてくれればというところですね」

「そうだな」

　そんな話をしていたユースティナの足元を突然、何か素早い生き物がチョロチョロと這はい回った。

「きゃ」

　いきなりの事にユースティナの口から普ふ段だんは聞けないような声を上げると同時にクロムに飛びついてくる。

　よく見るとそれはファウラが飼っている三匹びきの白い子こ鼠ねずみたちであった。

　子鼠たちはどこから来たのか、クロムとユースティナの周りを忙せわしなく駆け回る。

　すると駆け足のファウラが息を切らせながら、丘を駆け上がってきた。

「ごっめん、クロム、ユースティナ様！　パコたち、エサあげなかったらフテっちゃって」

　そんなファウラに気付いたのか、子鼠たちはチュル、チュルと批判めいた鳴き声を上げるとまたしても逃げだそうとしていた。

「行けっティコ！　パコたちを捕まえるのだ！」

　ファウラの命令に肩かたに乗っていた大おお鷲わしのティコは、キュオと一ひと啼なきすると、翼を広げてあっという間に片足で一匹、そしてもう片足で一匹を掴つかんで捕らえた。

　そして最後の一匹は、勢いのままぱくりと飲み込んでしまう。

「バカ―――――っ！　何を飲んどるか、ティコ！」

　追いついたファウラはティコの背中をポコンと叩たたくと、口から子鼠がボロンと飛び出してきた。

　漸ようやく三匹とも捕らえたファウラは鼠たちにエサをやると頭を掻かきながら申し訳なさそうに、

「いやぁ、お騒がせシマウマ」

　と反省しているのかどうかもよくわからない謝罪をした。ユースティナはその忙せわしない様子にやれやれと苦笑いをしながら息を吐つく。

　するとファウラはそんなユースティナとクロムを交互に見て、イシシと小さく笑った。

「………これはこれは、お楽しみでしたね。ではあたしは失礼をば」

　含ふくんだような言い回しをすると彼女は動物たちを連れて去って行ってしまう。

　そんなファウラの態度と言葉に、ユースティナは狐きつねに抓つままれたような顔をしてポカンとした。

「なんだファウラは………」

　訳がわからないというような顔しているユースティナに、さてクロムは何と言ったものかと考えながら蟀こめ谷かみを掻かいた。

「ところでユースティナ様」

「なんだ？」

「いつまで抱き着かれているんですか？」

　先ほど子鼠たちがやってきた時から、ユースティナはずっとこの形だったのである。

　実のところ大変な至近距離で顔を突き合わせている状態なのである。

　そしてその事に本人は今の今まで気が付いていなかったらしく、状況を認にん識しきしたユースティナの顔がみるみる真っ赤に染まっていき、

「ひゃあああ」

　と飛びのいた。

「クククロム！　な、何をするか！」

「いや、何もしてないので今の状況になっているのですが」

　錯さく乱らんする彼女を責めるのも酷こくなので、とりあえずクロムは、

「あたってました」

　と親指を立てて笑顔でフォローを入れた。

「な、何があたっていたのだ!?」

「言いましょうか？」

「いや、言うな！　嫁入り前なのに！　私はまだ嫁入り前なのに！」

　悲痛な叫びをあげながらユースティナは顔を隠して丘を駆かけ下おりていってしまう。

　ありゃあ、と思いながらクロムはそんな彼女の背を見送った。

　そしてその一連の流れをずっとぼんやり見守っていたリュリュは、なんだかよくわからない、といった表情でリンゴを頬ほお張ばった。
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　ライラの軍１万は山やま沿ぞいの道を抜けゼルビル山の山道へと入って行った。

　ここまでグラウスタンディアからの攻こう撃げきはない。つまるところ、守りの要かなめとなるこの山道で迎げい撃げきが為なされるであろう事が容よう易いに推すい察さつされた。またライラはこちらが全軍をゼルビル山に向けているよう錯さつ覚かくさせる為ため、本来十列で行軍するところを五列にて進ませた。単純に１万人の兵の列は長大に伸のび、その最後尾はまだ森の中に隠れている。容易にこちらの軍勢の数は悟られない筈はずだ。

　そしてライラが予想した通り、グラウスタンディアは山道を行くリジア軍に対し、頭上から弓撃と投石で攻撃してきた。しかしそれらは決して大規模な物ではなかった。

　10～20人程ほどの班が変則的に出没してはこちらに攻撃を加え、そして退散していくという事を繰くり返かえす。これは行軍の列の方々に対して行われた。

　山間部などの地の利を生かした遊ゆう撃げき隊たいによるゲリラ戦。これは大規模な部隊に対し、かなりの効果を挙あげる。殲せん滅めつこそ不可能であるが、じわじわとこちらの兵力を削けずっていくのだ。その度たびに列は乱れ、遅ち々ちとして進軍の速度は上がらなかった。

（だがそれでいい……）

　内心の思いを口には出さずライラは厳きびしい視線で行く先を見つめた。ナターシアたちを進軍させる為ための時間を稼かせぐ事。あちらに気取られないようにグラウスタンディア軍全すべてを引き付けておく事。それこそが自分に課かせられた目的なのだ。

　そしてこの山道を抜けたゼルビル山の南には大きな森がある。リジア軍を叩くのであれば、この森の中に誘い込む事が最も効率的と考えているだろう。森の中での戦闘ではリジア軍の得意とする広こう範はん囲いに陣じん形けいを配はいした戦いが出来ないからだ。

　そんな山道での夜の事。夜襲もあったがそれでもライラの指示で的確にそれを撃退しながら夜は深まっていく。

　初夏を迎えようとする山中の虫たちは、夏が待てぬとでもいうように喧かまびすしく鳴き声を上げていた。じっとりと張り付くような湿度に、テントに入ることを厭いとう兵も多かった。

　張られたテントの中では、孫のカレン・スーサが白湯さゆをライラに差し出しながら、この行軍について問うた。

「おばあ様、グラウスタンディアは、こちらの数を少しでも削ろうという腹でしょうか？」

　そんなカレンにライラは頷うなずき返した。

「そうね、地の利があるグラウスタンディアにとっては、このゲリラ戦でどれだけ兵を削れるか、それが重要なんでしょうね」

「このままでは山道を抜けるまでに千の兵を失いかねないですよ」

「………防戦に回ってもそうなるのは目に見えているわね。でも、それこそがあたしたちの目的なんだから」

　そんなライラの言葉に、硬かたい表情のカレンは少し俯うつむいてしまう。

「……おばあ様は……ここで死なれるおつもりなのですか？」

　その質問にライラは口を噤つぐんだ。そして少し考えカレンに向き直る。

「その覚かく悟ごはしている。時間を稼かせぐ事があたしたちの目的。でもね………もし必要ならこの命を捧ささげねばならないかもしれない。それはもう最初から覚悟していた事なの」

「………承しよう服ふくしかねます」

　強こわ張ばった口調のカレンにライラは笑いかけた。

「本当の戦いは、この山道を抜けてからよ。グラウスタンディアはその先の森の中に、罠わなを張り巡らしている。それにある程てい度どは引っかからないとね」

「時間稼ぎですか？」

　その問いにライラは曖昧に笑い返しただけだった。カレンは目を向ける事が出来なかったのか俯うつむいたまま奥おく歯ばを噛かみしめていた。ライラはそんなカレンの頭をやさしく撫なでる。

「もしあたしが死んだら、その時はあなたがこの軍を連れて帰還するのよ」

「………はい」

「あなたの双そう肩けんに、この兵たちの命が懸かかっている。頼たのむわね」

「………はい」

　淡たん々たんと答えるカレン。彼かの女じよの中にある緊きん張ちようを少なからずライラは感じ取っていた。

　スーサ家の子として、そして智ち将しようと言われたライラの孫として、カレンは必死に生きてきた。その重圧は幼い頃ころからずっと彼女に圧のし掛かり続けていたに違いない。決して避さけることが出来ない、リジア十二貴族として生まれた者の運命。非凡な才能に恵まれたわけではないカレンは、それでも歯を食いしばり生きてきたのだ。その事をライラはよく知っている。

　だからライラはカレンをそっと抱き寄せた。

「……おばあ様」

「いいの。あなたは毎日頑張ってる。誰だれも認めてくれなくてもあたしは知っているわ」

　カレンは何かを堪こらえるように小さく震えた。

「いいことカレン。あなたはナターシアと共に行きなさい」

「……ナターシア様……ですか？」

「あなたはナターシアの仕事を目まの当あたりにしたでしょう？」

　カレンは息を呑みながら頷うなずいた。彼女の頭の中に浮うかんだのは先日のラヴァダ地区を一兵も失わずに落とした時の事だろう。

「ええ、ナターシア様は敵の置かれた状況、兵数を正しく理解し、それを最大限に利用しました。あのような鮮やかな戦いの勝ち方を私は知りません」

「そう、あなたはきっと彼女からたくさん学ぶことが出来る。そして同じ場所に立って、ともに前に進むことが出来る。きっとあなたを導いてくれるわ」

　ライラはそう言うと徐おもむろに、書箱のふたを開けそこから二通の書簡を出した。それは既に蝋ろうで固められ家紋の捺なつ印いんで封ふうが成されている。その宛名の一つはリジア宗旨国家を統すべる法王に。そしてもう一通はナターシア・リブレリアに宛てられたものであった。

「おばあ様、これは……？」

「もしもの時はそれをナターシアに。無事にあたしたちが帰る事が出来たら、その時は焼いてしまって構わないわ」

　受け取ったカレンは、ただ口を噤つぐんだまま手紙にジッと目を落としていた。

　山中を響ひびき渡わたる虫の音ねが二人を包つつんだ。




　グラウスタンディア軍の将軍であるシド・レオナントス、並びにシェルシュ・ニカノールは山中の木々の間で今日に入って幾度目かの溜ため息いきを吐つく。

　この時期のグラウスタンディアは、とかく湿度が高い。

　その上、木々が鬱うつ蒼そうと茂るこの辺りの山は足場もぬかるんでおり、特殊な歩き方をしている二人にとっては更さらに骨が折れた。

「おいシェルシュ」

「なにさ」

「他の奴らはちゃんとついてきているかのう」

「少なくともあたしの部下たちは平気ね」

「なにを……ワシの部下だって平気に決まっているだろう」

「なら、心配する必要なんてないでしょう」

「そりゃそうだが……」

　シドとシェルシュの部下たちは現在、別で行動をさせていた。それぞれが20人で班を作り山中を進ませている。

　リジア軍の方は今のところ予定通りに動いていると言えるだろう。

　こちらの首尾も悪くはない。

　するとシェルシュが息を吐つきながら眉まゆ根を寄せた。

「でもあれよね」

「なんだ？」

「あたしまだリジア十二貴族の顔、確かく認にんしてないんだけど」

「……そこじゃな。この前の捕ほ虜りよからの尋じん問もんでは、ルスタフ、ナターシア、アーバス、バールそしてライラがいると聞いている」

「ありゃあ……総力戦ね、ほんとに。でも、ま、相手の将軍が見えないなら見えないで、とりあえず自分たちの仕事はするけどね」

「ま、そうなるの」

　そう言いながらシドは天を仰あおいでみる。

　葉が茂しげっている為ためか昼でも薄うす暗ぐらい。こういう場所に長くいるのは、シドもシェルシュも性しように合わなかった。

　どうも気持ちが鬱うつ々うつとしてくる。

　とはいえ、開戦に合わせてクロムの策通りに動くためには今は仕方がないと思いながら休きゆう憩けいを取った。

　急ぐ必要が無いのはお互たがいありがたい事だった。

　ただ唯ゆい一いつの不満は食べ物である。

　ここ何日も温かいものを食べていない。山中で煮に炊たきをすれば、リジア軍に自分たちがいる場所を教えるようなものだ。殊こと、こうしてバラバラにして行動させているそれぞれの班が皆みな煮に炊たきをしだしたらたいへんな事になる。

　皇都に帰き還かんしたらまず最初に温かいものを食べたい。お互い口に出ださずともその思いは同じであった。

　するとその時、木に身体を預けて休んでいたシェルシュが何かを思い出したように口を開いた。

「そういえば昔もこんな事したわね……」

　シドは口を噤つぐんだまま、シェルシュが思い浮かべているであろう若かりし日を追つい想そうした。

　急にどうしたのか、と思ったが最近はこうして二人で話す機会が少なかったせいかもしれない。勿もち論ろん、共に酒を酌くみ交わす事はあるが酒乱の彼女とはそういった席で、昔話などしたことはない。

　横目でちらりと彼女を盗み見ると、その顔は遠い昔を見つめるようにぼんやりとしている。

「あの頃は本当に無我夢中だった。あたしは……あんたと、それからあの人に追いつきたくて必死になっていて……」

「今はよかろう」

　シドは低く唸うなるように、思い出に沈む彼女の話を断たち切きった。まだ彼女は過去に囚とらわれているのかもしれないと思った。

　三人で将軍になろうと夢を語り合い切せつ磋さ琢たく磨ました日々に。そしてその一人が、道みち半なかばにしてこの世を去った事に。

（それが初恋の相手なら尚なお更さらだろう）

　そう思うとシドはシェルシュの顔を見ることが出来なかった。

　こんな時シドはどんな言葉を掛かけていいのか解らなかった。気の利いた言葉でシェルシュを慰なぐさめられる程ほど、器用な人間ではなかったのだ。

　――奴であれば、きっとうまくシェルシュを元気付けただろうな。

　自みずからもそんな思い出に浸ひたりそうになり、シドは思わず頭かぶりを振ふった。この山の鬱うつ蒼そうとした空気が妙みような思考へと誘導しているような気がした。シドは、将軍ともあろう者が情けない、と自らを鼓こ舞ぶし立ち上がる。

「さて、行くか？」

　力強くそう言うとシェルシュはいつもの様子に戻り、やれやれとこれ見よがしの溜ため息いきを吐ついて見せる。

「はいはい、いきましょう」

　そうして再びシドとシェルシュは木々の間を縫ぬい山中を進んだのだった。




　ゼルビル山を行軍する事数日。どうにか山道を抜ぬけたライラ軍は、森を前に展開するグラウスタンディア軍に瞠どう目もくした。

　――そういう事……ナターシアまで計算に入れていたのね。

　俄にわかには信じがたい光景にライラはただ目を見張り、奥歯を噛かんだ。

　控ひかえたグラウスタンディア軍の先頭には馬が引く物見車が据すえられていた。その上にはカウフマン・マカオンが真まっ直すぐに立っている。その姿は老将とはとても思えない。堂々たる威い光こうを放ち、歴戦の武将の威い厳げんに満みち溢あふれていた。

　そんなカウフマンは物見車の天てつ辺ぺんからライラに向かって声を放つ。

「ライラ、久しぶりじゃのう！」

　思わずライラは笑えみを浮かべ、軍の最前まで躍おどり出た。

「すっかり老ふけたわね」

「それはお互いさまじゃ」

　冗じよう談だんめかしたように言う二人の将軍の間には、これから命がけの戦いを行うような空気はなかった。

「――一つ聞いていいかしら？」

「構わんぞ」

「この罠はカウフマン、あなたが考えたの？」

　しかしカウフマンは首を横に振り、かっかっと笑う。

「こんな奇策中の奇策、わしゃ怖くてできんわい」

　その返答にライラもまた苦笑いで返した。

「でしょうね。でも……見事だわ」

　そう言うと二人の間に沈ちん黙もくが訪おとずれた。兵たちは固かた唾ずを呑のんで見守る。静まり返った人の波の中、再び口を開いたのはライラだった。

「決着を付けましょう」

　その言葉にカウフマンは少し寂しそうに笑うと、覚悟を固めた面おも持もちになり、

「………そうじゃな」

　と返した。両者はそれぞれの陣営へと引き下がっていく。すると兵たちは戦闘の準備を手早く整え始めた。そんな中、ライラは隣となりに控ひかえるカレンに命令を放つ。

「カレン、戦闘が開始したら、５０００の兵を残し、残りの兵を連れ撤てつ退たいしなさい」

　その言葉にカレンは気色ばんだ。

「なにを言っているんですか!?　そんな事……！」

「言ったでしょ！　あたしが死んだら、軍を撤退させろと」

「まだおばあ様は死んでいません！」

　そう言ったカレンに、ライラは力強く笑い返した。

「死ぬの。リジアの未来の為ために。あなたが生きる時代の為に……あたしがカウフマンを倒し、少しでもグラウスタンディアの力を削そぐ」

　それは将軍としての言葉だった。そこに祖母と孫娘の感情を介かい在ざいさせる余よ地ちはない。カレンは悔くやしそうに奥歯を噛かみ、そして口を噤つぐんだ。

　きっと彼女にとっては辛つらい命令だったろう。しかしそれを乗り越え、強くなってくれる事をライラは切せつに願った。きっとカレンはこの先、幾いく度ども辛く悲しい思いをするだろう。今以上に胸が張り裂けそうな思いをするに違いない。

　だがその度たびにきっと強くなれる。多くの人間が彼女を導いてくれる。

（強くなりなさいカレン）

　そんな願いをそっと胸に抱き、ライラは戦場に目を移した。

　武器を構えたライラは、老ろう齢れいの身体とは到とう底てい思えぬ程ほどの胆たん力りよくを以もつて、迎むかえ撃うつグラウスタンディア軍に向かい大だい音おん声じようをあげた。

「リジア宗旨国家十二貴族！　ライラ・スーサ！　参る！」

　その先には12万の大軍勢ではなく、目算５０００のグラウスタンディア兵が待ち構えていたのだった。




　ナターシアが率いる16万のリジア軍は山中の道なき道を只管ひたすらに進んだ。

　皇都への直接的な奇き襲しゆうをかける為ためには相手を欺あざむかねばならない。現在、ライラが囮おとりとなった軍は進軍の足を一定に保たもちながらゼルビル山へと向かっている。そこには間ま違ちがいなく布ふ陣じんを完璧にしたグラウスタンディア全軍が待ち構えている。ライラがその戦いを長引かせるほど、ナターシアたちは皇都シオニア陥かん落らくの為ための時間が取れる事になる。

　しかしナターシアはその事に酷く胸が痛んだ。最もつとも尊敬するライラ・スーサを囮おとりとする事。代われるのならば自分が代わりたい。しかしライラの言う通り、自分が出て行ってもグラウスタンディアを完全に欺あざむくことは出来ない。ライラほどの歴戦の将が赴おもむくことにこそ意味がある。

　リジア十二貴族とはいえ、無名に近いナターシアではライラと同じ仕事は出来ないのだ。だとすれば自分に出来る事は、必ずシオニアを陥かん落らくさせることに他ならない。

　そうして漸ようやく山の頂いただきまで来たところで、ナターシアは眼下に広がる光景に目を奪うばわれた。皇都シオニアとその北に広がる農耕地区。豊かな水は隅すみ々ずみまで行き渡り、農作物は青々と茂しげっている。既すでに刈かり終えられた春麦の畑は次の作物の為ために整備がなされていた。

　この国の豊かさをまざまざと見るようだった。困こん窮きゆうした第一次リジア戦役の頃にも、グラウスタンディアは鉄や銅などが少なくとも、豊かな大地が兵を支えていた。

　リジアとは圧あつ倒とう的てきに違う風土。その美しさに、胸が痛くなるような思いだった。

　そして農耕地区の先には、城じよう壁へきを挟はさみ皇都シオニア中心地、そしてその向こうは海浜地区へと続いている。この場所からは流石さすがに海浜地区まで見渡すことは出来ない。そうは言っても、目標たるシオニア中心地と皇おう宮きゆうはこの眼下にしっかりと捉とらえていた。

　ナターシアはその光景を見ながら、皇都を陥落させるための策を練る。

　最初にしなければならないのは、城壁を破壊する事。その為ためには破は城じよう槌づちが必要だ。

　破城槌とは巨木の丸太を用いて城門などを打ち破る兵器だ。リジアの破城槌は、台車を用いて骨を組み、縄なわで巨木を吊つるす。それを振り子のように揺ゆすり勢いを付けさせ、扉とびらを破壊する。攻城戦の必ひつ須す兵器である。しかし巨きよ大だいな丸太や、それを組み上げる木材を持ちながら行軍することは難しい。殊、今回のように山中を駆け奇襲を掛ける場合は尚なお更さらだ。

　この場合、そう言った巨大な丸太は現地調達が望ましい。何よりグラウスタンディアは緑に囲まれた国。破城兵器をこの場で造るのは容易である。

（だとすると、あのあたりを中心にすべきか……）

　ナターシアが目を付けたのは城壁の北側に広がる森だった。城壁に寄より添そうように木々が生い茂る一帯がある。あそこを中心に木材を切り出し、前衛が戦っている間に破は城じよう槌づちを完成させる。それ程ほど時間はかからないだろう。何より春麦が刈り取られた後で、足場は悪くない。

　そんな目算を付けながら軍は山の木々に隠かくれて下山の途とに就ついた。

　下山は登山と比べれば容易ではあったが、それでも筋力に対する疲ひ労ろうが大きい。殊、平地が多いリジアの人間にとって山を登り下りする筋肉はそれ程ほど発達してはいない。一日に10里以上も行軍できる兵の足でも、山の登り下りは全く別物だった。

　ナターシアは勿もち論ろんその事を理解していた為ため、無理な行軍を避さけながら、しかし的確に山を下り兵の体力を回復させることに努めた。

（本番はここからだ……）

　そう思いながら二合目まで下山した時、ナターシアはある事に気が付いた。山の裾すそ野のの辺りに違い和わ感かんを抱いたのだ。

（いや………まさか）

　目を凝こらしよく見ると、裾すそ野ののあたりの樹木が大量に伐ばつ採さいされていた。その周辺の樹木の種類を確認し、もう一度皇都の方角に目を移す。

（………間違いない）

　その事に気が付いたナターシアはすぐにリジア十二貴族のバール、ルスタフ、そしてアーバスに招集をかけた。

　集められたリジア貴族たちにナターシアは緊張した様子で口を開いた。

「………グラウスタンディアの兵が埋まい伏ふくしています」

　第一声として放たれた言葉に、バールとルスタフは言葉を失った。

　そしてアーバスが気け色しきばんだようにそれに疑問を挟はさむ。

「まて、どういうことだ！」

「そうだナターシア。こちらはグラウスタンディアの裏をかいた筈はずだ。それなのにどうして埋まい伏ふくしているのだ？」

　問いかけてくる彼かれらに、ナターシアは奥歯を噛かみ答えた。

「……その裏をかかれました」

　そう言われたリジア貴族たちはすぐには理解できなかったのか沈黙する。

　ナターシアはグラウスタンディアの策に嵌はめられたその理由をはっきりと口にした。

「私があちらの策に気が付く――ここまでがグラウスタンディアの術中だったのです」

　唇くちびるを噛み悔しさを押し殺した。グラウスタンディアの軍師の掌てのひらの上で踊おどらされていたと思うと遣やり切れなかった。

　それでもナターシアは自じ暴ぼう自じ棄きにはならず、今置かれた状況を説明していく。

「……おそらく主戦力が、農耕地区に埋まい伏ふくしています」

「いやしかし我々だってずっとあの農耕地区を見ながら山を下ってきたのだぞ。しかし一兵も見かけはしなかったじゃないか？」

「城門の北に隣接するあの森。あれは人工の森です。この下の山々の木々を切り、それを隠れ蓑みのにして城壁の近くに埋伏しているんです」

　そう言われたリジア貴族たちは確認するように下方に目を移した。

　伐ばつ採さいされた山裾すその木々の切り株の色は、まだ新しい。そしてその辺りに自生しているものと同じものがシオニアの城壁近くにある事を確認すると、皆みな渋じゆう面めんを浮かべる。

　身を震ふるわせながらナターシアは深く頭こうべを垂たれた。

「………申しわけありません」

　そんな彼女の謝罪に、それを責められる者は誰もいなかった。それはライラとナターシア、二人の会話を全員が是ぜ認にんしたからに他ほかならない。

　反対しなかった、反論もしなかった自分たちに、ナターシアを責める権利などないことを誰もが自覚していた。

　だからこそ次にすべき行動は、相手の作戦を認識した上で、こちらが如何いかに対応するか。

　全員がその事を自覚し、そしてバールが口を開く。

「という事は某なにがしかの罠を奴やつらは張っていると考えた方がいいだろうな」

　それに対しルスタフが続いた。

「あの森が仕込みであったとして、それ以外の準備が手て薄うすすぎる事も気になるのう。こちらにとっては陣形を最大値に展開できる分、有利で良いのだがな」

　更にアーバスが付け足すように言う。

「農耕地区には塹ざん壕ごうも宿営地も見当たらない。せいぜい丘おかの上の物もの見み櫓やぐらくらいか……どこを落とすべきか優先順位をつけるべきだろう」

　状況を確認し合ったリジア貴族たちは、一いつ斉せいにナターシアに視線を向けた。

「さて、どうする？　ナターシア」

　そこには彼女を責める色は微み塵じんもなかった。

　彼女を信じ、指揮を仰あおぐ信しん頼らいの表情があった。

　今まで小娘扱いをし続けていたナターシアに対し、全員が朋ほう輩ばいの如ごとく笑え顔がおを向けたのだ。

　その顔は彼らがナターシアとの信頼関係を築きずいた確たる証しよう拠こであった。皇都シオニア攻めを通して、ナターシアという人間を認め、命を預ける覚悟の顕あらわれであった。

　それをはっきりと感じ取ったナターシアは思わず言葉に詰まってしまう。

　するとそれを見たバールが、豪快に笑って見せた。

「何気き張ばってやがるんだ。おまえさんが考えた戦法に、誰も文句は言わねえよ。こん中で一番よくわかってる人間はおまえだ。もしそれで死んでも悔いはねえ」

　するとそれに同意するようにアーバス、そしてルスタフも首しゆ肯こうして見せる。

　ナターシアは一つ息を呑のむと、

「――はい」

　と答え、そして快活な口調で切り出した。

「あちらは十分に準備をする時間がありました。一つの戦場を作るのに十分なだけの……だから何もしていない筈はずはない。先ほど遠目役に確認させたところ、農地に足場を悪くするための石が敷しかれたりしている様子もなかったそうです。そう考えるとあちらは全く別の戦法を用もちいることが予測されます」

「なんだ別の戦法とは？」

　アーバスの問いにナターシアは首を横に振った。

「今はわかりません。ただ何かある事は確かです。それを見み極きわめるまでは、一ひと塊かたまりになり、ゆっくりと進軍する必要があるでしょう」

「正面衝突ってわけか、おもしれえ」

　そう言ってバールは力ちから瘤こぶに血管を浮き立たせて勇いさましく笑って見せる。

　そんな彼にナターシアは神しん妙みような顔で注意を促うながす。

「十分に気を付けてください。相手はグラウスタンディアです」

　するとルスタフが了りよう解かいしたように頷うなずきながら髭ひげを撫なぜた。

「そうさな。どんな奇策を用いてくるかわかった物ではない」

「はい、なので、この主力の指揮はルスタフ殿どのに」

　基本に忠実な戦いをするルスタフ。こういった正面からぶつかり合う戦いに於おいて、基本に忠実である戦い方こそが求められる。

　正しく戦せん況きようを見極めながら、過去の幾千の戦いにより積み上げられてきた知識と理論で組み上げられた戦闘法こそが功こうを奏そうするのだ。ルスタフはそれを理解しコクリと頷うなずき返した。

「相あいわかった。しかしナターシア、おまえさんはどうする？」

「私は１万の兵を動かします」

「１万？　おまえさんは、その１万を使って何をするのだ？」

「グラウスタンディアの戦いは幾いく度どもリジア戦せん役えきの折に目にしました。その戦い方は、司し令れい塔とうより発せられる的確な指示によるものです」

「うむ、それ故ゆえに兵たちの隊列は乱れづらく、そして柔軟に動くことが出来る」

「おそらく戦に於おける権限は将軍より軍師が握にぎっていると考えられます」

「そうじゃな。でなければあれ程ほど、全体が統率された動きは出来まい」

「しかしその司令塔がなくなれば……」

「……烏う合ごうの衆に変わる……か。確かにそうだな。司令塔に重きを置いているが故ゆえに、それがなくなった時の戦力は大おお幅はばに下がる……いや、もう戦闘にはならんだろう」

「はい、私がその司令塔を潰つぶしに参ります。それに就つきまして、いくつかの策を……」

　そう言ってナターシアはバールとルスタフに挟はさまれながら、グラウスタンディアとの戦いを細かく話し合っていった。




　ゼルビル山南、ライラ率いるリジア軍９０００。

　対するカウフマン率いるグラウスタンディア軍５０００。

　ライラは直感的に、この奥おくの森にこれ以上の兵が控ひかえていない事を察した。あまりに森が静かだったからだ。だとすればこの場にいるグラウスタンディア軍は５０００の歩兵で全て。

　つまりライラたちは騙だまされていたのだ。グラウスタンディアの軍師に。

　主戦力と主戦場は、おそらくナターシアたちが率いるゼルビル山の東、農耕地区であろう。だがライラにはこの状じよう況きように於おいて自分が為なすべき事の分別はついていた。

　それは他でもなくグラウスタンディアの頭脳カウフマン・マカオンをこの場で倒たおす事。

　自分はリジア十二貴族であり、リジアの為ために命を捧ささげる人間なのだ。

　ここでカウフマンを撃げき破はし、その首級を上げれば、おそらくこの先のグラウスタンディアとの戦いに於おいて多分に優位になる。だからこそ倒さねばならなかった。

　ライラは自分の後ろに控ひかえるカレンに、命令を発した。

「カレン！　あたしが進軍を開始したら、他の兵を率いて撤退しなさい！」

「でもおばあ様!?」

「行きなさい！　これは命令よ！」

　カレンはきつく奥歯を噛かみしめ、そして馬に鞭むちを入れると後退していった。

　そしてライラはカウフマンと同じ５０００の兵を率いると前進を始める。

　――おそらく、あたしが負けるだろう。

　それはライラの歴戦の経験が物語っていた。いや、勘と言うべきかもしれない。自分が死ぬ可能性を肌はだで感じてここまで生きてきた。そして今、それが一番強いこともはっきりしている。胸の奥が疼うずいた。燃え盛る様に熱く滾たぎった。

　長く忘れていた感覚。

　第一次リジア戦役でも感じた事のない敗北への強い認識とそれを凌りよう駕がする闘争心。

　老いてもこの感覚に再び巡り合えるとは思わなかった。

（さて、この感覚はいつぶりかしら……）

　そう思いながらライラは大だい音おん声じようを放つ。

「皆、続け！　あちらを率いるのはカウフマンの軍勢だ！　討うち取るのだ！　グラウスタンディアの頭脳の首級を上げろ！」

　ライラの命令と共にリジア軍は気勢を上げ、激しく突とつ進しんした。陣形を保たもちながら、急速を維い持じしグラウスタンディア軍へと猛攻をかける。

　グラウスタンディア軍はすぐさま交戦を開始した。

　そんなグラウスタンディア軍５０００の陣頭指揮を執るカウフマン・マカオンは攻めたてるリジア軍を前に笑みを漏もらす。

「全軍、散さん開かい！　森へ入れっ！」

　言うと同時に５０００の軍勢は、リジア軍を誘い込むべく各おの々おのが陣形を散らし、森へと駆け込んだ。

（でしょうね。わかっているわ、カウフマン）

　森の中へと散開するグラウスタンディア軍を眇すがめ見ながら、ライラは指示を飛ばす。

「森の中は敵の陣じん地ちだ！　他の兵には目もくれるな！　カウフマンの乗る物見車のみを狙え！」

　その指示に、リジア軍５０００がグラウスタンディア軍を追撃する。

　そしてカウフマンの乗る物見車は馬に牽かれ街かい道どうを直ひた走はしる。ライラ率いる軍はその後を追うように森へ飛び込む。その間もカウフマンは物見車の上に堂々と立ち続けた。それは自分がここにいる事を誇こ示じするように、そしてライラに捕まえられるものなら捕まえてみるがいい、とでも訴うつたえかけるかのように。

　それを見たライラは苦虫を噛み潰したような顔をし――そして笑った。

「見え見えの罠じゃないの……いいわ、掛かってあげるわよ。カウフマン、あなたはあたしが倒さなければならない……リジアの為ために……ううん、あたしの為に！」

　言うと同時にライラは狭せまい森の道の中で、陣形を組み変えていく。

「カウフマンを見み逃のがすな！　外がい郭かくの兵は奇襲に対し守りを固めよ！　グラウスタンディア軍は見つけ次し第だい、全て撃破しなさい！」

　グラウスタンディア軍が森を背後にしていた時点で、こう出る事はわかっていた。それ故ゆえに、ライラの軍は負けるか撤退かのどちらかしかなかった。

　だがその先にいるのはカウフマン・マカオン。この男を倒すことが出来れば、グラウスタンディア軍にとってどれ程ほどの痛いた手でを負おわせられる事か。彼がいるといないとでは天と地ほども違ちがう。ならば罠とわかっていようと、進軍しないわけには行かない。

　たとえ全ぜん滅めつしても、それでもただでは終わらせない。必ず彼の……カウフマンの首を取る。

　そう決意していたのだった。

　森の中は入り組んだ道が方々へと枝分かれをしている。カウフマンを乗せた物見車は森の深くへと突進していた。それを守る兵の壁かべは厚く、後退を繰り返しながらライラの兵たちと交戦を繰り返していく。

　更さらに森の方々からは埋まい伏ふくし、隠れたグラウスタンディア軍が弓を放ち、時に槍やりを突き立てライラの軍勢を削ってくる。

　しかしリジア軍はライラを中心とした的確かつ素早い指示系統が功こうを奏そうし、奇襲をかけるグラウスタンディア兵を取り囲んでは確実に仕し留とめていった。

　日のある内に始まったこの戦いは、夜を迎えても終わる事はなかった。それはグラウスタンディア側も、そしてリジア側も決死の覚悟を固めていた確たる証拠でもあった。

　夜の森は著いちじるしく視界が悪い。月明かりが差し込まぬ木々の間を、ライラたちは松明たいまつも灯ともさずに進んだ。この場で明かりを持つことは、自殺行為に等しかったからに他ならない。ここを狙えと言っているようなものだ。

　しかしそれはグラウスタンディアとて変わらない。両軍、暗い森の中で密集した陣形を保ちながら交戦を繰くり返かえしていった。故ゆえに進行速度は著しく落ちたが、反面ライラはカウフマンが乗る物見車を見逃すことはなかった。両軍が只ひた管すらに兵を差し向け、お互いの守りの壁を削けずり続けていった。

　長時間に及ぶ交戦は兵たちの体力を損そん耗もうさせ、ライラの周りを守る衛兵たちも幾人もが死に、負傷をしていない者はいない。だがその代償にカウフマンの物見車には次第に捕ほ捉そく可能な距きよ離りまで近づくことが出来た。

　その時、宵よい闇やみの垂たれ込こめる夜の森で突とつ如じよライラは肩かたに激しい痛みを覚えた。

　その場所を見ると弓矢が深々と突き刺さっている。油断したと思った。

　続けざまにライラを狙ねらった弓きゆう撃げきが放たれる。咄とつ嗟さにライラは曲刀で叩たたき落とすが、全てを排はい斥せきする事は出来なかった。仕し損そんじた矢数本が、更に身中に痛みを与あたえる。

　すぐさまライラを守る近この衛え兵へいは、矢の放たれた方向に駈かけた。そして闇の向こうからグラウスタンディア兵の断だん末まつ魔まの叫びが響き渡る。

　傷口からじわりと血が滲にじみ出た。今この矢を抜けば失しつ血けつ死しする可能性がある。このまま、矢を抜かずにいるより他はないだろう。

　――おねがい、カウフマンを捕とらえるまで……それまでで構わない……！

　その思いだけで、朦もう朧ろうとする意識がはっきりとした。だがそれと同時に、この傷が致命傷であることもライラは自覚していた。恐おそらく明日の朝までこの身体は保もつまい。それを認にん識しきし、そして馬に鞭むちを入れた。

「行け！　カウフマンを必ず捕とらえるのだ！」

　命令と同時にライラを囲む近衛兵が一丸となり、カウフマンの馬車へと突進をかけた。

　その時、ライラたちの視界が一気に開けた。

　眩まばゆい月明かりが全すべてを包み込む。

（これ程ほどまでに夜が明るかったとは――）

　瞠どう目もくした瞳ひとみに映り込んだのはただの月明かりではなかった。

　中ちゆう天てんに掛かる月の光を、湖面が柔らかく反射させ辺りを包んでいたのだ。

　咄とつ嗟さに地図を頭の中に描えがいたライラは、そこがアルコ川から分ぶん岐きしたエイン川の湖である事に気が付いた。

　湖面の畔ほとりでカウフマンの物見車は停止した。そしてそれを守る兵たちは、戦意を漲みなぎらせて剣けんをこちらに向ける。カウフマンを守る兵の数はかなり少なくなっていた。こちらの方が数の上では有利である。

　ライラの命で歩兵隊が物見車を守るグラウスタンディア兵を蹴け散ちらす。

　が、その時カウフマンを乗せた物見車を引く馬が嘶いなないたかと思うと前進を始めた。

「まてっ！」

　そう口にした瞬しゆん間かんには、物見車は前進し始めていた。が、場所が悪く物見車の車輪の片方が、段差で脱だつ輪りんし大きく傾かたむいた。馬は嘶いななき声をあげ物見車を引き戻そうとするも、質量の大きい物見車は湖へとずり落ちていく。

　ライラはそれを目にし、咄とつ嗟さに走った。物見車は湖面に水しぶきを上げて転落する。それを追うようにライラは湖へ飛び込むと、沈みかける物見車の扉に手を掛ける。

「カウフマン！」

　もういつ自分の意識が途切れてもおかしくはなかった。

　それでもライラの正気を保ったのはカウフマンに対する執念であった。

「………漸ようやく捕とらえたよ……」

　そう言って馬車の扉を開けたライラは目を見開いた。

　そこには背もたれに身を預け、瞳を閉じたカウフマンがいた。ライラは急いでその手を取る。しかしライラの手に伝わってくるのは、冷たいカウフマンの体温。

　瞳に涙なみだが込み上げてきた。

「……どうして……どうしてなの」

　どうすることもできなかった。それは人であるならいつかは必ず訪れる運命。

「………何な故ぜ死んでいるの、カウフマン」

　そこには事切れ、静かに横たわったカウフマン・マカオンの姿があった。今朝はあれ程ほどの気勢を上げ、リジア軍と相あい対たいしていたカウフマン。その身体には傷一つなく、静かに眠ねむるように死んでいた。寿命であるのか、それとも病気であるのかは解らない。ただ、彼は戦の矢傷や刀傷で死んだのではない事だけは明白だった。そしてそれはライラにとっては、明白な敗北である事を示していたのだった。

　カウフマンの目的も自分と一いつ緒しよだったのだ。リジアにとって智ち将しようとしてその名を輝かがやかせるライラを、この戦で仕留める事。カウフマンはその為ために、死のギリギリまで、いや死んでも尚なおライラを欺あざむき続けたのだ。

　死んだ人間を、ライラたちは追い続けていたのだから。

　湖に沈しずんでいくライラとカウフマンを乗せた物見車。

　彼かの女じよはもう指一つ動かす事は出来なかった。

　ライラはゆっくりと目を瞑つぶった。血を流し過ぎたのだろう。まるでぬるま湯にでも浸つかっているような感覚が全身を覆おおってゆく。身体は長い調練を終えた後のようにひどく重い。

　とても――とても眠かった。

　ライラはカウフマンの手を取ったまま、ゆっくりと瞳を閉じた。




　夢を見た。若い日の夢だ。

　それはまだあたしが十代の頃ころの事――リジア宗旨国家の中で、下手な大人より賢かしこかったが故ゆえに、周りに尊そん大だいな態度をとっていた……そんな子供だった時代。

　あたしはスーサ家の一員として両親と共にグラウスタンディア皇都シオニアに数年間、遣けん使しとして逗とう留りゆうした事があった。

　あの頃はまだ飢き饉きんの心配などなく『百年の大安』などと言われるほど、国同士の関係も良好だった。人より賢かったあたしは、そんなシオニアに於おいても、他人を見下し自らを誇り続けようとしていた。でもそうやって高くした鼻は、一人の青年にへし折られた。

　青年の名は――カウフマン・マカオンと言った。

　カウフマンは代々騎き士しの家系に当たるマカオン家の長子として、その才能を開花させていた。知り合った当初、あたしは幾いく度どもカウフマンと意見を衝突させた。

　自分よりも賢かしこい人間に対し、ライバル心が目覚めたのだ。何かにつけ突っかかっては論破されてしまった。しかもそんなことを一いつ切さい意に介さず、誇ほころうともしないカウフマン。幾度も議論を闘わせて行く中で、あたしが彼と親友になるのに、それほどの時間は必要なかった。自分と同等以上の議論が出来る相手が今までいなかったあたしにとって、これ程ほど議論をするという事が楽しかった事はない。

　そんなカウフマンは常々、こう口にしていた。

「俺おれは武官にはなりたくないんだ」

　剣の腕うでは国内随一であると言われるほどのカウフマンの言葉に、あたしは首を傾かしげた。

「どういうこと？　カウフマンの家系は騎士の家でしょ？」

「ああ、そうだ。だけど俺は文官になりたい」

　その言葉にあたしは腹を抱かかえて笑った。

「何を言っているのカウフマン。騎士が文官になれるわけがないでしょう」

「うるせえ。でもな、文官たちと話している方が俺には性しように合ってる」

　確かに彼は文官に向いていると思った。彼が文官になったらどんな事をするのだろう、そう考えると自分の事のように嬉しくて楽しくて仕方がなかった。彼がそうなる姿を、そんな将来を自分は傍かたわらでずっと見ていられるのだと思っていた。

　しかし現実は決してそうはならなかった。スーサ家に母国への帰還命令が発令され、それと同時にあたしには顔も見たことがない許嫁いいなずけとの結婚が待っていた。そこで漸ようやくあたしは気づいたのだ。彼の近くで、彼の将来を見続ける事など出来ないという事に。

　わかっていた事だった。それなのに、あたしはシオニアで長い夢を見ていた。

　シオニアを去る前日、あたしはカウフマンに会いに行った。

　全てを告つげてみようと思っていた。

　明日にはこの街を去らねばならない事。そして国へ帰れば許嫁いいなずけとの結婚が待っている事。

　――何かに期待していたのかもしれない。

　それを彼に告げたら、何かが変わるかもしれない。そんな気がしていた。彼はいつもと変わらず書斎にいて、そして活字に目を走らせながら、いつもと変わらない様子で話をした。

　地学の事、天文学の事、歴史学の事――。時間はあっという間に経たっていた。

　その時ふと彼はこう言いだした。

「こうして本読んで記録を残して……そういう作業が好きなんだ。何よりこの国や他の国の歴史学、民俗学を纏まとめてみたい。地質学や気象学を纏めてみたい。国単位で見るんじゃなくて、ネイレシア大陸全土で比較して纏めてみたい。そうすれば飢き饉きんや飢き餓がが来ても、国同士で支えあって乗り越えられるはずなんだ」

　あたしは何も返すことが出来なかった。そんな事を考えたこともなかったからだ。

　誰だれしもが自国の事しか考えたことのないあの時代に於おいて、カウフマンの考え方は革新的過ぎると言っても過言ではなかった。

　今でも、ネイレシア全土という視点の考え方が出来る者はほとんどいない。それは皆が皆、自分の国を中心に考え、他国を卑ひ下げする形をとるからだ。学者として目の前にある事象をそのまま捉とらえる、というような考え方は異い端たんだった。

　そんな彼の考えがあたしにとっては、衝撃的で、眩まぶしすぎて………。

　彼の見る先が、あまりにも遠くて、あまりに大きくて……だから何も言えなかった。

「さよなら」の言葉も――それ以外の言葉も。

　あたしは確かあの時……ほんの少し、泣いていたのだと思う。







第四章　皇都シオニア防衛戦







　リジア軍ルスタフ・タギーが率ひきいる15万が山を降りた。農耕地区へと進み出ると、リジア軍は広こう範はん囲いに展開し陣を張った。そして15万の軍勢は皇都シオニアに向けてその歩みを進める。左方向には皇都を覆おおう壁に隣りん接せつされた人工の森が視界に入る。

　リジア軍は適切な距離を取りながらグラウスタンディアの出方を窺うかがった。

　するとグラウスタンディア軍は、それまで隠れていた人工の森より飛び出し、侵しん攻こうするリジア軍の前に立ち塞ふさがった。

「……ナターシアの推すい察さつ通りというわけか」

　苦笑いを漏もらしながらルスタフは目の前に広がるグラウスタンディア軍の軍勢を確かく認にんする。

　グラウスタンディア軍、その数は概がい算さんで４万５０００。

　15万のリジア軍に対し、グラウスタンディア軍は三分の一の兵数だった。１万程ほどが騎き馬ばし、そして残りは歩兵による連隊が控ひかえ、横列二重の陣を敷いてこちらの行く手を阻はばまんとしていた。

　こちらの行く手を遮さえぎる防ぼう御ぎよ陣である。

　だがルスタフは前方に配置されたグラウスタンディア軍の数に眉まゆを捻ひねる。

「……少なすぎる……まだどこかに埋まい伏ふくしている筈はずだ、慎しん重ちように軍を進めよ！」

　ルスタフの命令に全軍がゆっくりと歩を進める。

　左さ翼よくをバール・ジェラルド。

　そして右う翼よくをアーバス・ガータが率い、その最後方に於おいてルスタフ・タギーが作戦指揮を振ふるった。各指揮官将が５万ずつの兵を率いながら前進を開始した。

　すると突とつ然ぜん戦場では無数の音楽がかき鳴らされた。当然その音楽はリジア側の差し向けたものではない。グラウスタンディア軍が音楽を奏かなでているのだ。

「……なんだ？」

　呟つぶやくように口にしたルスタフは訝いぶかしげに戦況を見定める。すると横二列に展開するグラウスタンディア軍の内、四分の一が後退を始める。残りの兵はその場に残り、応戦の構えをとった。そして最前の騎き兵へい隊たいが出しゆつ陣じんし、こちらの様子を窺うかがうと同時に隊列の切崩しを行ってきた。

　更さらに騎兵隊が切崩した陣じん形けいに歩兵隊が突進。両軍、激しく交戦するもグラウスタンディアの歩兵隊はすぐに戦線を離脱し、次の騎兵隊が陣形切崩しに突進する。連れん携けい、機き敏びんな行動、細やかな進軍撤退命令は密に発令されている。

　さしものルスタフにも何が起こっているのか察しがついた。

　あの音楽だ。

　戦場を響ひびき渡わたる幾いくつもの音楽がグラウスタンディア軍に細かな指示を与えている事は明らかだった。リジア軍も同じく銅ど鑼らや角つの笛ぶえを使った指揮をする。

　だが今グラウスタンディアが行っているのは、そういった銅鑼や角笛で出来る情報量を遥はるかに凌りよう駕がしていた。一つ一つの隊がまるで遊ゆう撃げき隊たいのように、それぞれの意思で動いているかのようにルスタフの目には映ったのだ。

（だが違う！　決定的に違う！　遊撃隊などではない！）

　その証拠に各グラウスタンディアの隊が、全体のバランスを的確に把は握あくして動いている事は明白だった。

（戦況を見定めて指示を出している者がいる。そう……あの音楽を使って）

　そこまで分かっていながら、音楽の中にどんな指示が込められているのかまで、現状のルスタフに解析することはできない。何より曲の数が多すぎる。入り乱れた音楽を聞きわけることなど到底できない。

　今ルスタフの耳に届くのは、幾いくつもの音楽が交じり合った雑音でしかなかった。

（まさか……グラウスタンディア兵はこれを聞きわけているとでもいうのか？　いや、そんな事は不可能だ！）

　ルスタフがそう思う程ほどに、戦場でけたたましく掻かき鳴らされる音楽は混こん沌とんとした状況を作り上げていたのだ。




「でも――聞きわけられるんだな、これが」

　戦況に目をやりながら呟つぶやく青年に、隣となりに佇たたずむリュリュが不思議そうな目を向ける。

　両軍がぶつかり合う戦場の南に建てられた司令塔の上。

　クロム・ジャレットはリジアの大群の様子を見ながら相手の思おも惑わくを読むかのようにそう呟いて見せた。

　無数の音楽が指示機能を有している事はあちらも感づいている筈はずだ。しかし何も知らない者はこれを聞きわけることは出来ないと思うだろう。

　だがクロムにはこの音楽を使った情報伝達手段が可能である確信があった。

　カウフマンと共に５年前考案した伝達手段。

　奏かなでられた音楽は聴ちよう音おん範はん囲いにいる次の楽隊へと伝でん播ぱされる。各楽隊の持っている曲は一曲ずつ。その音楽は各１０００人の隊毎ごとに一曲を持ち合わせている。つまり前線で戦う４万５０００に対し45曲が掻かき鳴ならされているのだ。

　この音楽は各騎馬隊、歩兵隊それぞれが持っており、隊長は自分に与えられた音楽だけに耳を傾かたむけていればいい。５年かけて皇都シオニアの中で幾いく度ども奏かなでられた音楽は誰もが既すでに聞き知っている。音楽が乱れ飛ぶ戦場の中で自分の音楽だけに全神経を集中させればいい。

　そうすれば、その音楽が次の進軍命令を出だすからだ。

　――飛とび交かう音楽の中で、自分に与えられた一曲だけに耳を傾かたむける行こう為い。

　グラウスタンディアがこの期間の中で繰り返してきた調練の成果は明確に出ていた。準備の時間を全てこの調練にかけてきたのだ。

　たとえどれ程ほどの数の音楽が入り乱れようと、知っている曲のみに耳を傾ける事が出来るように人間の脳は出来ている。

　喩たとえるならば、人々が大声で話をする酒場や飲食店内でも、周りの声に惑わされず話し相手の声のみを認識できるのと同じである。本来であれば音は平等に耳に入ってくる。しかし人間は聞こうとしている人間の声を聴き、そしてその内容を理解する事が出来る。

　つまり人間の耳は意図的に聞こえる音を選別できるのだ。

　それの応用がこの音楽を用もちいた指令なのである。

　クロムは第一次リジア戦せん役えきの折にこの事に気が付いた。だが、これを戦場に投入する為ためには兵全てにあらゆる音楽を聞かせ、知っているものとして認識させねばならない。

　カウフマンとの協議の末すえ、終戦後に音楽の推すい奨しようをし皇都内は音楽に溢あふれる街になった。その事で現在、戦場で流れる音楽一曲一曲を誰もが認識している。そして自分の音楽のみに耳を傾け、その中にある情報で、司令官は動きを細かく変化させる事が出来たのだ。

　そしてその情報たるや一般的な銅ど鑼らなどを使った情報量とは一線を画す。

　まず基本となる音楽速度に対し、ゆっくりラルゴと急速プレストの変化をつけることが出来る。

　更にリズムを刻きざむ太たい鼓こ。今回はごく単純でわかりやすい変化をつけた。それは一小節の中で叩く太鼓の回数を基本四回とし、変容する場合には一小節の中で二回に下げる、または八回に上げるという変化だ。これはごく単純に聞き取ることが可能である。

　更に音域であるオクターブの上げ下げ、そして長調メジヤー、単調マイナーの変化。

　これらの複合をすることにより――、




　速度３種×拍子３種×音域２種×調２種――合計36種の指示を放つことが出来る。




　リズムと速度の変化はまだ多様にある。つまり各隊の隊長の耳がさらに良くなれば、より細かな指示ができるという事になるのだ。

　現に目の前で展開される戦いは、それぞれの隊がまるで意思を持った遊撃隊の様に縦じゆう横おう無む尽じんに動いていた。しかもそれらは俯ふ瞰かんしているクロムの視点から放たれた命令である。故ゆえにその全てが理りにかない、敵の防衛が甘い場所を見み抜ぬき、攻こう撃げきの手が強い場所を避さけ、被ひ害がいを最小限に留とどめながらジリジリと相手の兵を削けずっていく。

　同時にクロムは、相手の指揮官がどの軍を指揮しているのかを探さぐった。

　ジッと大軍の動きを凝ぎよう視しし、僅わずかな差さ異いを見極める。するとほんの僅わずかであるが右側の人工の森近くに展開する軍の歩調が速い。

（なるほど、あちらの兵を率いているのが、あの時の忙せわしない人か………）

　そう察したクロムはすぐさま下にいる伝令に命令を放つ。

「右５連隊を後退！　左８連隊、弓隊による一斉射撃！」

　すぐにその命令は、伝令によって伝達される。伝達されると同時に、進みが遅い方の軍に対し、無数の弓矢が放たれる。

　相手は防御を固め、弓矢をやり過ごす。それと同時に反対側の進みが速い方の軍が前へ前へと歩を進めた。そしてクロムの命令に従したがい、右翼側のグラウスタンディア兵は後退する。

　それと同時に、ただでさえ足早だった敵軍はさらに進軍速度を速めた。

　大きな軍団の塊かたまりが分離し始めたのだ。

（やはりせっかちな将軍だ）

　せっかちな軍はこのまま進軍速度を上げて人工の森とこの司令塔を狙ってくるだろう。

　そう思いながらもクロムは焦あせらずに、反対側の進行が遅れた敵軍に対抗する兵団に指示を飛ばす。

「左翼、騎馬隊は前進！　第95連隊から１０５連隊は突撃、後左方向へ展開。一時離脱し、隊列に戻れ！　追って歩兵隊第77連隊から82連隊は衝突後、後方へ下がれ。第67連隊から７６連隊は待機、後、前進―――」

　詳しよう細さいなクロムの指示は次々に発令されていく。伝令はその指示を楽隊へと伝えた。

　音楽に変換された命令は伝播され、各隊は即座にその指示に従い行動開始した。




　グラウスタンディア防衛線、左翼側最前部。

　その中にいたフィフニス率いる第１０２連隊に充あてられたのは、『星の唄』であった。

　元よりダグラスたちと、どの音楽にするかと話した際に、全員がこの曲を選せん択たくしたので希望を出したら、そのまま通過したのだ。

『星の唄』はどちらかと言えば静かな曲調の筈はずではあるが、管楽器によって少しアレンジが加えられ、フィフニスはその曲をしっかりと耳にすることが出来る。

　その上で曲調に当てはめられた指示を聞き取りすぐさま行動に移していく。

　――リジア軍外郭かくの兵の陣形を崩す。

　フィフニスはその為に隊長としての指示を飛ばす。

「みなさん！　密集陣形を取って相手の陣形を切り崩します！」

「「「「おおおおおおおっ!!」」」」

　フィフニスはすぐさま、一丸となり展開されるアーバス軍の歩兵と衝突した。

　突破力に長けた騎馬隊はリジアの歩兵の陣形を切り崩す。

「左方向へ抜ぬけます！」

　深入りをせずに、表層の陣形を崩すと、フィフニス隊はそのまま左へ抜け、円を描えがくように馬を走らせ、隊列の後方に戻もどった。

　するとフィフニス隊が崩したリジア軍の陣形に歩兵隊が突入しリジア兵に止めを刺していく。その歩兵隊もある程度まで相手にダメージを与えると、フィフニス隊と同じように左へと戦線から離脱。

　そしてその後から再び騎兵隊が出陣しリジアの隊列を崩していく。この繰り返しで少しずつリジアの大群の外がい郭かくを削り取っていった。

　的確な指示と連携は確かに最小限の被害でリジアにダメージを与えている。しかしリジアが誇ほこる人の壁は圧あつ倒とう的てきに厚かった。一ひと塊かたまりのリジア軍はまるで巨きよ大だいな化け物のように聳そびえ立つ。繰り返される攻撃で与えられたのは掠かすり傷程度なのではないのかと、思える程ほどにその守りは堅かったのだ。




　アーバス・ガータはこちら側に攻撃が集中している事を察し、すぐさま命令を放った。

「防戦だ！　敵の攻撃に備えよ！」

　リジア軍の右翼側はその場で防戦に入り堅い守りに徹てつした。

　弓撃に対し盾を構え、騎兵隊の侵しん入にゆうに密集隊形を徹てつ底ていさせた。

（順次、騎馬兵による陣形の切崩しと、歩兵による白兵戦。そして兵の体力の消しよう耗もうを抑おさえる為ための交代の段取り――すべてが理に適っている。だが、決していつまでも出来るわけではない！）

　確信的にアーバスはそう思った。グラウスタンディアはこの戦法を続ければ、体力の回復よりも疲ひ弊へいの蓄ちく積せきが上回り、必ずどこかで限界を迎むかえる。そこまで徹底防戦を続け、然しかるべき瞬間に打って出る。

　その時を見計らいながらアーバスは守りを固めた。

　後方中央隊を指揮していたルスタフは、右翼アーバスが防戦に入ったことを確認すると得とく心しんしたように頷うなずき、その眼めを左翼へ移す。

　左翼側を指揮するバール軍は、後退するグラウスタンディアをいい事に前進を続けた。

　どうやらグラウスタンディアは、こちらの軍を分断しようとしているらしい。

　なるほど、と思った。気き性しようの荒あらいバールは進軍速度が速い傾けい向こうがある。その性格を見抜きこちらの主力軍から隔かく離りしようとしているのだろう。あちらで指揮を執とっている人間はこちらの性質を的確に見抜き利用しているようだ。

　だがそれは先にナターシアが推測した通りとも言えた。あちらが一塊になった軍を分断することは織り込み済みだったのだ。

（ナターシア、おまえさんの読み通り、グラウスタンディアは分断に掛かかったぞ）

　そう思いながら、ルスタフは次の指示を飛ばした。

「よし、バール軍を全力で進軍させろ！」

　言うと同時に銅ど鑼らが掻かき鳴らされる。

　ここからはルスタフとアーバスが率いる軍勢10万はグラウスタンディア軍の引き付け役を担になう。

　そしてわざわざ道を開けてくれたグラウスタンディアの策に乗っかり、バール軍を一気に進軍させるのだ。その目標は二つあった。

　一つは皇都の城じよう壁へきに隣接する人工の森。

　もしまだ伏ふく兵へいが潜ひそんでいるとすればあの森の中に違いない。他ほかに潜む場所など存在しないからだ。

　そしてもう一つが司し令れい塔とうだ。

　――この戦場が一望できるあの丘おかの上をバール軍５万が進しん撃げきし叩く。現在のグラウスタンディアの戦略は全てあの司令塔より発せられているのは確かなのだ。あれを潰した瞬間、グラウスタンディアは一気にその力を削そがれる。それまでルスタフたちは防戦によって凌しのぎ切るのだ。




　銅ど鑼らの音がけたたましく戦場に掻かき鳴ならされると、リジア十二貴族指揮官将バール・ジェラルドは好戦的な笑えみを浮かべ全力の進軍命令を出した。

「叩き伏せろ！　我らの前を邪魔する者は、全て骸むくろに変えてやるのだ！」

「「「「おおおおおおおおおっ!!」」」」

　気き勢せいが上がると同時に、陣形は方ほう陣じんから錐すい陣じんへと切り替わる。四角い形をした方陣とは打って変わり、錐すい陣じんはその形を三角形にし、突破力を躍やく進しん的てきに上げる。そして全兵は疾しつ走そうしながらグラウスタンディア軍へと突進していった。

　その変容にグラウスタンディア側は即座に反応できず、次々に突破されていく。

　そしてその進軍の手は、司し令れい塔とう方向に向いて真まっ直すぐ進しん撃げきしていった。

　その時、グラウスタンディアの司令塔から野太い角つの笛ぶえの音が戦場を響き渡った。

　奏かなでられる無数の音楽の中で、その角笛の音は異い彩さいを放っていた。

「なんだ!?」

　バールは鋭するどく角笛の音を聞きつけ、神経を尖とがらせて警けい戒かいした。

　するとどこからか無数の蹄ひづめの音が響き渡る。

　それは建設された人工の森の中に待機していた隠し玉。グラウスタンディアの精せい鋭えいたちによる軍である。

　その先頭に立った司令官は高々と剣を振り上げた。

「我に続け！　皇都を守る勇者たちよ！　全ての力を出し尽つくし、臣民を守護するのだ！」

　その大だい音おん声じようを発した者は、王者が身に纏まとう紅くれないのマントをたなびかせ、威光を放ちながらすべての兵の先頭に立った。

　――グラウスタンディア皇国第一皇子ダカット・クセルクセスである。

　皇都防衛に決してその姿を見せる事はない皇族が出陣し兵たちを先導したのだ。

　バールはその一団を眇すがめ見て、軍勢を推おし量はかる。

　目算２万はいるであろう。

　皇子の出陣に歩兵隊の心は高揚し、士気は極限まで高まっているのが見て取れる。

　誰もが叫さけぶように声をあげ、槍を高らかに天に突き上げていた。

　そしてダガットが率いる軍は、人工の森から躍おどり出ると、司令塔に向かおうとするバール軍の行く手を塞ふさぐように立ちはだかった。

　そんなダカットの軍とバールの軍が衝しよう突とつすると同時に干かん戈かが交わり戦せん闘とうが開始される。

　両陣営、共に士気は高く、裂れつ迫ぱくした空気がぶつかり合う。

　出陣してきたその男の姿に、指揮官将バールは豪ごう快かいに笑い声を上げた。

「うはははははっ！　グラウスタンディアの皇子が出てくるとは僥ぎよう倖こう！　相手にとって不足なしっ！　行けっ！　リジア軍の意地を見せろ！　皇族の首級を上げるのだ！」

　両者のぶつかり合いはこの戦地に於おいて、最も激しい物だった。土煙を上げ、剣が槍が火花を散らせ、血ち煙けむりが上がる。

　気性が荒く戦闘になると周りが見えなくなるバールであったが、この時、彼かれの頭の中をナターシアの言葉が駆け抜けた。

　それは相手の軍勢がどこにいるかを見み極きわめよ、というものだった。

　目の前のダカット軍は２万。横列に展開するグラウスタンディア軍は４万５０００。海浜地区と皇都の中にも人員を割いている事を考えても、それでもやはりこの戦場にいる兵数が圧倒的に少ない。

　そう判断したバールは即座に後部に控ひかえる各隊に命令を下した。

「後部隊は火矢を持て！　あの人工の森へ差し向けろ！」

　その命令にバール軍の半分にあたる２万５０００が火矢を番つがえ人工の森へと方向転換をした。

　即座に火矢は森に向かい放たれ紅ぐ蓮れんの炎が広がった。

　ダカットが率いる２万の兵以外に、計算上あと４万の兵がいる筈はずなのだ。隠れられる場所はあの森しかない。森はあっという間に火が回り、激しく燃え上がった。

　２万５０００のバール軍が森を焼き、残りの２万５０００は司令塔を落とすためにダカットの軍勢２万とぶつかる。

　陣形は両者乱れ、乱戦となった。それでも勢いは収まる事はない。全力のぶつかり合いの末、ダカットとバール、両陣営の長が急速に接近した。

　お互たがいその姿を目に捉とらえ、バールは曲刀をダカットに向けた。

「グラウスタンディアのヒヨッコ皇子が、先日の会議では随分とおとなしかったが、戦場では如何いかなものか！」

　するとダカットもそれに不敵な笑みで返す。

「ならば試してみるがいい！」

　すると、兵たちはそんな両軍の長を取り囲むように円を作り睨にらみ合った。

　一騎打ちである。

　こうなった場合に於おける、兵たちの将への攻撃は憚はばかられる。それは戦場と呼ばれる場所が命と命をぶつけ合う神聖な場であることを示していた。お互いの将が武勇を決する場所。そこに水を差すことは、自らの将を貶おとしめる事となる。なので一騎打ちに雪崩なだれ込んだ場合、兵たちはどんなに勢い込んでいたとしても手を止め、そして自らの将を信じ戦いを見守らねばならない。

　これはルールなどではない。戦いという場を知る者ならば、そうせざる得えない、と誰もが身をもって知るのだ。

　円の中心で馬上のダカットとバールの睨にらみ合いが続く。お互いの一いつ瞬しゆんの隙すきを探り合い、その場は最も静せい寂じやくに包まれていた。

　膠こう着ちやくするかのような沈ちん黙もくを破り、先手を打ったのはダカット。

「やぁぁぁぁ！」

　大上段から直剣をバール目がけて振り下ろす。勿もち論ろんバールはそれを受け、力で押し返す。

　そこからは両者一歩も引かない馬上での斬り合いとなった。膂りよ力りよく、剣技共に拮きつ抗こうしているかのようだった。

　あまりに激しい打ち合いに、周りにいた兵たちは息をするのも忘れるほど緊きん張ちようを漲みなぎらせた。

「うははははっ！　やるではないか、ヒヨッコ皇子が！　だが、それでは我には勝てん！」

　言いながらバールの曲刀がゴウゴウと風を切り、水平にダカットの脇を狙う。

　咄とつ嗟さに身構えるダカットの長剣がそれを受ける――と同時にダカットの身体がその衝撃で後ろへ飛んだ。

「――くっ！」

「これで決着だっ！」

　その隙すきを見逃さず、バールはダカットに向かい一気に距きよ離りを詰つめる。

　そしてその曲刀がダカット目がけ突き出される――が、ダカットは直剣の柄つかを絶妙なタイミングでバールの曲刀に当て叩たたき落とした。

　僅わずかにバランスが崩れるバール。その頭ず上じよう目がけダカットの直剣が振り下ろされるかに見えた。

「掛かったな、小僧！」

　バールは体勢を捻ひねり、曲刀を斜ななめに斬り上げた。その動線はダカットの脇腹目がけ、真まっ直すぐに向けられる。後方へ引こうとしてももう遅い。

「掛かったのは貴様だ」

　しかしダカットは前進し、乗る馬はバールの馬と衝突した。そして脇腹に斬り込まれる筈はずの曲刀は、ダカットが直前で引き上げた鋼はがねの鞘さやで受け止められる。

「なっ！」

　驚きよう愕がくに目を剥むくバールを、ダカットは冷静に見下ろし剣を振りかぶった。

「おまえは強い………」

　そして体勢を崩したバールの首目がけ、その剣は振り下ろされた。

「だが、俺は王者である！　世界を統すべる王者！　ダカット・クセルクセス！　ネイレシアをこの手に納める者だぁぁっ！」

　ダカットの剣はそのままバールの首を斬り落とし、そして胴体を乗せた馬は嘶いななきながらその場を駆かけ回まわった。

「リジア十二貴族バール・ジェラルドが首！　このダカット・クセルクセスが戴いただいた！」

　勝かち鬨どきを上げるダカットにグラウスタンディアの兵は気勢を上げた。そして自らの将を失ったバール軍は幾いく何ばくかの抵てい抗こうを試こころみるも、指示系統を失い明らかな混乱が生じる。その隙すきをダカットが見み逃のがす筈はずはない。

「全軍、リジア兵を蹂じゆう躙りんしろ！　グラウスタンディアの力を見せつけるのだ！」

　その声にグラウスタンディア兵は気勢を上げながら、応戦するリジア兵を存分に斬り捨てた。この期ごに及およんでは全軍を指揮する者を失った軍は圧倒的に弱体化する。各将校から指示が飛び交うも、それぞれ全く違ちがった指示が錯さく綜そうし、リジア兵たちは隊列を乱した。そうなってしまった軍の末まつ路ろはどこも変わらない。

　ダカットの軍に圧おされ、散り散りに散さん開かいしたのだった。

　そしてその状じよう況きようは、遠くで戦う者たちにも、すぐに伝でん播ぱした。

　将の首が取られた、と言う事実は決して軽い物ではない。誰の目から見ても、バール軍が将を失い、そして指示不足の為ために一気に押し返されているのは明らかだったのだ。

　中央後方でそれを察したルスタフは歯は噛がみした。

「……散ったか……バールよ」

　バールが討うたれた以上、ルスタフの率いる中央隊５万も前進する必要があった。グラウスタンディアの音楽による細かな指令は、圧倒的であったが未いまだ人数ではこちらが勝まさっている。

　常つねには温おん和わな表情をしたルスタフの顔が鬼神の如ごとく闘志を漲みなぎらせた。

「だが、まだ終わらん！」

　このまま前進させ、バール軍の兵を吸収する必要があった。

　何よりも横列に展開し開戦当初から闘い続けてきたグラウスタンディア兵に疲れの色が滲にじみだしたのが見て取れた。当たり前のことだ。あの少ない人数で攻撃に徹てつしていたのだ。疲れない筈はずがない。

　この機を逃してはならない。

　疲れきり消耗したグラウスタンディア軍を今こそ押しつぶす。

「前進だ！　グラウスタンディア軍を叩き潰せ！」

　その時、グラウスタンディア軍の司令塔より再び角笛の音が戦場に響き渡った。遠くまで届くその音が、いったいどこに向かって発せられているのかルスタフは一瞬訝いぶかしむ。

　伏ふく兵へいがいる筈はずの森は既に焼き払っている。

（ではどこに？）

　そう思った瞬しゆん間かん、ルスタフの後方からけたたましい怒声が響き渡った。

「「「「おおおおおおおおおお!!」」」」

　振り返りながらルスタフは目を剥むいた。

　そこにはグラウスタンディア兵が大たい挙きよしていたのだ。

　そしてそれを率いる二人の将軍が高らかに名乗りを上げる。

「グラウスタンディア皇国将軍シド・レオナントス！　死にたくない者は道を開けろ！」

「同じくグラウスタンディア皇国将軍！　シェルシュ・ニカノール！　全軍を以もつて討とう滅めつする！」

　ルスタフは一瞬の間、頭の中が真っ白になるほどの衝撃を受けた。

　いったい何が起こっているのか理解が出来なかった。

（どうしてこやつらが………）

　思うと同時にルスタフの頭の中にはシオニア周辺の地図が展開される。

　そして自分たちの進軍状況や時間の経過などを並べ立て――、

（……そういう事か!?）

　と苦虫を噛かみ潰つぶしたように顔を歪ゆがめた。

　グラウスタンディア軍は、山を越える自分たちの後を付けて来ていたのだ。

　ジン・イテロンを討ったゴザ川――あの場所から引き揚げたシドとシェルシュは、そのまま森の中に身を隠し、リジア軍が山に入ったのを確認すると、その後を気付かれない距離を取りながら付けてきたのだ。

　山中は木が生おい茂しげっている。地の利を解わかっている彼らなら、気付かれずに後を追う事は容易たやすいだろう。

　リジア軍はグラウスタンディア軍に挟きよう撃げきされたのだ。その事に逸いち早はやく気付いたルスタフは後方に対し防戦の構えを取って対応した。どうにかルスタフ軍は奇き襲しゆうを仕し掛かけてきたシドとシェルシュに対しギリギリ守りを固める事に成功する。

　どうやらあちらを指揮するシドとシェルシュは、その事に気が付いたのだろう。守りを固めるルスタフ軍と正面衝突し交戦する事を避さけた。グラウスタンディアの軍勢は進軍方位を右翼側に逸そらしルスタフ軍を削るように進んでいった。

　結果シドとシェルシュ率いる軍はその勢いを殺すことなく、右翼に展開するアーバス・ガータの率いる軍へと突とつ進しんをかけたのだ。

　シドとシェルシュが接近している事に気が付くのが遅れたアーバスは、背後を取られた。

　現在前方を４万５０００のグラウスタンディア軍、そして後方を計算上、おそらく４万のシド、シェルシュ軍に挟はさまれる形になったアーバスは苦く渋じゆうを浮かべ目を血走らせた。

「おのれぇグラウスタンディア兵！」

　アーバスは挟きよう撃げきに対しすぐさま命令を発し応戦をした。

　だがグラウスタンディアの勢いは凄すさまじい。アーバスが討たれるのは、既すでに時間の問題であった。

　ルスタフもまた兵たちに指示を出しながら、

「……アーバス、持ちこたえてくれ……」

　と呟つぶくように言うと、その視線を右翼遠方に移した。

（頼たのむぞ……後はおまえが司令塔を潰してくれれば……）

　ルスタフは祈いのるような気持ちでその方向を眇すがめ見た。このままでは確実にグラウスタンディアの餌え食じきとなる。だが司令塔さえ潰れれば、グラウスタンディアのこの特とく殊しゆな猛攻はもうできない。

　そしてその最後の希望とも言える一団は、アーバス・ガータたちが交戦する右翼を大回りする形で目的の司令塔に向かい急速に進軍していた。

　その一団を率ひきいる司令官は、戦せん況きようを遠くから感じ取り目を眇すがめた。

（バール殿どのが討ち取られた事は明白……更にアーバス殿の軍には後方からの挟撃……）

　的確に状況を読み取りながら、それでも彼かの女じよは諦あきらめてはいなかった。

　いや、ここで司令塔を潰し、軍師の首級を上げる事。それのみに集中をしていたと言っていい。彼女は進軍する兵に声を放つ。

「皆みな動どう揺ようするな！　バール指揮官将の無念を晴らすことが出来るのは我々のみ！　そしてこの窮きゆう地ちを覆くつがえすことが出来るのも我々のみである！　決して気を抜くな！」

　高らかに声を放ったのはナターシア・リブレリアである。

　彼女が率いる兵１万はバール軍とは反対側の右翼方面から急速に進軍していた。同じ右翼を指揮するアーバスがグラウスタンディア軍を引き付けている間に、更にその大外を回る形で司令塔を潰しにかかっていたのだ。

　急速にクロムが守る司令塔へとその歩を進めるナターシア。遠方に出現したナターシア軍にグラウスタンディア軍が気がついた時にはもう遅おそかった。

　司令塔から最前で戦うグラウスタンディア軍まではかなりの距離がある。

　たとえ騎馬で駈けつけても決して間に合わない。それ程ほどに、ナターシア軍は司令塔の丘まで迫せまっていたのだ。




　クロムは司令塔の上から急速に接近する一団を目もく視しする。

　この司令塔を守る兵数は３０００。しかもその殆ほとんどが伝令や楽隊で構成されている。一瞬で蹴散らされる事は明白であった。

　司令塔の櫓やぐらの上で横に立っていたファウラは、アワアワしながらクロムの袖そでを引っ張る。

「や、やばいよクロム！　すっごい兵数がこっち来てますけどぉ！」

「そうだね」

「なに落ち着いてんのこの人はっ！」

　そんな慌あわてるファウラを落ち着かせようとしていると、今度はリュリュがやって来る。

「クロムよ、これは危険だ。逃にげた方が……」

　クロムはリュリュの頭に手を置き、首を横に振る。

「軍師が逃げるなんてわけには行かないんだよ。それは今戦っているすべての兵を見捨てる行こう為いだからね」

「見捨ててはダメ？」

「ああ、ダメだ」

　クロムはリュリュに言い聞かすように強く頷うなずき、こちらに向かってくる一団に視線を戻した。

（恐おそらく率いているのはナターシア・リブレリア。そして彼女が率いる兵は、リジアの中でも精鋭集団だろう）

　クロムはこちらに向かうリジアの一団を見つめながら、冷静に状況を分析した。

　この司し令れい塔とうが如何に重要であるかを知っている彼女なら、必ずそういう編成にするからだ。

　幾いく重えにも敷しいた司令塔撃破の策。それは彼女が、司令塔を無くした瞬間に弱体化するというこちらの弱みをしっかりと理解している証しよう拠こである。

「でも、それも知っていたよ」

　クロムは苦笑いにも似た顔でその方向を見定め、指令を放つ。

「火を放て！　北、西、南側一面、全てにだ！」

　その指示を受け、周りの兵たちは丘の周りに予あらかじめ積まれた薪たきぎに火を放った。油を塗まぶした薪たきぎは一気に燃え上がると、炎を巻き上げた。半径10町（約１０９０ｍ）の丘を取り囲むように炎が渦巻き、すぐに北西南三面は炎に包まれた。

　だがナターシアの一団に動じた様子はなく、進軍の速度も勢いを増す程ほどだった。

　そして彼女は冷静な表情で旗き下かの兵たちに大声で指令を発した。

「軍を四分する！　二大隊は北へ！　一大隊は南へ！　中央隊はそのまま突破しろ！」

　言うと同時にナターシア軍は三方へ向かって分かれた。積み上げられた薪たきぎなど、蹴け散ちらせばすぐに鎮ちん火かする程てい度どのもの。彼女らの足を多少止める程度に過すぎない。

　各リジア兵は北西南の火の鎮火に当たり、そして指揮官であるナターシアが東側に回り込んでくるのが見えた。

　彼女らはクロムたちの退路を断とうとしているのだろう。

　北西南側の鎮火が殆ほとんど終わりに近づいた頃ころには、ナターシアを筆頭とした隊も東側を完全に包囲していた。

　それを眼下に見下ろしながらクロムは頭を掻かいた。

（歩兵部隊ながら、なかなかの機動力。手ごわい相手だろうな）

　現状を確かく認にんしながらも、クロムたちは動かなかった。

　すると丘の下に割かつ拠きよした大隊の中で、ナターシアが何かに気が付いたようにハッとする。

　その視線は鎮火の終わった各所に向いている。

（いや、彼女が見ているのは地面。地面に漂う煙の種類だ。どうやら彼女は気付いたようだ。………だがもう遅い）

　クロムはそう思いながら薄うすく笑った。

　鎮火が終わった丘の周りには、未いまだに薄うつすらと煙が漂っている。その煙は明らかに、残り火が放つ種類の煙ではなかったのだ。

　同時にナターシアの大だい音おん声じようが響ひびき渡わたった。

「離はなれろ！　それは罠わなだ！」

　言った時には既すでに遅かった。北西南側の地面が広こう範はん囲いに亘わたって一いつ斉せいに崩れ、兵たちが滑かつ落らくしたのだ。

　突とつ然ぜんの事にリジア兵たちの間から阿あ鼻び叫きよう喚かんが木こ霊だまする。なにせ唐とう突とつに足場が消失し、滑かつ落らくしたのだ。何が起こったのかもわからないだろう。

　クロムはその様子を見てよしよしと頷うなずいた。

　クロムが指示したのは元よりある丘の周りに堀ほりを巡めぐらせる事だった。

　深さ二間（約３ｍ62㎝）、幅八間（約14ｍ48㎝）。そこに木で出来た足場を組ませ、板を敷き、更さらに土をかぶせてそれを隠した。そして開戦前に兵たちに堀の中に潜もぐり込こんでもらい、大いに油を撒まいておいた。その隠し堀の中に火を投げ込めばたちどころに火が回る。縄なわで括くくられた足場に火の手が回ればすぐに崩れ去り、その上にいたリジア兵たちの行く手を阻はばむことが出来る。

　そしてそんな滑かつ落らくしたリジア兵たちの頭上から、伝令や楽隊が次々に矢を放つ。

　二間（３ｍ62㎝）の距離なら、どんな下手な射手でも所狭しと蠢うごめくリジア兵を外すことはない。次々にリジア兵たちはグラウスタンディア兵の矢の餌え食じきとなった。

　更さらに油を染み込ませた大きな麻あさ布ぬのを投げ込むと同時に、それに火矢を放つ。

　方々に火の手が上がり、リジア兵は混乱の極みに達した。

　そんな状況を確認しながら、クロムは東方向に目を移す。

　そこには猛もう然ぜんと丘を駆け上がって来るナターシア率いる大隊の姿があった。

　分断されたとはいえその数は２５００はいるだろう。

　この一団も隠し堀に落とすわけには行かなかった。それをしてしまえば、クロムたちのいる丘が孤こ立りつしてしまう。なので必ず道を残しておかねばならなかったのだ。

「少なからず、戦わなければならない訳ね……」

　皮肉な口調でそう言いながらクロムは櫓やぐらの梯はし子ごを使わず素す早ばやく飛び降りた。

　同時に腰こしに差した二本の山刀を抜き放つ。

　するとモモに乗ったリュリュがクロムの下へとやってきた。

「戦うのか？」

「ああ、そうだ」

「幻術は使うのか？」

「いや、使わない。幻術を使わなければならないのは、神々が顕けん現げんした時くらいにしておきたいんだ。何より広範囲すぎる。この人数に幻を見せるのは結構しんどい」

「………そうか」

　リュリュはあっさりと納なつ得とくしたのか頷うなずき返し、近くに迫る危機に目を向けた。

　するとそんなクロムの下へ、ファウラも梯はし子ご段だんを降りてきた。

「………ねぇねぇクロム、あたしも戦わなきゃいけないっかなぁ？」

　困ったような泣き出しそうな顔をしながらファウラは戸と惑まどう仕草を見せる。

　勿もち論ろんクロムは、明らかに戦闘が苦手なファウラを前線に出だすつもりはなかった。

「いいや、遠くから見ていてくれ。君の仕事じゃない」

　そう伝えるとファウラは心底安心したように胸をなでおろす。

「うはは、やさしいねぇ、クロムは」

「まあ、僕ぼくが死んだら自分の身は守ってくれよ」

「うへぇ、やだなぁそれは……まあ、負ける気はないんでしょ？」

「ああ、そのつもりだ」

　言うと同時にクロムは周りにいる兵たちに指示を放つ。

「よし、迎え撃つはリジア兵２５００！　とりあえず、守り切りましょう！」

「「「おおおお！」」」

　勇ましい気勢を上げる兵たち。それでもクロムは頭を掻かきながら、

（……やっぱり、将軍たちやダカット皇子みたいには出来ないなぁ）

　と自分の軍人としての資質の無さを思いながら苦笑いをした。しかし今クロムの周りにいる兵たちは普ふ通つうの歩兵や騎馬兵とは種類が全く違う。

　彼らはユースティナから預かった精鋭、近この衛え兵へい３００。

　倍の数が攻せめてきても対等に戦りあうことが出来る戦闘のプロたちだ。しかし今目の前にいるのは倍どころか８倍以上の数である。

　だがそれを有利にする為ための策を、勿論クロムは張り巡らせていた。登って来る丘の道の方々には一尺幅（約30㎝）の石を置き、足場を悪くしておいたのだ。戦闘に夢中になれば躓つまずき足を取られる。逆にこちら側にはまったく石がない。なのでいい足場で存分に戦うことが出来る。またあちらは石が多く配置してあるところを避さけるようになる。すると広範囲に展開し、囲い込むことが儘ままならなくなる。自おのずとリジア側の戦闘区域は狭せばまることになる。そうなれば、一斉に２５００人を相手に戦う必要はないのである。

　それでもナターシアの大隊は山頂のクロムが控ひかえる陣に向かって歩を進める。

　クロムは最後方にいながら、近衛兵たちに指示を飛ばし、同時に遠くに展開するグラウスタンディア軍の戦闘を目もく視ししながら、あちら側への指示も楽隊に飛ばす。

　そうするうちに、ナターシア軍と近衛兵団の戦闘が開始した。奮ふん戦とうする近衛兵団はリジア兵を次々に斬り裂く。しかし後から後から力と数で押し込みかけるリジア兵に、次し第だいに近衛兵団も圧おされ始めていた。

　そんな最前の戦いの様子が一気に変わったのは、彼女の一声が上がった瞬間だった。

「出てこい、グラウスタンディアの軍師！　………いやっ、クロム・ジャレット！」

　それはリジア兵を率いるナターシアの声であった。

　彼女の奮ふん迅じんに、共に戦うリジア兵は一気に活気付き、近衛兵団の中に突破口を切り開く。

　躍おどり出るようにナターシアはクロムの前に姿を現すと、手にした曲刀を振ふりかぶるように構えた。

「ここで死んでもらうぞ！」

　言うと同時にナターシアの曲刀がクロム目がけ叩き落とされる。

　即座にそれを山刀で受け止め、力で押し返す。ナターシアは身を捻ひねり、着地するとその切っ先をクロムに向けた。

「おまえにどうしても聞いておかねばならない」

　クロムは飄ひよう々ひようとした態度で返した。

「さて、なんだい？」

「此こ度たびの戦いくさ……策を考案したのは貴様か？」

　さてどう答えたものかと考える。だが、おそらくどう答えてもこのナターシアには見透かされるのが落ちだろう。そう考えたクロムはナターシアの問いに素す直なおに答える。

「まあ、そうだね」

「……ライラ様に対するあの策もか？」

　クロムは渋しぶ々しぶと言った表情で頷うなずき返す。

「ああ。ライラ・スーサはあの策に気付く――と踏んでいた」

　確信的な口調のクロムに、ナターシアは眉み間けんの皺しわを深くさせた。

「そしてその事に――私が気付くことも計算していたのか」

　そう言ったナターシアは顔に怒いかりを漲みなぎらせ、そしてその目は恥ち辱じよくに潤うるんでいた。

　女性のそんな顔にクロムは少し申し訳ないような気持ちになりながら、それでも正直に頷うなずき返した。

「……ナターシア、君なら必ず気が付く……そう確信していた。僕はリジアの頭脳を信頼していたので」

　クロムの答えに、ナターシアは燃え盛るような闘気を漲みなぎらせその身を震ふるわせた。彼女から放たれるその感情が、怒りなのか憤いきどおりなのかはわからなかった。

「――よくわかった。我わがリジア宗旨国家にとって、やはりおまえは殺しておかねばならない存在であることがな！」

　言うと同時にナターシアが地を蹴り、曲刀の切っ先をクロムに突きだす。クロムは後ろへ飛びながら、山刀で弾はじいた。だがナターシアの連撃がさらにクロムを襲う。

　恐ろしい程ほどに卓たく越えつした剣技だった。並大抵の努力ではここまでの技術に到とう達たつすることは出来ない。それでもクロムの剣は、ナターシアの剣を防ぎながら反撃の機会を窺うかがう。

　が、その時、対面の西側からリジア兵たちが現れた。

　滑かつ落らくした堀を登り切り突とつ破ぱしてきた者たちだろう。守るのは少数の伝令たちだ。いくら優位な状態だとはいえ、突破される個所も出てくるだろう。

　だが今はまずかった。するとそんなクロムの脇をモモに乗ったリュリュが駆け抜ける。

「ここは任せて」

　言うとリュリュは自在にモモを操あやつり、リジア兵に向かって行った。

　モモは登ってきたリジア兵に鉤かぎ爪づめを突き立て、牙きばを剥むいた。巨大な山犬に皆みなが槍やりを、剣を突き立てようとしたが、俊しゆん敏びんなモモはそれを悠ゆう々ゆうと躱かわしていく。

「モモ、叩き落として！」

　リュリュの命令に、モモは巨きよ体たいをリジア兵たちに叩き付ける。そしてどうにか登ってきた者を再び堀の下へ落としていった。

　そんなリュリュが奮戦する間もクロムとナターシアの攻こう防ぼうは続く。更に近衛兵団を突破したリジア兵たちもその戦列に加わりだした。クロムは剣豪であるナターシアを相手にしながら、同時に幾人ものリジア兵とも斬り結ぶ。

　ダカットとバールのような将軍同士の一騎打ちのようにはならなかった。

　それは将軍とは違い、軍師は戦場に於おいて安全な後方で指示を出している卑ひ怯きよう者ものという観念がある事がその理由であった。血と汗あせを流す兵にとって、軍師はどこか軽けい蔑べつされる存在なのである。

　それ故ゆえにリジア兵は、クロムとナターシアの戦いへ介かい入にゆうする事に躊ちゆう躇ちよはないのだろう。

　クロムの二刀流を以もつてしても、とても手が足りない状況。

　どうにか周りの状況に目を走らせ、ギリギリで囲い込まれることを避さける。うまく自分の立ち位置と相手の立ち位置を見極め、でき得る限り優位な場所を選んで戦う。

（さて……追い詰められない位置を選んでいかないと……）

　そうクロムが考える通り、優位な位置はどんどん狭せばめられている。取り囲むリジア兵の数が増えてきているのだ。いくら斬り倒しても、あちらは圧あつ倒とう的てきに多い。

　更に裂れつ帛ぱくした気勢でナターシアが斬り込んでくる。

「覚かく悟ごしろクロム！」

　彼女の渾こん身しんの一いち撃げきがクロムの山刀の一本を撥はね除のけた。そして一気に間合いを詰め、曲刀をクロムの胸に目がけて突き出した。

　山刀で払い落とすには間に合わない。

　クロムは瞬しゆん時じに判断し、その身を反そらした。間合いにナターシアが飛び込む。

　今、引けばナターシアが曲刀を一いつ閃せんし、自分はその餌え食じきになる。そう思ったクロムは、そのまま更にナターシアの間合いに踏み込み、剣を握る彼女の手を掴つかんだ。

「なっ！」

　ちょうど手首の位置を押さえつけられ、ナターシアは手を返すことが出来ず間近に迫ったクロムを睨にらみつけた。

「はなせっ！」

「そういうわけにもいかない。僕も死にたくないんでね」

　敵意に満ちた瞳ひとみでナターシアは歯は軋ぎしりをする。リジア兵はそんなクロムに飛び掛かることが出来ない。周りから見れば、ナターシアが盾に取られたように映ったからだ。

「どうするつもりだ？　いつまでもこうしているつもりか？」

　するとクロムはニヘラッと笑って眉まゆを捻ひねった。

「僕もどうしていいのか困ってます」

　その返答にナターシアは呆ほうけたように言葉を失うが、すぐに我に返ったように視線を鋭くし、周りの兵に向かって命令を発した。

「こやつを斬れっ！　命令だっ！」

　彼女がそう言うと同時に数人のリジア兵は曲刀を大上段に構え、クロム目がけて向かってきた。

　が、そんなリジア兵の頭部に突然、

「おごっ！」

　拳こぶしほどの大きさの石の礫つぶてが飛来した。頭の形を歪ゆがめ、リジア兵が地に没ぼつする。その石が飛来した方向に皆が目を移した。

　それは司令塔の中心、物もの見み櫓やぐらの上からだった。

「うへぇ、これ、あたしの身を守る用の石なんですけどぉ……もぉ……」

　渋しぶ々しぶと言った顔をして石を手にしていたのは、ファウラだった。彼女はそのまま振ふりかぶると、手にした石をリジア兵に向けて投とう擲てきする。

　その狙ねらいはあまりに正確にリジア兵の蟀こめ谷かみ目がけてぶち当たる。そしてリジア兵は脳のう漿しようを迸ほとばしらせながら次々に地に没ぼつしていった。

「ちょちょちょ、クロム！　そんないっぱい石ないから早くどうにかしてよ！」

　慌てた様子で困り顔をするファウラ。クロムは少し笑い返すと、

「わかったよ」
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　と言って手にしたナターシアを引き寄せるように引っ張った。

「…………っ！」

　ナターシアの身体はクロムの脇わきをすり抜け、放り出される。すぐさまナターシアは体勢を立て直しクロムに曲刀を向けた。

「おのれ、覚悟を……」

「覚悟をするのはナターシア、君の方だよ」

「なにっ？」

　そう言ったナターシアは、瞠どう目もくし後ずさる。彼女の目に映ったのは他ほかでもない、丘おかの東側を上って来るグラウスタンディア兵たちの姿だ。それもかなりの兵数。

　その一団を率いるのは、先ほどバールを討ったダカット・クセルクセスだった。

「さあ、リジア人を一人残らず殺さつ戮りくするのだ！」

　その号令にグラウスタンディア兵は勢いづく。

　クロムはこの時間を稼いでいたのだった。最初から不利であることがわかっているこの戦いに於おいて、殆ほとんどの兵を最前に送り出さねばならない。自おのずと司し令れい塔とうに割さくことが出来る兵員の数は限られてくる。

　だがリジア軍はグラウスタンディアが得意とする細かな指令を前にし、必ずここを狙うことは判わかっていた。だから、クロムは東側を残したのだ。

　司令塔の人員が逃げるためではなく、後から来る救きゆう援えんを通すために。

　ちょうどその時、遠方で戦う大軍から、

「「「「おおおおおおお!!」」」」

　と盛大な勝かち鬨どきが上がった。

　それを遠目にちらりと見てクロムはナターシアに向き直る。

「おや、誰だれか将軍が討ち取られたようだ」

　するとナターシアは目を見張り息を呑のむ。

「……アーバス殿………」

「残すところは後方中央のリジア軍だけだ。誰が指揮をしているのかはわからないけどね」

　ヘラッと笑って見せるクロムにナターシアは睨にらみ付つけるような視線を送った。

　その状況を見ればナターシアが次に発する命令は一つしかないだろう。

　彼女は悔くやしそうに奥おく歯ばを噛かみしめ、大だい音おん声じようを放った。

「…………全軍！　撤てつ退たい！」

　ナターシアの号令に、リジア軍は西側へと走った。伝令たちを突破し、堀を抜け敗走していく。

　漸ようやくクロムの下へと到とう着ちやくしたダカットは戦意を漲みなぎらせながら追走命令を出そうとしている。そんな彼かれをクロムは嗜たしなめる。

「追走する必要はありません」

「なんだ？　俺おれにまで命令をするつもりか？」

「なに言ってんですか？　さっきは僕の命令で出しゆつ陣じんして敵将を取ったくせに」

　するとダカットはフンッと鼻で返事をする。

「だが、このままリジア兵を叩き潰せば、今後の戦いが有利になるのではないのか？」

　するとクロムは首を横に振る。

「いいえ、そんな事はありません。今回相手にしているのは、リジア軍16万程度。１４０万いるとされるリジア兵の一部ですよ。それよりも生かしておくべきです」

「何な故ぜだ？　まさかそれも策なのか？」

「ええそうです。敗走した兵を逃がすのも作戦の内です」

「大勝利を前に、据すえ膳ぜんを食わせないとはな」

「いいじゃないですか、負けたのではないんですから」

　クロムはそう言うと、敗走するリジア兵を逃がすために軍に攻こう撃げきの手を止めさせる命令を発した。グラウスタンディア軍はすぐに攻撃をやめ後退する。

　するとリジア側も銅ど鑼らを掻かき鳴ならし、全軍撤退の命令が下された。リジア軍はそのまま来た道を戻もどる様に北上していく。恐らくは北の港街コルシアまで戻り、そこにある船団に生き残った兵を乗せ帰き還かんの途とに就つくのであろう。

　これで一番の難所ともいえる戦いに幕が下りた――そう思いながらもクロムはその目を皇都シオニアに移す。

（だが本当の難所はこちらではない……）

　そのクロムが見る先は、シオニアの壁かべの向こう、中心地を抜けた先の海浜地区であった。




　時は暫しばし戻る。

　皇都シオニア北の農耕地区で始まったリジア軍とグラウスタンディア軍の一大決戦開戦当初。両陣営が激しくぶつかる姿を、山の頂いただきから眇すがめ見る者があった。

　皇都シオニア北に広がる農耕地区で展開されるその戦いは、両勢力が全力でぶつかり合っている事が窺うかがえる。よくよく見ると、その更さらに北側から数万のグラウスタンディア軍まで登場し、戦況は見えなくなり始めた。

　それを確認した男は全力で東側の斜しや面めんを駆け下りる。崖がけと相そう違いない程ほどの傾けい斜しやを滑すべり降りるとそこには海が広がっている。皇都シオニアに面した紅こう海かいだ。

　その紅海には小船ゴンドラに乗った数人の男たちが待ち構えていた。そして山頂から駆け下りてきた男を小船ゴンドラに乗せると全力で櫂かいを漕こぎ、皇都シオニアを取り囲んでいるリジア船団の中へと入って行った。

　男たちは現在の戦況や兵数などをリジア十二貴族の一人ベルゲン・アディクへと伝達する。

「ほうほう、こちらの予想通りの動きですね。結構！」

　するとそれを隣となりで聞いていた、同じくリジア十二貴族の一人ムハルは怪け訝げんな顔をする。

「なにが結構だ。リジア側が不利らしいじゃないか」

　するとベルゲンは明らかに不機嫌な態度で眉まゆを顰ひそめた。

「別に戦況なんてどうでもいいんですよ」

「なに？」

「大切なのは、グラウスタンディア軍がその勢力の殆ほとんどを北部の農耕地区に出兵させているという事です」

「それが何だというのだ？」

　理解力の乏とぼしいムハルの態度に、ベルゲンはさらに不快な顔をしながらも説明を重ねた。

「なに言ってんですか？　グラウスタンディアが今、その兵力の殆ほとんどを北側に割いているという事は、急いで引き返してきたとしても、海浜地区に到着するにはかなり時間が掛かるという事なんですよ。つまり――我々が皇都シオニアを落とすなら、今を於おいて他にないじゃないですか」

　その言葉にムハルはギョッと目を見開いた。

「ま、待て！　我々の兵は高々４万だぞ！　しかもその殆ほとんどが海兵だ」

「ええ、そうですね」

「そんな兵力で、どうやってシオニアを我々で落とすというのだ？」

　気け色しきばむムハルにベルゲンは同じようにまくし立てた。

「ちょっと考えればわかるでしょう？　計算しましょうか？　斥せつ候こうの報告では、ジン・イテロン殿の隊２万が悉ことごとく敗走した。で、今、山さん岳がくを経由してリジア軍16万が攻めてきた。ライラの婆さんが率いてる囮おとりの軍が１万だという話だけど、主戦場が農耕地区である以上、それも敵の罠だったわけだ――つまり、その囮には地形を利用した兵団が最小の数で当たっている……まあ、５０００てとこですか？　そして16万に当たっているのは北から４万、皇都から７～８万だとして、皇都内を守るためには最低でも１万は使っているとしたら、海浜地区を守る兵の数は――いいとこ２万弱ってところですかね」

　連続して繰り出される数字に、ムハルは訳が解らず首を傾かしげた。しかしそんな事はお構いなしにベルゲンは続けた。

「そういう訳ですから、この手て薄うすな海浜地区を一点突破しましょうって話です。僕と、ムハル殿で、グラウスタンディア皇の首を取りに掛かりましょうよ」

　そう言ったベルゲンにムハルは顔を青くした。

「………おまえ、まさか最初から……」

　バハマ強行軍とライラたちの軍を出し抜くつもりだったのか？　そう言わんとしている事はムハルの顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。

「いいえ、可能性の一つだったに過ぎません。こうなる事は。でもね、そうそううまくは回るまいと思っていたら……まあ、ライラの婆さんと、あとあの小娘が随ずい分ぶんがんばってくれたみたいですからね。グラウスタンディアは本腰を入れて、あちら側の迎げい撃げきに人を割さかなければならなくなったわけです。彼女らに感謝しなければ」

　そう言って歪ゆがんだ笑い声を上げるベルゲン。

「さあ、行きましょう！　全軍、戦闘準備！」

　ベルゲンの命令が銅ど鑼らで各船団へと通達される。

　先日の様な広範囲戦ではなく、今回ベルゲンが発したのは一点突破である。

　現在船団が有する全軍勢を、皇都シオニアまでの最短ルートの位置に集中させる。

　ちょうど海浜地区の中心部あたりがその目的の場所となる。その場所に４万の兵は無数の小舟で侵しん攻こう。追い風も味方につけた結果、雪崩なだれ込むように突進をかけた。

　押おし寄よせる軍勢にグラウスタンディア側は即座に対応出来なかったのだろう。リジア軍による海浜地区への上陸をまんまと許した。

　４万の軍勢は一いつ塊かいとなって中心地に方位を向けて進しん撃げきした。

　各区画の島々を占せん領りようしながら、次第に中心地へと近づいていく。東から西に向かってリジア軍の列が横一線の軍列を描いた。

　しかしそんな進軍の手が海浜地区の四分の三程ほど行った所で急に止まった。

　前方を固めるグラウスタンディア軍が態勢を整え、リジア軍を止めたのだ。

　そんな様子に上陸したベルゲンはしたり顔で笑う。

「漸ようやくあちらも動きましたか……まあそれでも落ちるのは時間の問題ですが……」

　その時、西側の海浜地区司令塔方向から二本の煙が天に向かって伸のびるのが見えた。

　狼煙のろしだろう。

　皇都北で戦う主力部隊に対して救援を乞こうものに違ちがいない。

「そんなものを今いま更さら出しても、遅いよぉ……今から海浜地区へ向かっても、とても間に合わなぁぁい。到着した頃にはジルバ皇を捕らえているんでぇ」

　眉まゆを捻ひねりながら腹の底でクックッと笑う。

　だがその時、北側より大音声が放たれる。

「一斉射撃！　撃つて――――っ！」

　同時に横一列に展開するリジア軍の戦列の横っ腹目がけて、無数の矢の嵐が降り注ぐ。

　リジア軍は急ぎ盾を構えるも、兵たちの中から悲鳴が木こ魂だまする。

　どれ程ほどかは解わからないが少なからず被ひ害がいを与あたえてきた。更に今度はその反対側、南方向からも無数の矢が降り注ぐ。

「盾を構えよ！　防戦だ！」

　ベルゲン、およびムハルは守りを固めながら矢の嵐を受け流す。

　多少の被害はあったが、こちらが不利になる程ほどの被害は出ていない。

　とはいえ、こちらの進軍を一時的とはいえ完全に止めた。それに関してはベルゲンも感心して「ほう」と感かん嘆たんを漏もらした。

（突然の奇き襲しゆうにも対応したか。それも目的がはっきりしている。こちらの進軍を止める事。その点にブレはない。しかも弓隊の対応が早い。最初からこうすることを計算して配置していたか……中々頭の切れる奴やつが指揮を執とっているようだ）

　それはベルゲンからすれば想定内でもあったが、反面グラウスタンディアにも良い人材がそろっている事を素直に認めるものだった。通常であれば、即座にこのような指揮が執とれる者は北側に送り出している筈はず。それ程ほどに北側の戦況は激しい。本気で全勢力を向けなければ、北側の農耕地区の戦いは決して乗り切る事ができない。

　それでも海浜地区に対し、こうして有能な指揮官を温存しておくあたりにグラウスタンディアの強したたかさを感じた。

（シェルシュでもシドでもない……カウフマンも北の筈はずだ。司令塔はおそらくクロムだろう。ダカットの姿も北で確認されている……とするといったい誰が指揮を振っている？）

　指揮官が誰であるか解わからないまでも、ベルゲンにとってこれは起こりうる可能性の一つに過ぎなかった。

　すぐさま列を形成するリジア兵に防御を徹てつ底てい的てきに固めさせ、先頭で戦う者たちを守らせる。そして鉄壁の守りを形成したところで、先頭を行く兵団に前進命令を下した。

　最前を行くのリジア陣営は全力で進軍する。

　だがグラウスタンディア軍もそんな前進する兵団に対し、徹底防戦で構えていた。

（時間稼かせぎなのでしょうね………だが！　どんなに頑張っても、間に合わないよぉ。北から皇都を通って海浜地区までの距きよ離りは計算内だぁ）

　ずんずんとリジア軍はグラウスタンディアの兵を押おし続けた。順調に行けばもうすぐ中心地。中心地まで行けば、リジア軍は一気にシオニアの街中に散さん開かいし、そこから皇おう宮きゆうを目指す。そうなればこちらのものだった。

　ベルゲン、ムハルは先頭で戦う集団の中に身を置き、あちらで指揮を執とる将軍が何者か見定めようとした。

　指示系統としての統とう率そつ力りよくはどう考えても将軍並みの威光を持っていなければ、これ程ほどの戦いは出来ないだろう。

　そう考えたベルゲンの視界に、海浜地区の司令塔に立つ少女の姿が見えた。

　成人して間もないまだ子供のような面おも立だちをした少女が前線で指揮を執とっていたのだ。

　その姿を見てベルゲンは舌打ちをした。

「………ユースティナ・クセルクセスゥ！」

　なるほどと思った。会議の場でも威い圧あつするリジア十二貴族に一いつ切さい臆おくする様子を見せなかった皇国の皇女。５年前の第一次リジア戦せん役えきを終結に導いたと囁ささやかれる皇族の一人。

　噂うわさ程てい度どに聞いていたベルゲンは、それがただの噂ではない事を実感した。

「だぁが、それでも役不足！　ここは皇女ユースティナの血を以もつて切り開く！　行けぇ！　さあ、リジア軍に勝利を齎もたらせ！　戦え！　死んでも剣を振り続けろぉ！　それがリジア宗旨国家積年の夢を実現させるのだぁ！」

　リジア兵は奮い立った。大声をあげ、血を撒まき散ちらし、それでも剣を振るった。

　グラウスタンディア軍は懸命に押し返さんと、徹底した守りを固めながらその場で踏ん張りを利きかせるが、勝利を目前に奮い立つリジア兵の前に於おいては無力とすらいえた。

　そんなグラウスタンディア軍を指揮するユースティナの目には未いまだ諦あきらめの色はない。

（あの眼めを絶望の色に染めたいなぁ）

　ベルゲンは気丈なユースティナの姿を目にしながら舌なめずりをした。

　腹の奥底から沸わき上がる嗜し虐ぎやく的てきな欲求が顔をのぞかせた。

「行けっ！　皇女を生け捕りにしろ！　そして我々の手で、徹っっ底的に汚し尽くしてやるのだぁ！　あの輝く瞳を、絶望に染め上げろぉ！　あの美しい肌はだを布きれの様にしてやれぇ！　高貴なる血を徹底的に汚し尽つくすのだぁ！」

　戦場には兵を奮い立たせる二種類の言葉がある。

　それは美しく輝きを放つような明確な目的を持った言葉。それは兵たちがその戦いの先に、自らの大切なものと、輝かがやかしい未来を思い描き理想に向かって剣を振るわせる。

　そしてもう一つは下世話で汚らしく残虐な色を持った言葉。それは人が持ち合わせる本能的な闘争心を刺激する。倫りん理りと道徳の箍たがを外し、この瞬しゆん間かんだけは悪魔のような所業をなしても許されるという本能に対する免めん罪ざい符ふ。

　ベルゲンの放った言葉はもちろん後者だった。そしてその残虐な言葉は、兵たちの裡うちに眠ねむり抑え込まれていた残虐な本能を呼び覚ます。狂喜に満ちた眼光を輝かせ、グラウスタンディア兵を斬り裂く。

　前線で指揮を執るユースティナが気丈に振舞えば振舞うほど、リジア兵たちの心は高こう揚ようした。残虐で非道な妄もう想そうに脳は麻ま痺ひしたような感覚になり、力は無む尽じん蔵ぞうに湧いてくるようだった。

　狂喜に満ちたリジア兵に、グラウスタンディア兵はどんどん圧おされていく――。

　が、その時だった。後方から幾いくつもの悲鳴が上がるのがベルゲンの耳に届いた。そしてそれがグラウスタンディア兵ではなく、自らのリジア兵であることをベルゲンは鋭するどく察さつ知ちし、その方向に目を移す。後方から何かが攻め込んできている。

（いったい何が？）

　考えられない事態であった。ベルゲンが計算した兵数に間ま違ちがいはない。

　グラウスタンディアは、４万のリジア兵に対して海浜地区を守り切れるほどの兵数を持ってなどいない。

　では今、後方のリジア軍に攻撃を仕し掛かけているのはいったい何者なのか？

　ベルゲンの思考が答えを弾きだす前に、その軍を指揮する長おさが姿を現した。
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「グラウスタンディア軍千人長！　ラング・クランツ！　押し通るっ！　死にたいものは前へ出ろ！」

　奥歯を噛かみしめた。ラング騎き兵へい隊たいは報告ではバハマ強行軍の足止めに出ていた筈はずだ。という事は、そのバハマ強行軍との戦いの後、皇都までやってきたというのか？　だとしたらシオニア大河を渡り、北の農耕地区で戦うグラウスタンディア軍と合流するはず。

　そこで先ほどの狼煙のろしの意味を理解した。

（違う、陸路ではない………海路だ！　奴らはフルクロ港から海路を渡ってきたのか。しかもシオニア沖おきでずっと待たい機きしていた。我々リジア船団が包囲するそのもっと外で我々が進軍するのを待っていたのだぁぁぁ）

　全すべての合が点てんがいった。

　先ほどの狼煙のろしは北の農耕地区へ送った物ではない。海上で息をひそめていたラングへ送った物だ。すぐさま突入できる準備を整えていたラングに対して。

　そしてユースティナが防戦一方で時間を稼いでいたのは、農耕地区で戦う主戦力を待つわけではなかった。挟きよう撃げきする為ためにラング騎兵隊を待っていたのだ。

「なぁるほど、グラウスタンディアの軍師は性格が悪いようだぁっ！　この僕の作戦を読んでいるとは………っ！」

　苦々しくそう言ったベルゲンは状じよう況きようを見定める。

　どうやらラングが率いる軍勢は１０００どころではない。かなりの数を有しているのは戦場を見ればすぐにわかる。

　おそらくは万を超こえる軍勢――だとすればフルクロ軍に違いない。

　ラングが有能な武将である事はベルゲンも把は握あくしていた。

　こうした緊急の事態に於おいて、戦せん況きようを覆くつがえすことが出来るのは、ラングを措おいて他にはいないだろう。

　それを証明するように、ラングが率いる軍は縦じゆう横おう無む尽じんにリジア軍を叩いた。北側から展開するフルクロ軍に、横一線に展開したリジア軍は圧あつ倒とうされていく。

　そして先頭を切る主戦力の一団――ラングを先頭にした騎兵隊が、ベルゲン、ムハルの率いる兵とぶつかった。

「うっひゃあああああっはっはっはっ！」

　その中でも異い彩さいを放つ男が一人いる。統率の取れたラング騎兵隊の中に於おいてたった一人浮き立った存在――ガジェル・プリアモス。

　長大な剣を振り回し、先ほどまで狂喜を浮かべていたリジア兵を血祭りにあげていく。

　たった一振りの大剣は目の前にいる兵たちの腕うでを首を胴を斬り裂さき、血ち煙けむりを上げた。

　あまりの強さを誇ほこるガジェルを前に、先ほどまで狂喜に奮い立っていたリジア兵たちは顔を青くした。

　リジア兵の狂喜を掻き消す程ほどの圧倒的な狂気が聳そびえ立たっていたのだ。

「うははははっ！　早くみんな本気出そうよ！」

　子供のように瞳を輝かせながら、ガジェルはリジア兵の頭を割る。

「ほらっ、ほらっ！　割れたっ！」

　誰かに褒ほめてもらうのを乞こうかのようにガジェルはさらに目を輝かせ、さらに次のリジア兵を刻んだ。捻ひねり潰つぶした。抉えぐり抜いた。引き裂いた。串くし刺ざした。噛みついた。抉えぐり取った。

　ガジェルの周りには臓ぞう物もつをぶちまけたリジア兵の死し骸がいが積み上げられていく。まるで泥遊びをするようにガジェルはその死体を弄もてあそんだ。

　そんなガジェルに軍を率いるラングが一いつ喝かつする。

「遊んでんじゃねぇ！　そういう事はやることが終わってからにしろ！」

「……おじさん、怖こわいよ」

「てめぇと、そんなに歳とし変わんねぇよ！」

　ラングが悪あく辣らつな顔で睨にらみ据すえると、ガジェルはシュンとしながら再びリジア兵に向かった。
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　ガジェルが道を切り開き、それを追うラング隊が押し開ける。

　戦況が覆くつがえるその中心に立ちながら、ベルゲンは司令塔の上に立つユースティナを睨にらんだ。

　その顔にはラング騎兵隊がやって来る事を知っていたからこそ浮かべられる小さな安あん堵どがあった。ベルゲンは歯は軋ぎしりをすると地面に向かって唾つばを吐はいた。

「この糞くそ尼あまがぁ！」

　沸ふつ点てんに達した怒りが溢あふれ出るようにベルゲンは司令塔に向かい叫び散らした。

　そんなベルゲンの言葉が届いたのか定かではなかったが、ユースティナの顔がキッとこちらを見み据すえる。

　そして場の隅々まで響ひびき渡わたるような声で兵たちを鼓こ舞ぶした。

「よくここまで堪たえた、精せい鋭えいたちよ！　今こそ其方そなたらの本領を見せるのだっ！」

　力強いユースティナの言葉に、それまで防戦一方だった兵たちは奮い立ったように声を上げた。

「「「「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっ!!」」」」」」

　轟とどろくように腹の底から放たれる声は、気き焔えんを吐はくかのような勢いを見せる。そしてグラウスタンディア兵は、激しくリジア軍とぶつかった。

　北側から押し寄せるラング騎兵隊と、西側を守っていたユースティナの指揮する軍に、リジア兵たちはたじろいだ。

　そんな一いつ瞬しゆんで変わった空気の流れをベルゲンは肌で感じ眉み間けんに皺しわを寄せた。

（………何な故ぜだ？）

　その疑問はユースティナの率いる兵たちに向けられていた。

　彼かの女じよが指揮する軍勢は先さき程ほどまでとは比べ物にならない程ほどに、怒ど涛とうの勢いでリジア軍を押し返していた。防戦から攻撃へ転じたからではない。

　明らかに別物。

　明らかに異質。

（……先程ほどまで守ることで精一杯だったグラウスタンディア軍のどこにまだこんな力が）

　自らが発した問いの答えがどこにあるのかベルゲンには解っていた。

　それ以外ないと確信していた。しかしそれを是ぜ認にんしたくないという本能がベルゲンを躊ちゆう躇ちよさせていた。

　だがこれからのグラウスタンディアを前にした時、その存在が最大の脅きよう威いになる可能性がある。それを正しく確かめねばならない。

　リジア宗旨国家が向かう先にある最大の脅きよう威いの可能性。

　――ユースティナ・クセルクセス。

　意を決し視線を向けたベルゲンは、司令塔の上に立つ彼女の姿に目を疑った。

　堂々たる彼女の背には、まるで後ご光こうが射さしているが如ごとく光り輝いて見えたのだ。

（覇は気き!?　まさか、こんな小娘にっ!?）

　人の上に立つ者だけが身に纏まとう皇の衣ころも、覇気を見た。

　彼女の言葉に、彼女の姿に、グラウスタンディア兵は奮起しているのだ。体力などとうに費ついえていてもおかしくない。腕など上がらなくなっていてもおかしくない。

　それ程ほどまでに苛か烈れつに戦い、そして精せいも根こんも尽つき果てている筈はずなのだ。

　それでも兵たちの目には疲ひ労ろうの色一つ宿していない。

　それはすべてユースティナという一人の人間が為なす力である事を認めざるを得なかった。

　はっきりとそれを感じ取ったベルゲンは、急に興が覚めたように冷静な顔に戻る。

「……そうか……軍師だけではなかったか……」

　背を丸め虚うつろな瞳でユースティナをジッと見つめる。阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれる戦せん禍かの中で、ベルゲンの冷たく凍るような目がギラギラと輝いていた。それは時にすれば僅わずかな間であっただろう。ただその瞬またたくような間にベルゲンの脳内は深く深く思考していた。

　ユースティナという皇女。

　皇国の軍師。

　そしてグラウスタンディアという国。

　それらが彼の中で一つの回答を得ると、ベルゲンは徐おもむろに兵たちに向き直り命令を発した。

「全軍撤退！　……それからグラウスタンディアの兵が射た矢を何本か回収しておいて」

　北側から押し寄せたラング隊を避け南に進路を移しながら敗走する。

　どうにか大型帆はん船せんに辿たどり着つくことが出来た兵数は１万６０００。完全な敗北である。

　そんな敗北を喫きつしたベルゲンに、老ろう齢れいのムハルが怒りを漲みなぎらせながらやってきた。

「どういうことだ！　我々で皇都を陥かん落らくさせるのではなかったのか!?」

　この老人は戦況を全く理解できていなかったのだろう。ベルゲンはムハルを見ようともせず、兵たちに拾わせた矢をクルクルと手元で遊ばせながら言った。

「なにも解らないんですかぁ？　どう考えても僕ぼくらの負けぇ。あっちの軍師に一杯食わされたの。ボケ老人だってそれくらいはわかるでしょ？」

　ぞんざいな態度をとるベルゲンにムハルは声を荒あらげた。

「そんな事は解っておる！　この責任をおまえはどう取るというのだ！　貴様が命令を無視し進軍させた結果だぞ！」

「はぁぁぁ??　このジジイは何をのたまってくれてんですかぁ？　あんたも僕の作戦にエヘラエヘラしながら乗ったでしょうがぁぁ」

　不ふ遜そん極まりないその言葉にムハルは額ひたいに血管を浮かべ、ベルゲンの胸むなぐらを掴つかもうとした。しかしベルゲンはその手を軽く払はらいのけると、立ち上がりながら敵意に満ちた瞳をムハルに向けた。

「誰が責任を取る？　あんたが取れよっ！　こんな腐ったリジア宗旨国家を築いてきたあんたが、責任を取るべきだろう？」

「なにを言っている！　貴様は……」

「だぁぁまぁれぇよ！　てめぇ、自分が第一次リジア戦役でどれだけ無む駄だなことやってきたのか解ってねえのかぁ？　なに休戦に持ち込んだりして有う耶や無む耶やにしてんだ？　あんだけ敗北重ねて、それでもまた戦争しようってのはどういう料りよう簡けんだ？　財政管理も杜ず撰さん、軍事計画も適当、税制もその利用もお粗末！　こんな国にしたのはどこのどいつだ？」

　あまりの無礼な態度にムハルは身体を震ふるわせた。

「自分の言っている事の意味が解っているのか、ベルゲン!?　たとえ名門アディク家を継つぐ者とて、今の発言は許されるものではないぞ！」

　憤ふん慨がいするムハルに対し、ベルゲンは変わらず吐はき捨てるように言葉を口にした。

「許しを請うのはおまえだ、ムハル。僕にとってはこの皇都攻めは全て計画通りなんだ」

「……これ程ほどの大敗を喫きつして、どこが計画通りか!?」

　ベルゲンはそれを聞いて腹の奥からクックッと笑った。

「計画通りに決まってるだろ。おまえら老ろう害がいどもが軒のき並なみみ死んでくれた！　ついでに言うと、ムハル――おまえもこの戦いで鮮烈な死を遂とげた事になぁる」

「なにを言っているのだ………」

　言いかけたムハルの両腕を、近くにいたリジア兵が掴つかみ、自由を奪った。

「なっ!?　無礼だぞ！　何をする！」

　気色ばむムハルにベルゲンは先ほど手元で遊ばせていたグラウスタンディア軍の矢を向けた。そしてその切っ先をムハルの胸元に押し当てる。

「よかったな、不名誉な背中傷じゃなくて。正面から射られた事にしてやるよ。光栄だろ？」

「や、やめろ！　こんなことが許される訳がなかろう！」

　ベルゲンはやれやれと溜ため息いきを吐いた。

「だぁかぁらぁっ、許しを請こうのはてめぇだって言ってんじゃねえかぁ……」

　言うと同時にベルゲンはグラウスタンディアの矢をムハルの心臓目がけて力強く差し込んだ。

「そうそう、グラウスタンディアの矢ってよくできてるよねぇ。ほらこの矢羽、回転して飛距離を安定させられる上に、相手に抉えぐり込むことが出来るんだって」

　そう言いながらベルゲンはゆっくりと突き立てた矢をギリギリと回しながら抉り込む。

「………貴様……こんな……ことが………」

　鬼のような形相を浮うかべながら、ムハルはそのまま絶命した。それを冷め切った瞳で見下ろしていたベルゲンは部下たちに向かい静かに口を開いた。

「皇都シオニア海浜地区への進軍命令はムハル・ナジアルより発令。そのムハルはグラウスタンディア軍の弓によって射られ鮮烈な戦死を遂とげた……報告書にはそう記しるしておけ」

「はっ！」

　部下に命令を下し終わるとベルゲンは、ムハルの死体に唾つばを吐はいた。

「下げ種すなジジィどもには、ちょうどいい死に方じゃない。よかったね☆」

　浮かべた笑いを抑えきれず、ベルゲンはクックッと声を漏もらした。




　皇歴２１６年７月18日――皇都を襲撃したリジア軍25万をグラウスタンディア軍が撃退。海浜地区を包囲していたリジア船団は大陸沿ぞいに敗走の途とに就ついた。

　そしてリジア陸軍もまた北端の港コルシアまで引き上げると、大型帆船に乗り込みゾラ港への撤退の準備を進めていた。定員を大おお幅はばに上回る大型帆船は人員の積み込みを終える度たびに港を発たっていく。それを見送りながらナターシアはぼんやりと考えた。

　この敗因は一体何か。

　自分があの策に気付かず、ゼルビル山へ大たい挙きよしていたのなら――しかしそれでも負けていただろう。報告では山中でのゲリラ戦が繰り返され、兵数を大きく減らしたと言っていた。絶対数が増えるだけで損害の比率は同じになる筈はずだ。そしてそれを抜ぬけても、おそらくあの農耕地区へ誘導されていたに違いない。グラウスタンディアは鉄壁の陣を敷しいていたのだ。

　するとそこへライラの孫であるカレンがやってきた。

　鋭い瞳ひとみをより吊つり上げ、その顔には明らかな怒いかりを浮かべている。

「……カレン」

「……………おまえのせいで」

　カレンは射殺すかのような眼光でナターシアを睨にらみ付けると叫びにも似た声を放った。

「……おまえのせいでおばあ様は死んだんだっ！」

　祖母を失った悲しみと憤いきどおりを吐き出すように、カレンはナターシアに叫び散らした。だがナターシアはそんな彼女に掛かける言葉を一つも持ってはいなかった。

　ふとライラの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　――もし負けた時、この国を背負う覚かく悟ごはおありかい？

　こういう事なのだ。そう思った。自らが指揮を執とり、自らが策を練り、多くの兵が動く。そしてその事で負けるという事。

　負けた時、ナターシアにはもう謝罪をすることも、命を擲なげうつことも許されはしないという事を理解した。だからカレンにどんな言葉も掛けられなかった。

　カレンは腫はらした目をキッとナターシアに向け、二通の書簡を手渡した。

「おばあ様から、一通はあなたに。もう一通は法王様へ……」

　感情を押し殺しカレンは自らに与えられた仕事を熟すようにその手紙をナターシアに渡すと、踵きびすを返し足早に去って行った。

　ナターシアはぼんやりと手にした書簡をしばし見つめていた。そして自分に当てられた書簡の封ふうを開くと、そこにはライラの文字が認したためられていた。




『ナターシアへ。この手紙があなたに届くという事は、それはリジア宗旨国家の敗北が決した時である事と思います。その時、あなたが生きていてくれる事を切に願っています。そして生きていられたのなら、あなたにはより辛つらい運命が待ち構えているという事。でもどうか立ち止まらないで。あなたならきっと乗り越えられるわ。もしリジアが負けてしまったのなら、きっとあなたの中には新しい感情が生まれている筈はずだから。どうかあなたの行く先にリジェルの御加護があらんことを』




　――新しい……感情。

　その一文を目にした時、ナターシアの手首がズキンと痛んだ。

　それはあのグラウスタンディアの軍師クロム・ジャレットが力強く握にぎりしめた場所だった。

　痣あざが出来そうな程ほどにきつく掴つかまれたその場所は、今でも熱を放っているように熱かった。そしてジンジンと痺しびれるような感覚を残しながら小さく震える。

　ナターシアはその震える手首を強く握りしめた。

　戦場は言葉のやり取りだ。その思いは変わらない。一言も口にせず、干かん戈かを以もつて交わす言葉のやり取り。相手の全てを見み抜ぬき、相手の裏を突つく。

　――全てを見抜かれ、裏を突かれたのは自分だ……。

　その事がどうしようもない程ほどに悔くやしかった。殆ほとんど言葉も交わしたことのない相手に、自分の全てを見透かされているような気がした。

　――この世の誰だれよりも、クロム・ジャレットは私を理解している。

　その事実が許せなかった。

　絶対的孤こ独どくの中で育った自分を理解する者が許せなかった。奴に理解されることは、己おのれが積み上げてきた孤独を突き崩されるようなものだった。

　過ぎ去ったあの幼い日々すらクロム・ジャレットに見られていたのではないか、そう思うだけで憤りがこみあげ身体の芯しんから震えた。

　あのライラにすら打ち明けられなかった孤独を、あの男は垣かい間ま見みているのではないかと思えた。

　イヤだった――嫌だった――厭いやだった――。

　理解されるなど……誰かにこの心の裡うちを見られるなど。

　掻かき乱みだされた。

　ナターシアはゆっくりと顔を上げ、遠くを見つめた。

「……ライラ様、私には目標が見つかりました」

　その瞳には嘗かつてない程の闘争心が宿っていた。奥おく歯ばをきつく噛かみしめ、静かに、燃えるように彼女の心は熱くなっていたのだった。







断章　戦果







　ラトルグ国、中原の都――摂せつ政しようシュウバイは擁よう立りつしていた第一姫レイメイを失い、すぐさまその地位を守るため行動を開始していた。レイメイの妹に当たる第五姫レイリンをその手中に収めるために工作を繰くり返かえしていたのだ。それはレイリンを自分の傀かい儡らいとし実権を握るための物に他ほかならない。

　その足掛かりとして一番の障しよう壁へきとなるレイリンの従者コウソンを北方へと追いやることに成功した。

　そうして一ヵ月。シュウバイは幾いく度どとなくレイリンへの接せつ触しよくを試こころみた。

　しかしレイリンは頑かたくなにシュウバイとの接触を拒んだのだ。

　自分の姉たちを死に追いやったのはシュウバイだ、そう思っているに違いない。実際に彼女らを死に追いやったのは間違いなくシュウバイである。だからと言ってこのまま、レイリンを手の内にせずに彼女が女じよ帝ていの座に就つけば、すぐさま自分は粛しゆく清せいされるだろう。それは絶対に避さけねばならない。

　いや、粛しゆく清せいされるつもりなど毛もう頭とうない。自分こそがこの国の実権を握るにふさわしい人物なのだ。腐ふ敗はいに覆おおわれたラトルグ国を統すべることが出来るのは、腐敗に身を委ゆだねた者のみ。国の民たみを最も知り尽つくした者こそが、この国を統すべることが出来る。

　だからこそ、なんとしてもレイリンとの接触を成功させねばならない。

　そう思い、試し行こう錯さく誤ごを繰り返した。彼女の周りを警護し、生活の全てを把は握あくしているのはあのリャンナという女官だ。あの女を籠ろう絡らくすれば、レイリンに近づく機会を得られるだろう。

　そう思いシュウバイはまず、リャンナとの接触を図はかった。

　冷たい氷のような目を持った女だった。どんな経験をすればそんな冷徹な瞳をすることが出来るのかと思うほどに、シュウバイに敵意を示すリャンナ。

　シュウバイは気さくな態度をとって、彼女に接触をした。

「君は女官のリャンナであったな？」

「はい、なにか？」

「いや、レイリン様が伏ふせっていると聞いて、心配になってな。其方そなたならなにがしか知っているであろう？　どうだ、レイリン様は尋じん常じようか？」

　するとリャンナは暫しばらく沈ちん黙もくし、そして口を開いた。

「日がなコウソンの身を案じております。その為ため、食事も手に付かない有あり様さま。コウソンに帰き還かんの命令を出してみては？」

　そう言われたシュウバイは内心の苛いら立だちを表に出さず、にこにこと相そう好ごうを崩くずした。

「ふむ……しかし、封ほう禅ぜんの儀ぎを前に北方のタタル族の侵攻は激化しておる。コウソンのように頭の切れる者がその戦線に立ってくれねば、この中原が危険であろう」

　しかしこれはただの詭き弁べんであった。

　シュウバイの内心は――漸ようやく追い払った邪じや魔ま者ものを誰が呼び戻すものか、という憤いきどおりに満みちていた。するとリャンナは探る様にシュウバイを見み据すえ、

「左さ様ようですか。ではそれでも構いません。その代わり、レイリン様もシュウバイ様にはお心を開くことはないでしょう」

　と切り捨てるように言い放った。

　この女あまめがっ、という罵ば倒とうが喉のど元もとまで上がってきた。それをグッと押し堪こらえる。誰もがシュウバイに阿おもねる宮中に於おいて、このような態度はあり得る事ではない。しかしリャンナはその態度を崩す気はないようだった。

　シュウバイはそれでもわざとらしく困ったような顔を作り、

「それはそれはお労いたわしい。どうにかレイリン様とコウソンを会わせる機会を作るために尽じん力りよくいたそう」

「それはありがたい事ですね。お伝えすればレイリン様もお喜びになるかと思われます」

「左様か。努ゆめ々ゆめ、このシュウバイが手を尽つくすことをお伝え願いたい」

　そう言ってリャンナとは別れた。シュウバイは考える。コウソンを餌えさにレイリンを釣るための方法を。だからと言ってコウソンを帰還させる事だけはしたくない。奴はレイリンの周りを警護するだけでなく、彼女に対して発言権を持っている感がある。

　それを考えると一時帰国させる事すら危あやういように思えた。

　だとすればレイリンをコウソンの下に連れていくか……。

　だがそれはあり得ない。あれ程ほど危険な場所に、次期女帝を連れていくなど誰が許そうものか。それこそシュウバイを権力者から引き摺ずり下ろしたい者が、批判の礫つぶてを投げつけるだろう。

　だとすれば………。

　そう考えているシュウバイの下へ、ある一報が届いた。

　いったい何事かとそれを伝えに来た伝令からの書簡を紐ひも解とき、内容に目を通してシュウバイは瞠どう目もくした。

「………あり得えん！」

　思わず口を突いて出た言葉は彼かれの紛まぎれもない本心だった。想像もできないような事実がその書簡には書かれていたのだ。

　その内容は、以下の通りであった。

『北方騎馬民族タタル族討とう滅めつに際し、ソホウ将軍を筆頭にした軍により、タタル族を北河より１００里（３００㎞）まで撃退。北河１００里はラトルグ国の国土として無事平定を遂とげたことをここに報告します』

　コウソンの字であった。

　シュウバイにはとても信じる事が出来ない事であった。

　北方騎馬民族は幾いくつもの部族で構成されている。その中でも最も強大な勢力を誇っているのがタタル族なのだ。現在の北方騎馬民族の殆どがタタル族に吸収される形で、彼らに服従する形をとっている。

（そのタタル族を……追いやっただと!?）

　何しろ数百年の年月、タタル族との戦いは激しさを増す一方で、平定など出来たことはなかった。１００年ほど前に、一度はタタル族を平へい伏ふくさせ、奴らが持つ神を取り上げる事に成功はした。しかしタタル族はその後も自らの神を取り戻すために、より激しくラトルグへの侵しん攻こうを繰り返した。

　殊こと、この十年の侵攻の激しさは尋じん常じようではなかった。なのでシュウバイもまた多くの兵を北方へ送り、そして無理は承知で討滅作戦を提唱し続けてきたのだ。

「これは真まことなのか!?」

　書簡を持ってきた伝令にシュウバイは詰め寄る。すると伝令はハッキリとした口調で答えた。

「はい、コウソン殿どのは北方騎馬民族５万の軍に一人で赴き、その後、話し合いの末タタル族を撤てつ退たいさせました。その際にはタタル族の長おさエンサの弟シャグリ将軍に血判を押させております」

　思わず頭を抱かかえた。

　いったいどんな交渉を以もつて、タタル族を北へ返したというのか？　嘗かつて、幾人もの交渉人がタタル族との和合へと赴おもむいた。しかし交渉人たちが生きて帰る事はなかった。ある者は全身の皮を剥はがされ送り付けられた。ある者は死を恐おそれタタルへ帰き依えしてしまった。

　誰もがタタル族との交渉は不可能であるという結論に至ったはずなのだ。

　それなのにコウソンがそれを為なしてしまった。しかも北１００里をその手中に収めたというのだ。

　――いったいどうやって……？

　手元を戦慄わななかせ、シュウバイはその書簡に目を落とし歯は軋ぎしりをした。







終章　そして立ち上がり……







　フィフニス・マカオンは祖父カウフマンの馬車が沈しずんだとされる湖面の畔ほとりに佇たたずんだ。その後グラウスタンディア兵により馬車は引き上げられたが、カウフマンの遺体も、そしてライラ・スーサの遺体も発見されなかったという。

　フィフニスは湖へと落ちていく際に出来た車輪の轍わだちに瞳を落とした。

　いったいどんな事があったのか。

　聞き知った状況報告だけではわからなかった。リジア兵に首を掻かかれたという事でもないそうだ。その物見車を牽ひいていた馭ぎよ者しやの話では、カウフマンはライラに捕とらえられる前に、既すでに死亡していたのだという。

　そして自分が死んでからもその車を走らせ続け、本当に危なくなったら全員に撤退するよう命令してから息を引き取ったのだそうだ。

　フィフニスは祖父が沈んでいったであろう湖面に目を落とし呟つぶやいた。

「おじい様、皇都シオニアは無事守られました。あなたの弟で子しであるクロムが守ったんですよ。天国へ行ったら、みんなに自慢していいんですよ」

　そう口にしたフィフニスの瞳から涙なみだがポロ……ポロ……と零こぼれ出だす。一度零こぼれだした涙は堰せきを切ったように滂ぼう沱だとして流れ、フィフニスは声をあげて泣いた。

「……おじいちゃん！　もっと一いつ緒しよに居たかった！　おじいちゃんと話したかった！　たくさんたくさん、話を聞かせて欲しかった！　同じ話をなんどもなんども聞かせて欲しかった！」

　慟どう哭こくするフィフニスの瞳から涙はいつまでもいつまでも流れ続けた。

　このまま枯かれる事はないのではと思う程ほどに涙は頬ほほを濡ぬらし零こぼれ続けた。

　涙が一粒零れる度に祖父との思い出が甦よみがえる。

　書斎で文字を追う姿、剣けんを携たずさえ家を出ていく姿、フィフニスを膝ひざの上に載せ本を読んでくれる姿、ベッドの上で半身を起こし「行っておいで」と声を掛けてくれる姿――幾いくつもの思い出が閃ひらめいては消えていった。

　幾いく許ばくかの時が経たち――そしてフィフニスは、その涙を拭うとゆっくりと立ち上がる。

　今、ここで祖父に別れを告つげ、そして前へと進まなければならない。

　だから、これ以上涙を流しているわけにはいかない。

　フィフニスは人の子として祖父の死を悲しみ、そして騎き士しとして立ち上がった。

　まだ潤うるむ瞳を湖面に向け、そして小さく祖父に向かって微笑ほほえみかけた。

「行ってきます、おじい様」

　いつものように祖父の「行っておいで」の言葉は聞こえない。

　ただ胸に光る呼よぶ子こ笛ぶえが、カランと小さく鳴った。




　皇都シオニアはリジア軍が誇る大軍勢撃退に大いに沸わいていた。街の中はそれまでの絶望的な空気から解放された市民の笑え顔がおが飛とび交かう。奏かなでられる音楽はいつものそれよりも明るく誰の耳にも聞こえていた。

　そして戦いを終えた兵たちも、喜びを分かち合い酒を酌くみ交わした。

　その中に於おいてクロム・ジャレットは次の戦の為ための準備に忙ぼう殺さつされていた。

　皇女ユースティナに願い出ていた要求は無事可決され、あの戦火の中に於おいても準備は整いつつあるという。

　それは２隻の大型船と、その船に満載される製塩の用意である。

　西のアルコ川に面した集落にその準備は隠おん密みつ裏りに進められていた。

　後はジルバ皇から最終的な作戦としての許可を取り付ける事が出来れば万事出しゆつ立たつの途とに就つける。

　そんなクロムは兵へい舎しやにて書類の整理をしていた。リュリュとモモは、その間クロムの仕事を邪魔せずに丸ごと煮込んだタマネギを一枚ずつ剥はがしながら食べている。

「モモ、ほらタマネギ」

「……ハフン！　フン！」

「きらい？」

「ハフン！」

「ふむん、そう」

　一人でしょこしょことタマネギを食べながらリュリュはモモに寄りかかってぼんやりとしていた。

　それを横目に見ながらクロムは一連の書類仕事を終えるとリュリュとモモを城の兵へい舎しやに残し、ユースティナの下へと向かう。

　目的の部屋までやってくると彼女は未いまだ張りつめた緊きん張ちようが解けない様子でクロムを迎むかえた。海浜地区での戦せん闘とうを指揮し、それを目まの当あたりにしたのだ。無理からぬことである。どんな兵士だって、あれ程までの戦いに身を窶やつせば、暫しばらくはその緊張が抜けきることはない。

「クロムよ、次はどうする？　私は何をしたらいい？」

　その姿は見るからに気張りすぎているようにクロムには映った。

　そんな彼女にクロムは極きわめてラフな態度で許しも請こわずに椅い子すに腰こしを掛ける。

「急がなくてもいいですよ、準備はもう出来てるのでしょう？」

「勿もち論ろんできている。私だって……」

　そんな彼女の言葉にはやはり焦あせりがある。彼女の心が少なからず追い詰つめられている。

　それは聡そう明めいである彼女だからこそだろう。

　たとえリジア宗旨国家の皇都強襲を阻そ止ししたからと言って、全すべてが終わった訳ではない。寧むしろこれがもっと険しい戦いへの幕開けに過ぎないことを彼女は理解している。

　だからこそ、ユースティナは張りつめた緊張を、たとえ一時的にも解くことが出来ないでいるのだろう。

「さあ、次は何をしたらいいのだ？」

「そうですね、まずユースティナ様がするべきことは………」

　クロムはわざと考える風を装よそおうと徐に顔を上げ、ユースティナの目を見た。

「――ちゃんと泣くことでしょうか」

　クロムがそう言った瞬しゆん間かん、ユースティナは呆ほうけたような顔をする。

「冗じよう談だんを言っている場合ではない！　私は……」

　気を取り直そうと必死になるユースティナ。しかし彼女はすぐに元に戻る事が出来ずに言葉を詰まらせた。それはたった一瞬とはいえ、緩ゆるませてしまった気持ちが堰せきを切って溢あふれ出そうとしたからに他ならない。

　心の中に押おし留とどめていた感情が両の眼めに溢れ出す。それでもユースティナは堪こらえるようにキッと表情を厳しくした。

「……私が……私がそんな態度を取るなど許されんのだ……自みずからが掲かかげた御み旗はたを下ろすような事は……死んでいった多くの者たちが……許して……くれるわけが……」

　しかしクロムはそんな彼女にやさしく語り掛ける。

「じゃあ、僕が許します」

　その言葉にユースティナは目を皿のようにして狼狽うろたえた。

「私は……しかし、私は……」

　どうしていいのか困こん惑わくするユースティナ。

　彼女が抱えるものは、あまりに大きすぎる。

　ただの16歳の少女が、国の未来を、多くの兵の命を、臣民たちの生活を抱えこんでいるという事実。一時たりとも気を抜くことが許されぬ立場。

　平気でいられるはずなどない。

　そんなものを抱え、そしてより大きな重荷が今降ふりかからんとしているのだ。

　それはリジアとの戦いくさだけではない。先日彼女が口にした、『いったい何と戦っているのか』という問い。国同士の戦争だけでは収まらない事を彼女は察している。

　そしてそれにどう対処していいのかもわかる筈はずがなく、ただ気持ちだけを張り詰めさせているのだ。

　それがわかっているクロムは態度を変えず、しかし静かに彼女に語り掛けた。

「僕はあなたが掲げた御み旗はたが折れないように支え続けます。だから、今はユースティナ様が涙を流し、弱音を吐はくことを誰が許さなくとも、僕が許します」

　堪こらえ切れなくなったユースティナの瞳から大粒の涙が零こぼれ落ちた。それは一度堰せきを切ると止めどなく溢あふれ出す。同時に今にも切れそうな程ほどに張り詰めていた緊張が緩ゆるみ、彼女は追いすがるようにクロムの胸に顔を埋うずめた。そして周りに憚はばかることなく、まるで子供のように泣きじゃくった。

「……………怖かった……怖かったのだ……私の命令一つで、兵たちが……多くの兵たちが死んでいくのを目の当たりにして……怖くて……怖くて……仕方なかったのだ……」

　ユースティナを抱き留めたクロムは静かに彼女に言葉を継つぐ。

「しかしあなたが指揮した事で、死に至いたる兵を最小限に抑おさえることが出来ました。そして多くのシオニアの民を救った。全てあなたの努力の積み重ねのおかげなんですよ」

　それは違たがえようもない事実だった。

　あの海浜地区での戦果を報告書で読んだクロムは、その報告に目を奪うばわれた。戦死者の数があまりに少なかったからだ。いったいどのような戦いをすれば、この様な最小の被ひ害がいであの戦いを切り抜けられるのか。

　戦略上の事に関していえば、クロムも理解はしている。しかしそれだけではない何かがユースティナにはあった。人を奮ふるい立たせ、決して諦あきらめさせぬ思いにさせる何か。

　兵たちの生きようとする本能を、彼かの女じよは呼び覚まさせる事が出来る。それは決して報告書などの紙面に現れるものではない。だからこそ、彼女はこのグラウスタンディアにとって大きな希望となる事をクロムは確信していた。

　この小さな双そう肩けんには、グラウスタンディアという広大な国を、いやネイレシア大陸をかえる程ほどの力が備そなわっている。

　もしその事に多くの権力者が気が付けば、ユースティナをただの少女のままにはしておかないだろう。皇女という威い光こうを含ふくめ、より強大な運命を人じん為いで背負わせることになるに違ちがいない。

　そしてその事に彼女は少なからず気付いている筈はずだ。

　それ故ゆえ心が強こわ張ばり、張りつめていたのだとクロムは思った。

　だからこそ、今は涙を流すべきだった。感情に押し潰つぶされないように吐はき出すべきだと思った。少しでもユースティナに人らしくいて貰もらう為ために。







[image: ]







序章　この国のかたち







　皇の間にはシド将軍、シェルシュ将軍を始めとした多くの武官たちが居い並ならぶ。その対面には同数の文官たちが顔を揃そろえていた。

　そして玉ぎよく座ざにはジルバ皇が控ひかえ、両脇には皇子ダカット、皇女ユースティナが控ひかえる。

　その皇に対しクロム・ジャレットは静かに傅かしずいた。

　ジルバ皇は静かな面おも持もちで、クロムに言葉を放つ。

「此こ度たびの戦、其方そなたの振るった作戦指揮、大たい儀ぎであった。今後グラウスタンディア皇国の軍師として、すべての戦いに於おいて大いに其方そなたの辣らつ腕わんを振るって欲ほしい」

　皇からの賛さん辞じの言葉に拍手が湧わき起こる。カウフマンの後を継つぐ者として、この皇都防衛戦に於おいて、クロムの活かつ躍やくは誰の目にも明らかなものだった。もう誰もその実力を疑う者はグラウスタンディアにはいなかったと言える。

　クロムは徐おもむろに顔を上げると、皇に向かい礼を述のべた。

「自分などに勿もつ体たいなきお言葉、痛み入ります……もしご容よう赦しやいただけるのなら、この戦勝に水を差すような事を申してもよろしいでしょうか？」

　クロムの突とつ然ぜんの言葉に、その場にいる全ての者が訝いぶかしんだような表情をする。しかしジルバ皇は少しも動じることなく、ただ首しゆ肯こうしながら、

「――許す」

　と言った。クロムは頭こうべを垂たれ、そして再び口を開く。

「今後、皇都より兵を動員しリジアとの戦をすればグラウスタンディア皇国は、確実に負けます」

　その発言に場は騒ざわめいた。とんでもないことを言いだした、と皆みなが口々に囁ささやいた。

　上機嫌である筈はずのジルバ皇が怒り出さないかと、誰もが皇の反応を窺うかがう。しかしジルバ皇は変わらず平静な表情を保ったまま、

「それは何な故ぜ？」

　とだけ短く聞いた。クロムはその問いに淀よどみなく答えた。

「グラウスタンディアが皇都、そして近隣の貴族たちから兵を出しゆつ陣じんさせ、リジア宗旨国家の都市を陥かん落らくさせている間、皇都に駐ちゆう留りゆうする兵数は減ります。そこへ再びリジアが今回の様に大軍勢を船に積み込み、皇都へ差し向ければ……」

「……皇都シオニアは陥かん落らくするな」

　皇の口から出た言葉に誰もが耳を疑った。だがしかしそれは紛れもない事実。今回の戦いは皇都に駐留する全ての兵を掛け合わせ、どうにか掴つかんだ勝利なのだ。

　攻せめのシド・レオナントス、そして守りのシェルシュ・ニカノール。

　更さらにはダカット皇子、ユースティナ皇女――そして死んでいったカウフマン・マカオン。それら多くの武将たちが兵の力を最大値に引き出すことで、この皇都を救った。

　だがこの武勇を誇ほこる戦力は確実に前線へ赴おもむくことになる。そうなれば、皇都の守りはいったいどうなるのか。

「一番の問題点を率そつ直ちよくに申します。彼らリジア宗旨国家の南に位置するゾラ港。この港はその奥おくに控ひかえる海軍総司令部が必ず中継する港になります。このゾラ港で兵、食しよく糧りよう、資材、全てを補給し、海流に乗って皇都へやって来る……つまりグラウスタンディアがリジアに勝とうとするのならば、絶対にゾラ港を最優先で落とさねばならないのです」

　それは紛れもない事実であった。ゾラ港を押さえることが出来れば、皇都の守りだけでなくその後バハマ湖陥かん落らくへの大きな足掛かりとなる。ゾラ港、皇都シオニア、そしてフルクロ港、それらを連動させ、バハマ湖へ攻め入る事が出来れば西リジア地方を制圧したも同然なのだ。それを足掛かりに、リジア宗旨国家を治める法王が坐ざする聖都へ、様々な攻こう撃げきを仕し掛かける事が出来る。

　だが最さいたる問題は、ゾラ港の構造である。守りのゾラと異名がつくほどに、この都市は守りが固い。高く街を覆う城じよう壁へきは聖都のそれと同じ強度を持っている。更さらに正面は海原に守られ、背後には切り立った岸がん壁ぺきを有し、『ゾラ港を落とすのならば、30万の兵を以もつて掛からねばならぬ』と言われる程ほどに硬けん固こであった。

　グラウスタンディア皇国が抱える兵は40万。現在の損そん耗もう具合を鑑かんがみれば、ほぼ全てに近い数を以もつて当たらねばならない。だが当然そんな事は出来ない。

　故ゆえに誰もがゾラ港を落とすことなど念ねん頭とうには置いていなかった。

　しかしクロムは小さく笑うとこう口にした。




「このゾラ港――１０００の兵を以もつて陥落させます」




《４巻へ続く》







あとがき

（このあとがきは次回予告を多分に含んでおります）







　この度は『グラウスタンディア皇国物語』３巻をお手にお取りいただき、まことにありがとうございます！

　お久しぶりです、内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。

　夏発売を予定してございましたが、諸事情ありこの時期まで延びてしまいました。

　たいへんお待たせしてしまい、申し訳ございませんでした。

　この遅れを挽回できるよう、今後はもりもり書いていければと思ってございます。

　どうかこれからもみなさまに支えていただけたのなら幸いでございます。




　さてお気づきの方もいらっしゃられるでしょう。

　今回よりイラストを担当して下さる画家の先生が、野の崎ざきつばた先生になられました。

　戦記モノという事で、次々に新キャラクターが出てまいりますので、さぞや大変であった事と存じます。

　あがってまいります数々のキャラクターデザインに、わたくし毎回心こころ躍おどらせておりました。

　予定ではまだまだキャラクターが増えてまいりますので、さらなるご苦労をおかけすることになるとは思いますが、なにとぞよろしくお願いいたします。

　そういった訳で、野崎つばた先生と共に再スタートしてまいりますグラウスタンディア皇国物語。

　今後ともよろしくお願いいたします。




　さて今回、リジア宗しゆう旨し国こつ家かがアレしまして、グラウスタンディア皇国がアレな感じになりましたが（ネタバレ防止フィルター）ここから更に戦いは激化してまいります。

　グラウスタンディア皇国、次回はリジアに打って出ます。

　更に戦争の火種は、二国間だけにとどまらない展開に発展。

　というわけで次回予告が来てございます。

　さて次回の『グラウスタンディア皇国物語』四巻は……







[image: ]







[image: ]










　といった展開になる予定でございます。

　北方へ左さ遷せんされたコウソンとリセイ。タタル族との講和に、陰いん謀ぼうが絡む宮中の文官シュウバイとの対決。

　クロムたちグラウスタンディア皇国は、千人の兵による鉄てつ壁ぺきのゾラ港落とし。

　ラトルグを経けい由ゆし、新たな皇国七聖を迎え、スリ師ファウラが本ほん領りようを発はつ揮き。

　最小戦力で不落の都市陥落はなるか？

　そして、今回ちょっと出てきたリリア皇女のお話もある予定。ガジェルの過去と幼いリリアに迫る影……!?

　の三本立てでございます！

　一冊に収まり切るのか、このボリューム!?

　ええ、まとまりますとも。

　発売は十二月の予定でございます！

　……え？　十二月………だと……。

　だ、だだだ大丈夫っ！　すぐさま書き上げて見せますとも！

　どうぞお楽しみに！




　さてここからは謝しや辞じを。

　毎回のことながら、自分の稚ち拙せつな文章に適切なアドバイスを下さる担当の中川様。そして今回からイラストを担当してくださる野崎つばた様。いつもいろいろお手伝い下さる松木君。出版社の皆様。そして出版流通に関わる全ての皆様に心より感謝申し上げます。




　そして何より、今回もグラウスタンディア皇国物語をお買い上げいただいた、読者のみなさまに最大の感謝を。

　冒ぼう頭とうにも述べましたが、今後はもりもり進行していく予定でございます。

　新たな再出発という形になりましたが、どうかこの物語が然しかるべき最後まで行けるよう、支えていただければ幸いでございます。

　それでは、またみなさまにお会いできることを心より願って！




２０１４年９月吉日　　内堀優一
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